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序

昭和 56年 4月に財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターが発足し，間も

なく 6年が過ぎようとしています。その設立の目的は， 京都府内の埋蔵文化財

の調査，保存，活用及び研究を行い，その保護を図るとともに，先人の遺した

文化財を大切にする考え方の普及育成に努め，地域の文化の発展に寄与する こ

とにあります。私たちは，こ うした目的に向かつて，鋭意努力いたしておりま

すが，ともすれば牛歩になり がちです。しかし，一歩一歩地味ながら着実に進

んでいきたいと考えています。

当調査研究センターの直面する事業は，京都府内の各地における埋蔵文化財

の発掘調査であり，この報告の太田遺跡も国道9号ノ〈イパス建設工事に伴う事

前調査であります。現地調査は，すでに 4年前に終了しておりますが，9号バ

イパス建設に伴う 一連の発掘調査事業の一応の区切りの下に，整理し，報告書

としてまとめたものであ ります。

当センターとしては， 『京都府遺跡調査報告書』は，遺跡の重要性を理解して

いただくために，また，たとえ保存が困難な遺跡についても正確な記録を作成

し，その活用を図るために刊行するものと位置づけています。この報告書のほ

かに，調査結果を掲載した 『京都府埋蔵文化財情報』 ・『京都府遺跡調査概報』

とあわせて御活用いただければ幸甚であ ります。

この報告書をまとめる までには，開発関係者はもちろんのこと，京都府教育

委員会 ・各市町村教育委員会をはじめ関係機関の御協力と，さ らに炎暑の下，

熱心に作業に従事 していただいた多くの方がたの御協力，御努力があ ります。

この報告書を刊行するにあたって，これら多 くの関係者に厚く御礼申しあげ、ま

す。

昭和 61年 12月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長 福山敏男



一一一一口例

京都府亀岡市薄田野町太田に所在する太田遺跡の発掘調査報告書である。1.本書は，

国道9号ノ〈イパス建設に伴って，建設省近畿地方建設局の依太田遺跡の発掘調査は，2 

昭和57年5月6日から同年 10月30日まで実施した。頼を受け，

同調査員村当調査研究センター調査課主任調査員水谷寿克，発掘調査にあたっては，3. 

目、 ・岡崎研ーが担当して行った。尾政人 ・田代

国道9号パイパ久吉川整理発掘調査終了後，4.検出遺構図及び出土遺物の整理作業は，

弘 ・岡崎研一 ・村山一主に村尾政人 ・田代出土遺物の整理・ 実j~lj は，事務所で行い，

弥・石原俊子 ・田中智子 ・並河智実が行った。

遺物写弘・岡崎研一 ・村尾政人が撮影し，遺構は主に田代5.本書に掲載した写真は，

空中写真は株式会社アジア航測にそれぞれ委託した。真は高橋猪之介氏に，

第3章第1節 ・第3節 ・第第2章，第 1章，6.本書の執筆は，は じめにを水谷寿克が，

第4章を伊辻忠司がそれぞれ百i、が、第3章第2節を田代第4章を村尾政人が，4節，

誠が行和子 ・吉井雅代 ・寺内あゆみの三氏の協力を得て土橋

II 

~lj 分担した。編集は，

った。
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太田遺跡

太田遺跡発掘調査報告

はじめに

太田遺跡は，亀岡市都田野町太田に所在し，亀岡盆地のほぼ中央に位置する。太田遺跡

を中心とする盆地部には，碁盤目状の方格地割畦畔が整然と残っており，条里制遺構とし

て古くから知られていた。

太田遺跡の調査は，昭和 51年度から始まる国道9号パイバス予定路線帯の事前調査の継

続事業の一環として行われたもので，条皇制遺構の確認から始めた。

この調査では，亀岡盆地に広がる条里制遺構の検出を目的としたが，南金岐遺跡での弥

生時代の方形周溝墓や溝状遺構等の検出などから，条里制下層遺構の有無にも留意し，発

掘を実施した。調査の結果，条里制に関する明確な遺構を検出できなかったが，条里制以

前のものとして弥生時代の土拡や溝などを検出し，査・斐等の土器や石器，木器が多量に

出土した。

以上の調査をふまえ，建設省近畿地方建設局京都国道工事事務所・京都府教育委員会と

協議を行った。その結果，同年7月9日付けで変更契約を締結し約2,000 m＇を弥生時代

前期の太田遺跡として調査することに決定した。そこで，当調査研究センターは， 周到な

準備を行うとともに，調査に伴う組織を次のとおり決定した。

発掘調査総括責任者 栗栖幸雄 （事務局長）

発掘調査責任者

発掘調査担当者

発掘調査事務責任者

堤圭三郎 （調査課長）

水谷寿克 （主任調査員）

村 尾政人 （調査員）

回代 弘（調査員）

岡崎研 一（調査員）

白塚 弘 （総務課長）

なお，調査中及び本書の執筆にあたっては次の人々から御教示を賜った。記して謝意を

表したい （敬称略・順不同）。

有光教ー，佐原 真，都出比呂志，岡内三真，西谷正，高橋 護，後藤直，泉拓良，

井藤暁子，森田克行，入江文敏，田中光j告，林 和虞，森岡秀人， 氷光 尚， 宮本徳昭，

吾郷信一，横田洋三，豊岡卓之

（水谷寿克）
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京都府遺跡調査報告書 第6冊

第 l章遺跡、と調査経過

第1節位置と環境

1 地理的環境

亀岡盆地は，京都府北部から兵庫県西部にまたがる中国山地の東端にあって，南側で北

摂山地と隣接する，いわゆる丹波山地の中に位置する。古くは丹波国に属し，山陰8か国

の東端にある。また，丹波山地は， 日本海に注ぐ由良川水系と瀬戸内海に注〈大堰川， 加

古川の水系によ って聞かれる。大堰JIJは，北西から南東方向に，亀岡盆地のほほ、中央を南

へ流れている。この盆地は，標高90～110mに位置する。周囲の山塊は，丹波帯と呼ばれ

る秩父古生層からなり，砂岩 ・頁岩などで構成されており， 一部に石英閃緑岩 ・花筒岩類

が分布する。亀岡地方は，古生層を基盤とするが，盆地西側では中生代末期に貫入した花

街岩の岩体が分布する構造盆地てv断層を主とする構造運動により形成されている。盆地

東端の北西から南東に続〈山地と平地の境界は，亀岡断層である。南西に面する直線状の

崖では断層が明瞭であるが，調査地の位置する盆地西端ではあまり見られない。 地形的に

は，北西から南東方向に行者山が並び，神前から鹿谷にかけて窪地が見られる。

太田遺跡は，亀岡盆地のほぼ中央に位置し，北寄りの山地部を除いては平地にある。こ

の地は，扇状地で，背後の行者山から大堰川へ注ぐ願常寺川に流れた粘性土層や砂， 砂混

- 2-

じり シルト及び腐植土が堆積している。

また，洪積層は，浸食が進んで小谷が

多い。低台地をなす新期洪積層は，数

段の段丘地形になっている。調査地も

この扇状地上にあって，犬飼川・山内

川と願常寺川及び行者山から放射状に

流れる小河川の浸食で残った舌状微高

地上に位置する。

2歴史的環境

亀岡盆地で最も古い時代の遺跡とし

ては，旧石器時代の石器が出土した南

条遺跡と篠町西長尾A地点遺跡がある。

南条遺跡出土のものは，サヌカイ ト製

のナイフ型石器で，全長約 10cm・幅約



太田遺 跡

第 2 図 亀岡盆地遺跡分布図
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太 田遺跡

付表1 亀岡盆地遺跡一覧表

番号 名 干"f( rn 遺跡の概要 番号 名 科、 相＇ ~ii 迂i跡の慨要

l 1主山窯跡 室跡 平安時代 .jj'(!J!：器 57 医王谷遺跡、 散布地 m ！！.・ 器
2 小 谷窯跡 主主 跡 平安時代 ・；fi.'!! 1¥.i 58 医 王谷戸itj'¥ 円 rfi 年l忠苦言
3 八木城跡 品k 跡 59 矢 凹 品主 城跡 丘陵m・土塁
4 小 谷，，，打＇t梢 円山 124.i;・横穴式石室 60 君場tt, rJ't 円墳？ 台地・石材露出

5 内山 11;ti't群 門的 5 i｛、・横穴式干！亘 61 ツツジヶ丘註，Jj't 円rj't' f;j血

6 _I Ill l¥¥J J<.」出計 円！j'[ 32,IJ .横穴式石言 62 伊達有jl十jill跡 散布地 1 間l探
7 大法 y，ち Jj'［非t 円引 8 J.I; .横穴式石室 63 力日塚 古山 前方後円！ft 合f也・会長60m
s H 111 11, Jtt杭 前方後円円ぜI16恭 ・111!穴式石室 64 余苦｜；巡跡 散布地 弥生中wト
9 ~t ノ Ii一戸l J{t 行 J'{t 65 1争法 コi,,, Jj't 円出 粘土仰木村

10 〉、ノ／~（；谷遺跡 散布地 中世.j-)11：、 66 i'f＞法寺泣跡 散布地 弥生時代・石器＋

11 北／ 1j; ,1, IJ't f,f 円以 14J,1；・横穴式石毛 67 村」神社主主跡 窯跡 jj'( .'/.': 器店

12 桑ゴrI死守問、 寺院 奈良時代 68 桝城山 Jj't 方的 平J也.!1也輪

13 丹｛庄 ITIl(.f E丹、 ’E 怯I 69 ~i' 条＂＇ !ft 片lj庁後円出 平J也・後円音1>27111
14 )L塚 11li九以甘l・Jtt 円！ft? 横穴式石三、.Jr也輪 70 泊t ノ Iヒ土~,,, !J't 方 J{t 中I也・一辺30m
15 千代川 ill湖、 散イIJJ也 縄文～鎌合時代 71 観音芝廃ヰ問、 寺院 Tιi I也・健司I

16 小令山支，＇； Jj'(jtf ドl Jj't 約1001!;.横穴式イ！五、 72 ニツ塚山 J{tf.I ｜司！ft 丘陵町l

17 iv，ケ山；I,!_, Jj't 方 Jj't 73 f唯禁制、 f.i 窯跡 奈良～ヰ｜’安時代

18 -It -:'r:山主 ,1; 打UPキ 円 J{t 8 J,!> t¥1！穴式石毛 74 山本械 跡 品k 跡 木村駁iuf<:'jての居城

19 ！免 i'f111 J(t 11+ 円 ！｛＼ 13）よ 横穴式イ！司、 75 1記法城 閥、 力＂＼＇閥、 エ｜’山城

20 ~t -:'r~ 由主jj'i 閥、 散イ＇！1J也 縄文～鎌fr時代 76 づl無箪 跡 曹を 閥、 平五ili.H¥
21 尚子「山支 J立刷、 II 

” 77 楽祭｛止古悦1U 円杭 3 ，，~・横穴式石室
22 }( Ill ill 閥、 II II 78 当ミ察使 r'i!/if.{' 前右後円円I員 104,l .償穴式石室

23 太 fl! !h＼＇ 刷、 城跡 79 案察｛止法制、 散布I血 弥生～古！j'[

24 * i'f J立跡 .lji¥1¥ll¥j I也 崎、生時代 80 佐久 j)i'.ii'l ~~； 散布J也 ij'( :!!. Y.品
25 伎作 ill 閥、 散イ，，J也 効、当～鎌合II寺j¥ 81 、｜三和： jj'i 湖、 散布地 f；！也.iJ'l!i•：器

26 l'i .') lit .') 寺院 82 ｜王｜分市 J{t併 門的 8 J,1；、・横穴式イl午

27 件 111 J立問、 f）士イ，，J也 、｜’笈時代 83 政 Ji(I付出向 散イ，，I也 主主角，＼~；製11 斧
28 ft Ii'! ,1; li＼群 l可 ！｛＼ 3 ！，＇； ・横人式イ，＋ 84 III 分 ji'l ~； 散布地 坊、当前JYト鎌合
29 :IL ill Jfi¥' 担t 跡、 山内丹波＇.＇fのh＇；城 85 丹波｜王l分可制、 寺院 奈良時代

30 Pi [・ jfl 刷、 Wr布J也 111 -jll: 86 i~ll I人林l発寸j跡、 守院 )') t庄 ~I分尼寺湖、

31 人川 jfl 湖、 J_!J1；・｛品 弘、 ιl•.111 貫！！～ I.Ir(t 87 fil[J」一人林遺跡、 散布地 弥，， H寺代～

32 ！＇~ }( ,1,-lj¥ Ji:!' 前方後円円！ft 23!.'-. h¥'t穴式11主 88 二 H司J,',li'tlff 円 J(t 、n也・｛壬15111
33 j、例，1，・打＇（ li1' ｜円 Jj't 8 J,1；・償穴式イl主 89 二日 Hilit斗閥、 九院 iドJ也

34 ょに ふj ,1, J{t 円 lj'¥ 1 J,I；.横穴式イj今、 90 中村内主＇ tIii 門的 111 版
35 i 条，1,- Jj't 円 Jj't ・1’ I也 91 金光寺山 ！（tr.-f 門的 Lil 版
36 11.；、 l』ιl ,1，作＇＂t ドj J(t 334,l・1黄穴式1i司、 92 千歳＊~玩，1,1れ トjij方後円的 全lf80111
37 ii：、，.， ,1, J{t 円 ！｛＼ 4 J,1；・横穴式イl主 93 車±正 ill 幼 1l'r布地 弥＇i.llH＼～
38 a, i¥3s. 39 >; lj¥ 円 J{t 2 ），＇； ・横穴式イI不 94 :1: －~~：、神社〕li'l 湖、 単独出土地 f; Jill・弥寸時代～
39 託、 i＼山i,'; !i't/U' 円以 5 J，＇；、・ hYt穴式イi不 95 御；jよ 山 J1,¥' 域跡 ↑卜人ld島氏の！日；）；，£
40 ,,, ,1; !(¥ ;/if 円！ft 4 ）た・ hYi Iに:i:＼ィi市 96 日j主計IJ(t Iii 円 ！｛＼ [()),', • t¥!ii¥パイ，'oj；、
41 イド H 庁I>,',IJ'tlfr 円！ft 4 J,I; . t¥11！＇（ェ＼11司、 97 、l’ ~J ~I Jj'[ lff r1 1fr 46),', ・ ~＇Ii ／；、 :i:＼干 l 号1

42 泣： i'l U1 J.成 カt 湖、 ii円 11•ーニ ィ： IT)';'f の I，•；城 98 坊主 Jj,：凸的 方的 ヂI也・一辺34m 
43 全’1y，自助 月士イ11J也 ifi•!f.器・ jJ1Ji7,:i 99 稲葉山，1,!{¥ ドj 打I 6 J,l . Lli I主
44 ノ＇（ }.( jj'i 同 背＇！ギtiI也 i!'i•J;jf.f ・ 土日ilili:i 100 JI，＼場： J自問 散-111I世 ~rtJ 'i'lYJ～ 
」5 与 lit11i Jft iff 円 Jft 3 ）よ・ 1l1ijV IOI 池 11!. ,1, !{¥ ドJJj't 27 Ji; . 11－.段版
46 う卜l,1, I山It! 円 ！｛＼ 101よ.tlliプ〈ェ¥1iヰz 101 ;L;昨IPi＇古 ！｛＼ fTJ Jj'[ 山IJ!i・ i±l3m 
47 件J条，＇， J{t Hf D 円！｛［ ,,,.lit . 11 i di~ 103 β； I~＇.甘！打。［ 円！ft 2占L・1!1ijii
48 与~＇j- lit ゴj .'J r;:;i: f；！也・心礎 104 丹波 l'tl1自問、
49 市粂 11i!ft f,:f A ドl !ft ,1;lj't .古』立i 105 主Jl古 lill閥、 散布地 ,1, !{[JI年代～
50 flliヶ＇＂t，，，打。IlU ドl Jj'( 7 J,t ・横穴式干l不 !Gfi 池内 111Jj'( ltl 円打。i 7 11；・山腹
51 ！瓜／ 11 ん！｛＼治 円以 Hl・横穴式Il午 !07 ｛壬古神社内J(tf.I 同年I 6 f,!，・ ii.段段
52 j)f¥ ＂＊ん！ ft fll治？ Hl ・双円打。い 108 出芸窒跡 三宅 跡 if( 1む部
53 1'Li Ll1 , 1, J{t It+ 高)1）後｜」J!i't ！？段端 109 J争法 .，＇1 ~it h走跡 校辺美竹寸の肘！n¥O
54 安 fI山，＇； lj'［群 JTJ !ft Ht・ 横穴式；11弓、 !IO 観古芝追跡、 散荊JI出 奈良H寺代～
55 医｜谷 2号Jj'( fl）江I Hl ・横穴式干1＇＼＇.、 Ill 南条泣閥、 散布地 旧:fl1¥.i .縄文ff,¥f-¥
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5 cm・厚さ約4.6 cmを測る。篠町西長尾A地点出土の石器には，サヌカイト製の有舌尖頭

器1点 ・石嫉3点 ・スクレーパー l点・余lj片5点などがある。また，南条遺跡からは，京

都学園大学考古学研究会の構内遺跡第3次調査により縄文時代早期の押型文の可能性を持

つ土器片がl点と，ほかに条痕文を施した土器片l点 ・無茎石鉱1点 ・サヌカイ ト製スク

レーパー l点 ・余lj片2点 ・花商岩のタタキ石l点が出土している。

この盆地内には，ほかに三日市遺跡 ・北金岐遺跡・千代川遺跡 ・小金岐古墳群下層 ・拝

回古墳群下層など縄文時代後期から晩期の遺物が出土した遺跡がある。

弥生時代の遺跡は，亀岡市内で25か所確認されている。そのうち，主要なものは千代川

町と大井町にまたがる千代川遺跡，それに湯川遺跡 ・大将軍遺跡 ・高宮遺跡 ・馬場ヶ崎遺

跡・北金岐遺跡 ・南金岐遺跡・東谷遺跡 ・太田遺跡 ・穴川遺跡 ・余部遺跡、などがあり，そ

のほとんどが弥生時代中期及び後期から古墳時代にかけての遺跡であると考えられている。

また，弥生時代前期の遺跡としては，今回調査した太田遺跡と昭和52年に亀岡市教育委員

会が行った御上人林廃寺第3次調査地や，国分寺第2次調査地 ・千代川遺跡第3・5次調

査地・北金岐遺跡・南金岐遺跡などがある。 これらの遺跡の立地は，亀岡盆地内の標高 100

m前後の段丘上に位置するという共通点があ り， 弥生時代前期の稲作をもたらした人々の

定住が推定される。弥生時代中期の遺跡は，畿内第H様式の太田遺跡 ・穴川遺跡，第III様

式の南金岐遺跡 ・千代川遺跡第3次調査地などと，第III様式から第IV様式の余部遺跡，第

IV様式の千代川遺跡第2次 ・第6次 ・第7次調査地 ・穴川遺跡 ・時塚遺跡などがある。特

に，中期の遺跡としては，拠点的集落と推定される千代川遺跡第6次・第7次調査地が注

目きれる。ここでは， 3基の方形周溝墓を検出し，溝内から多量の遺物が出土していると

ともに，住居跡や水田跡も確認されている。ほかに後期の遺跡としては，住居跡を検出し

た北金岐遺跡・千代川遺跡第2次調査地 ・河原尻遺跡・国分寺3次調査地，溝状遺構を検

出した馬場ヶ崎遺跡，水路状の杭列を検出した松熊遺跡がある。また，特殊な遺跡として

は，行者山に立地する稗田野町鹿谷の東谷遺跡がある。この遺跡は，標高340mの山頂に

位置し，約 2.5mの巨石を 2個と約 lmの石を数個組んである もので，岩陰から弥生時代

後期の壷形土器が完形で出土している。壷の頚部には，へラ描きによる山形文が巡り，胴

部下半には， 径約2cmの穴を穿っていることから，祭最E用と考えられる。

古墳時代になると，亀岡盆地には千歳車塚古墳をはじめとして，野条古墳 ・保津車塚古

墳 ・拝田 16号墳 ・西山古墳 ・加塚古墳 ・穴太 12号墳 ・案察使古墳などの前方後円墳や，

方墳であるi龍ノ花塚古墳・桝塚古墳 ・穴太4・5. 9号墳 ・天神塚古墳 ・馬場ケ崎1・2

号墳 ・北ノ庄古墳などが4・5世紀に築かれる。これらの前方後円墳は，千歳車塚古墳の

全長80mを最大に，以下最小の約35mまでの規模を持つ。また，方墳は，2基が独立し
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て平地に築くという例が，丹波地方の特に綾部・福知山 ・亀岡盆地に特徴的に多い。ほか

にこの地方には， 4 . 5世紀代の主要な古墳が数基あるが，いずれも墳丘の形態は不明で

ある。双方中円墳という説のある狐塚古墳や，平地に築かれた墳丘中央に粘土榔 ・組合式

木棺をもった浄法寺古墳，車輪石・石臼｜｜・銅鉱 ・刀剣j・のみ ・斧頭 ・鉄板 ・嵩；龍鏡などが

出土した向山古墳，直刀 ・勾玉・ 管玉 ・小玉 ・画文帯神獣鏡が出土した三ツ塚（大塚）古墳

がある。以上の古墳は， 標高 150mまでの丘陵変換点及び，丘陵先端に多く築かれている。

古墳時代後期になると丘陵上に多い所で100基近くの群集墳が築かれる。大堰川西岸には，

拝田古墳群 ・北ノ庄古墳群 ・小金岐古墳群 ・北金岐古墳群 ・鹿谷古墳群 ・佐伯古墳群 ・穴

太古墳群・犬飼古墳群 ・南条古墳群 ・法貴古墳群がある。東岸では池尻古墳群 ・小口古墳

群 ・稲葉山古墳群・出雲古墳群 ・平野古墳群 ・国分寺古墳群 ・案察使古墳群などがあり，

京都府下において2番目に多い群集墳地帯である。ほとんどの群集墳は，横穴式石室を主

体とするものである。特に石材の豊富な行者山一帯には，花開岩の巨石を利用したものが

多い。また， 石材が豊富に利用できる利点があるためなのか，特殊な石室構造が注目され

る。まず，石棚のある石室は，小金岐76・77号墳 ・拝回16号墳 ・鹿谷古墳にみえる。石

室内の分割利用の施設と考えられるものとしては，石障状の施設があるが、これをもつも

のに，鹿谷古墳と，拝回 9号墳・小金岐1号墳がある。 拝田 9号墳は， 石室の西壁に沿っ

て作り付けの石棺状の板石を配している。小金岐1号墳は，石室内床面全体に板材の石を

貼り詰め、その上に板石を「T」型に配し，玄室を 3つに区画している。 また，この古墳

は， 石室内床面の貼り石及び基底の石材も板状のものを多く 利用し，羨道部の配水溝も床

面に貼り石をもち，両側壁，天井石にも板状石を多く利用した丁寧な作りである。

古墳時代の集落遺跡については，昭和52年に亀岡市教育委員会が行った御上人林廃寺の

調査において住居跡4基を，また，北金岐遺跡で前期の住居跡1基を，後期の住居跡1基

をそれぞれ検出している。さらに千代川遺跡第8次調査地においても，後期の住居跡l基

を検出している。千代川遺跡第3次調査地では前期の住居跡2基と，それを囲む溝を検出

している。住居跡は， 方形の竪穴式住居跡で，一辺約4mと一辺約5mのものがある。溝

は，幅約3m・深さ約 1.5mを測り，住居区の東 ・南側を区画するものと，北側を区画す

る幅約 10m・深き約2mのものがある。 北側を区画する溝は，規模が大きく ，西側から東

側へ蛇行していることから自然流路と推定されている。また，この溝内で，前期の遺物と

水路と考えられる杭列 ・横板等を検出しており，水田への水路とも考えられている。

奈良時代の遺跡としては，河原林町にある丹波国分寺や御上人林廃寺，千代川町の国府

推定地・ 篠町観音芝廃寺 ・曽我部町寺村与能廃寺 ・千代川町桑寺廃寺などがあげられる。

亀岡盆地の条里制は，条里界線 ・坪界線の多少のずれが予測されるが，おおよそ東西南
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北方向の正方位に通っており，大堰川を越えても大幅なずれがなく連続しているため，一

度に施行されたものと考えがちであるが，水田は，徐々に北から南へと拡大されていった

のであろう。盆地全域に条里市ljが施行される以前には，亀岡市矢田町三宅 ・保津町保津 ・

保津町案察使 ・篠町一帯にみられる条里市IJとは方向を異にした古地割の地域がある。また，

奈良 ・平安時代には，篠町の丘陵一帯に須恵器や瓦などを大量生産した窯跡が多数分布し

ている。さらに，口丹波地方は，平安時代以後，平安京に接する所として重要な位置を占

めていたことから中世 ・近世村落や山城跡に関しでも注目すべきところである。

（村尾政人）

参考文献

『亀岡市史』上巻 1960

岡崎研一「篠・西長尾A地区作業場跡」（「京都府埋蔵文化財情報』第13号 制京都府埋

蔵文化財調査研究センター）1984. 9 

京都学園大学考古学研究会 『京都学園大学構内遺跡第 3次発掘調査報告』1982

樋口隆久 『御上人林廃寺第 5次発掘調査報告』亀岡市教育委員会 1980 

田代 弘「北金岐遺跡出土の晩期縄文土器」（『京都考古』34号）1985 

村尾政人「国道9号バイパス関係遺跡昭和 56年度発掘調査概要」（「京都府遺跡調査概報』

第1冊例京都府埋蔵文化財調査研究センター）1982. 3 

岡崎研一「千代川遺跡第3次」（『京都府埋蔵文化財情報』第8号 肘京都府埋蔵文化財

調査研究センター）1983. 6 

森下衛「千代川遺跡第9次」 （『京都府埋蔵文化財情報」第14号制京都府埋蔵文化財

調査研究センター）1984. 12 

安藤信策 「国道9号バイパス関係遺跡昭和 58年度発掘調査概要」 （『埋蔵文化財発掘調査

概報（1979）』京都府教育委員会）1979 

堤圭三郎「国道9号バイパス関係遺跡昭和 52年度発掘調査概要」 （『埋蔵文化財発掘調査

概報（1977）』京都府教育委員会）1977 

- 8 



第2節調査方法と基本層序

1調査方法

太 田遺跡

今回の調査地は，厳密に言えは、’昭和 56年度に実施した南金岐遺跡に続〈一部の地区

と，太田遺跡である。発掘調査に先立って実施した条里制に関する地籍図の調査及び現地

の測量（1 /200）は，昭和 56年度の調査手順を踏襲した。その結果，調査地には小字好実根・

小字根・ 草田 ・深町 ・砂木原 ・亀ケ測に位置することがわかったが，明確に条里制に関す

る坪付け等と考えられるものはなかった。

現地調査は，条里制に関する畦畔や水路等の溝の断ち割りや，それ以前の遺跡の有無を

確認するためのトレンチを設定することから開始した。調査地の割り付けは，道路予定地

の中央を基準に 75m 四方の大地区を設け，その中を 3m匹l方の小地区に区画し，南西隅の

基準杭を中心に南北をアルファベット，東西を数字で表わす地区名を付した。

まず，南北方向の 26・34ラインの2本のトレンチの上層を重機により除去した上，その

下の弥生～鎌倉時代の遺物包含層を入力で掘削した。

その結果，地山（黄褐色粘土）上に約 2cmの黒色土（腐植土）が堆積し，その中に遺物が包

含されている事実を確認した。

遺構としては，黒色士層の遺物包含層の下の地山面において，溝 ・土I広・ピット等を検

出した。

この遺跡は，弥生～鎌倉時代にかけての複合遺跡であるが，従来の調査で確認されてい

なかった弥生時代前・中期の遺構・遺物を多数検出した。このような点で，太田遺跡、の調

査は，大変有意義なものであったと言えよう。

2基本層序

昭和 56年度以来，国道9号バイパス建設に伴って大井町から順次発掘調査が本格的に行

われ，新たな資料が蓄積きれてきた。ただ，昭和 56年度は南金岐遺跡において弥生時代後

期を中心とする遺構が広範囲に確認されたものの，前期の遺構については確認するまでに

は至らなかった。しかし，昭和 57年度の太田遺跡の調査によ って，その確実な資料が増加

するに至った。ここでは，南金岐及び太田遺跡の基本層序について，概況を述べておきた

し、。

現地表は，全体に行者山より北西方向へと低くなっており，さらに放射状に微高地が広

がっている。また，微高地聞には小河）｜｜が谷状地形を形成していたと考えられる。太田遺

跡の南北両縁辺は，大堰川に流れ込む河川によ って遮られているので，低くなった部分は

低温地帯に，集落部分では段丘になっている。現在は大井町周辺に限らず，盆地全体が水

団地帯になっている。
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この周辺の基盤になっている土層は

8層あり， 最上位に現在の耕作土層と

その床土がある。この層の下位には，

第3層の暗灰色土層と第4層のH音茶褐

色土層，第5層の黒色土層が堆積して

／ 
いる。

暗灰色土層と暗茶褐色土層の面は，

中世以降の耕作により幾度か削平が繰

り返されたため薄いが，中世の素掘j奪

や中世以降の建物跡が確認できる。ま

た， H音灰色土層からは，主に土師器 ・

須恵器のほか，鎌倉時代の五器 ・土師

皿等が出土する。第4層のE音茶褐色土

層の面には古墳時代から奈良 ・平安時

代の遺構や，遺物包含層があり，この

層の時期を古墳時代後期以降と判断し

た。また，暗茶褐色土層から黒色土層

に切り込まれた古墳時代の土拡及び溝

状遺構を確認しているが，それらの遺

構面には浅い砂質土層が含まれている

ことが多かった。

黒色土層は，黒墨土層とも呼ばれる

火山灰質土層で，この上位には縄文時

代から古墳時代にかけての遺物包含層

があるが，下位については，まったく

の無遺物層である。この土層を上下に

分類すれば，上位を黒色士層 I，下位

を黒色土層IIとなる。黒色土層 Iは，

黒色土層IIの二次的堆積及び流動的な

ものを含んでいるため，砂質土的な部

分もある。黒色土層IIは，第7層の淡

黄褐色土層上に堆積した腐植土であり，



太田遺跡

粘質性が非常に強い。黒色土層から弥生時代の遺物が多数出土しているため，この土層が

弥生時代の生活面と考えられるが，この土層から検出された遺構については不明なものが

多い。

これらの黒色土層内における弥生時代の遺構については，黒色土層と遺構の埋土が同質

のものであり，また，土拡のような性格の遺構については，短期間に埋められることが多

し単一層となっているため黒色土層と遺構の埋土の違いについての判別はっきにくい。

以上のようなことから，この土層内においての遺構の検出は不可能に近いので，さらにそ

の下層の第7層淡黄褐色細砂質土層（地山 I）・第8層賞褐色枯質土層（地山II）に切り込ん

でいる部分においてだけ検出が可能となる。したがって黒色土層内の，特に下層の黒色土

層IIから出土した遺物については，なんらかの遺構との関係が想定されるが，下位の地山

Iまで達していない浅い遺構であるため，詳細は不明である。

第7層の淡黄褐色細砂土層（地山 I)は，地山IIの二次的な堆積による もので，流動的な

細砂質である。第8層の貰褐色粘質土層（地山口）は，良質な粘質土であり，部分的に黄褐

色から青白色，青灰色の部分もある。 （村尾政人）

KV35, 36地区北壁（上）KU37,KV37西壁（下）断面図
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1灰褐色土層（耕作土）

2茶掲色土層（耕作土床土）

3暗灰色土層

4暗茶掲色土層

5黒色土層 I（黒墨色土層）

6黒色土層II（遺構内の埋土）

7淡黄偶色細砂土層 （地山I) 

8黄掲色粘質土層 （地山II)

第 5図 調査区土層断面図
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第 2章検出遺構

第 1節弥生時代の遺構

太田遺跡において検出した遺構は，全体的に概観するとほとんどが弥生時代前 ・中期に

相当するものである。それらは，大きく分けると弥生時代前期末の土拡群と中期の溝，前

～中期のピット群である。

1土拡（SK)

士I広の総数は 46基を数える。ここでは，性格不明の窪みや落ち込み等も土I広として扱っ

た。土拡の平面形態は，以下の円形 ・楕円形 ・長方形の 3つに分類することができたが，

個々の断面形態は異なる。円形 ・長方形以外のもので不定形を呈するものは惰円形として

1及った。時期は，遺物を含まないため不詳なもの以外はすべて弥生時代前期に属すると判

断できる。

以下，各土拡について説明する。

SK 01（第 11図）

JE 31地区で検出された土拡である。土拡の形状は，北部が調査地区外にのびるため全容

はつかめないが，はほ、南北方向に長い楕円形と考えられる。規模は全長約 1.8m・幅約 1.15

m・深き約 0.15mを測る。断面は，床面が平坦な逆台形状である。床面は，明瞭な段を持

つ浅い二段掘りになっている。土地の埋土は，黒色土層である。床面直上から弥生時代前

期の土器片が出土した。

SK02（第 12図）

JE 31地区で検出した土拡である。南側端の一部を失っているが，南北に長い楕円形を呈

している。規模は，全長約 1.95 m ・幅約 lmを測る。断面形態は，床面が舟底状を呈して

いる。床面の北側端に直径約 0.3mの円形ノト土J広がある。深きは約 0.18mを測る二段掘り

になっている。土坊；の埋土は，遺物包含層と同じ黒色土の単一層である。埋土から弥生時

代前期の査・斐片が出土した。

SK 03（第 11図）

JD 33地区で検出した隅丸正方形の土拡であるが，形態分類では円形とした。規模は全長

約 lm・幅約 0.9m・深さ約 0.08mを測る。土地の埋土は，黒色土の単一層である。 出土

遺物は無く，時期不明である。

SK 04（第 18図）

JC 33地区で検出した土拡である。土:tr.l；の形状は，平面形態では楕円形に分類されるが，

12 
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第 6図 太田遺跡遺構平面図
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長辺が短辺よりはるかに長く ，南辺カ、直線状を呈する。西辺は，中央が一部二段掘りにな

っており， 東辺は中央よ り南側に円形状の掘形がある。規模は，全長約2.2m・幅約0.8m・ 

深さ約0.15mを測る。 土I広の埋土は，黒色土の単一層である。 内部で弥生時代前期の聾片

が出土した。

SK 05（第 11図）

SK04とほほ、同じ規模・形状をもっ土拡である。遺物がないため，時期を決定することは

むずかしいが，埋土や検出レベル等からみて，SK04 ・07・08と同じく前期末葉に属する も

のと考えておきたい。

SK 06（第 11図）

土；版；の形状は，長方形を呈する。 北西隅と南辺東側に直径約0.2m ・深き約0.2mのノj、

土拡がある。規模は，全長約 1.9m ・幅約 0.95m・深さ約 0.25mを測る。床面はほほ平

坦面を呈し， 壁は垂直で、ある。床面には数か所の不定形な小土拡がある。埋土は，黒色土

の単一層である。床面の約5cm上から弥生時代前期の壷片が出土した。

SK07（第 11図）

円形の土拡である。浅く ，底面は凹凸がめだっ。SK05と同じように遺物を含んでいない

ので，時期を決定することができない。埋土や検出レベルから，周辺の土I広群と同じ時期

（前期末）につくられたものと考えている。

SK08（第 18図）

JD 31地区で検出した土拡である。土岐の形状は，長い楕円形である。長辺の両端は，直

線状に面をもち，長方形に近い。規模は全長約2.1m ・幅約0.55m ・深さ約 0.2mを測

る。この床面に不定形な小土拡が4か所あるが，断面形態は，おおよそ全体に舟底状を呈

している。土；段、の埋土は，黒色土の単一層である。遺物としては，床面直上での弥生時代

前期の壷片があげられる。

SK 09（第 11図）

JC 31地区で検出した土拡である。土地の形状は，長い楕円形に分類される。東辺は，二

段の掘形になっている。北端は，直線状の辺をなし，東端の隅に直径約0.05m・深さ約0.2

mの小土地がある。 規模は， 全長約 1.7m・幅約0.6m・深き約0.25mを測る。壁は垂直

で，床面は平坦である。土拡の埋土は，黒色土の単一層であるが，中から弥生時代前期の

壷片が出土した。

SK 10（第 12図）

JB 33地区から検出された土拡である。土拡の形状は，北側端を溝SD0207によって切ら

れているが，南北に長い楕円形を呈している。規模は，全長約 1.8m ・幅約0.7m ・深さ

- 14 -
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約 0.25mを測る。断面形態は，床面が平坦で側面が垂直に立ち上がっている。土拐、の埋土

は，黒色土の単一層で，床面直上で弥生時代前期の斐片が出土した。

SK 20（第 14図）

KV23地区で検出した円形の小土I広である。規模は，直径約 0.5m ・深さ約 0.1mを測

る。断面形態は，床面が平坦で，壁が直立している。埋土は，黒褐色土の単一層である。

出土遺物はない。

SK35（第 13図）

JD 29地区で検出した土岐である。土拡の形状は，北側の端の一部を失っているが，南北

に長い楕円形を呈している。規模は，全長約 l.75 m ・幅約 0.65m ・深さ約 0.15mを測

る。断面形態は，舟底状を呈している。土I庄の埋土は，黒色土の単一層である。

SK 36（第 14図）

JP 30地区で検出した土足；である。土拡の形状は，東側を溝SD0209によ って切られてい

るだけでなし北側を約半分近く失っているため，不明であるが，ほぼ円形に近いもので

あろう。規模は，全長約 lm・幅約 0.95m ・深き約 0.3mをiNIJる。断面形態は，床面が平

坦に近い舟底状を呈する。土段、の埋土は，上層が黒褐色土層．下層が黒色土層である。床

面の直上で弥生時代前期の完形の鉢が出土した。

SK 37（第 12図）

JO 29地区で検出した土説、である。土J止の形状は南北に長い楕円形を呈する。長辺が「〈」

の字状にわずかに屈曲している。規模は，全長約 2.35m ・幅約 0.8m ・深さ約 0.25mを

i~lj る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は， 黒色土の単一層である。出土遺物は，床面直

上から床面より約 0.1mまでの聞に集中しており，弥生時代前期の壷 ・聾片が数点出土し

fこ。

SK 38（第 13図）

JP 20 地区で検出した土拡である。土地の形状は，東西方向に長い楕円形を呈する。規模

は，全長約 1.65m ・幅約 0.6m ・深さ約 0.25mをiNIJる。断面形態は，舟底状を呈する。

埋土は，黒色土の単一層である。出土遺物は，床面から約 0.1m上に集中しており，弥生

時代前期の査と察が出土した。

SK43（第 12図）

JM 31地区で検出した土拡である。土I広の形状は，南側端の一部を溝SD0205によ って

切られているが，南北に長い楕円形を呈している。長辺は，わずかに 「く」の字状に屈曲

している。規模は，全長約 1.85m ・幅約 0.9m ・深さ約 0.3mを担iJる。断面形態は舟底状

を呈している。土地の埋土は黒色土の単一層である。中から弥生時代前期の壷の小片が出

- 16 -
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J s 

J K 

JO 

J p 

JO 

J N 

J M 

J L 

一。

Lニ土した。SK90（第 15図）
KW33地区で検出した土拡である。土

I広の形状は，小形の円形を呈する。規模

は，直径約0.5m・深さ約0.2mをia1Jる。

東側と南側の一部が二段掘りになってい

る。床面は平坦で，埋土は黒色土の単一

層である。 床面直上から弥生時代前期の

壷片が出土した。

SK 100（第 15図）

KV32地区で検出した円形の土ばであ

る。規模は，直径約 1.05m ・深さ約0.15

mを測る。断面形態は，東側が二段掘り

になっており，さ らに部分的に深くなっ

ている。埋土は，黒色土の単一層である。

床面直上から弥生時代前期の聾片と赤漆

を塗り固めた縦櫛， 約0.5cm大の骨片が

出土している。

SK 107（第 17図）

JE 31地区で検出した比較的小さな土

第 9図 J地区遺構平面図 説；である。土ほの形状は， 南東方向に長

辺を持つ楕円形を呈する。規模は，全長約 1.1m ・幅約0.7m ・深さ約0.15mを測る。断

面は，ほほ、垂直な壁を有する箱形状を呈する。土I広の埋土は，黒色土の単一層である。弥

生時代前期の壷片が床面から出土した。

SK 122（第 12図）

JQ 24地区で検出した土拡である。形状は，南北方向に長辺をもっ楕円形土拡である。わ

ずかに長辺の主軸が東側へ「〈」の字状に屈曲している。規模は，全長約 1.75 m・幅約0.8

m・ 深さ約0.35mを測る。二段掘りになっており， 北側が一段高い。深い部分について

は，床面が舟底状を呈しているが，一段高い北側ではほぼ平坦である。埋土は，上層が黒

色土層で下層が黒褐色土層である。 上段の床面直上から弥生時代前期の聾片が出土した。

SK 123（第 12図）

JP 24地区で検出した土拡である。 形状は，南北に長辺をもっ楕円形を呈する。 規模は，

- 18 -
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全長約 1.65m ・幅約0.6m ・深さ約0.35mを測る。二段掘りになっており，南側が一段

深くなっている。床面は，両者とも平坦で、ある。埋土は，黒色土層である。浅い床面と一

段深い床面直上から弥生時代前期の査片が出土した。

SK 124（第18図）

JQ 23地区で検出した土拡である。土拡の形状は，南北に細長い楕円形を呈する。規模

は， 全長約 1.5m ・幅約0.5m ・深さ約 0.2mを測る。 東壁が二段掘りになっており，ほ

ぽ直立した壁をも っているが，全体に舟

底状を呈している。埋土は，黒色土層で

ある。土I広の中位から弥生時代前期の査・

窒片が出土した。

SK 125（第 15図）

JQ 23地区で検出した土拡である。土拡

は，東西方向に長辺をもっ楕円形を呈す

る。規模は，全長約 1.35m ・幅約 1.15

m ・深き約0.15mを測る。床面は平坦

で，壁が垂直に近く立ち上がる逆台形の

断面である。土拡の埋土は，黒色土の単

一層である。床面直上から弥生時代前期

の聾片が出土した。

SK 126（第15図）

JQ 23地区で検出した土拡である。形状

は，東西に細長い楕円形を呈するが，東

側の短辺が直線状になっており，長方形

に近い。規模は，全長約 1.3m・幅約0.55

m・深さ約 0.25mを測る。断面は，全体

にほぼ舟底状を呈するが，東側の短辺が

二段掘りになっている。埋土は， 黒色土

（］円、98
,SK140 

- 0 

第 10図

。
亡コ
SK145 。

十

Sm 

J地区遺構平面図

の単一層である。土f庄の床面近くから弥生時代前期の壷片が出土した。

SK 129（第 14図）

JM 

J L 

JK 

JJ 

J I 

JH 

JG 

JP 25地区で検出した土拡である。形状は，ほぽ円形を呈するが，一部北側を欠いてい

る。規模は，直径約 1.3m・深き約 0.25mを測る。緩やかに立ち上がる壁を有する。床面

には，小さな土拡状の落ち込みがある。埋土は黒色土の単一層である。土拡内の中位から

- 19 -



京都府遺跡調査報告書第6冊

弥生時代前期の査・聾片が出土した。

SK 130（第 14図）

JO 25地区で検出した土拡で，今回調査した中で最も大きいものである。形状は，東西に

細長い楕円形を呈する。規模は， 全長約 2.8m・深さ約 0.35m を i~lj る。断面は，東西辺が

舟底状を呈し，西側一部が二段掘りになっている。 南北辺の壁は，やや直立している。埋

土は，黒色土の単一層である。土拡内の中位から弥生時代前期の壷 ・斐片が出土した。

SK 131 （第 16図）

K024地区で検出した土拡である。形状は，南北に細長い楕円形を呈する。規模は，全

長約 1.25m ・幅約 0.4m ・深さ約 0.15mを測る。断面は，舟底状を呈する。埋土は，黒

色土の単一層である。床面直上から弥生時代前期の壷 ・嚢片が出土した。

SK 134（第 16図）

JM 24地区で検出した土拡である。形状は，東西に細長い惰円形を呈する。長辺の主軸

は，「〈」の字状に屈曲している。規模は，全長約 1.9m ・幅約 0.9m ・深さ約 0.5mを測

る。断面は，東西辺が舟底状を呈するが，南西辺は，それよりわずかに直立した壁をもっ。

埋土は，黒色土の単一層である。土拡内の東側床面から弥生時代前期の壷 ・聾片が出土し

た。

SK 135（第 17図）

JM 23地区で検出した土岐である。形状は，東辺と南辺がわずかに直線状を呈している

が，全体にほぼ円形である。規模は，直径約 1.15m ・深さ約 0.15mを測る。東側の一部

が浅い二段掘りになって，緩やかに立ち上ヵ、った壁をもっ。床面は，全体に平坦で、ある。

埋土は，黒色土の単一層で，床面から弥生時代前期の壷 ・聾片が出土した。

SK 136（第 17図）

JH 34地区で検出した土説、である。土岐；の形状は，南北に長辺を持つ楕円形を呈する。規

模は，全長約 1.35m ・幅約 0.85m・深さ約 0.2mを測る。緩やかな壁と平坦な床面を有

している。埋士は，黒色土の単一層である。はぽ中位から弥生時代前期の壷 · ~片が出土

した。

SK 138（第 14図）

JH 35地区で検出した土拡で， 形状は，北側の半分を欠いているが，ほぼ円形を呈する。

規模は，直径約 1.3m・深さ約 0.25mを測る。はほ直立に立ち上がる壁と平坦な床面をも

っ。床面には小さな土拡状の落ち込みがある。埋土は，黒色土の単一層である。床面から

約5cm上で、弥生時代前期の壷 ・聾片が集中して出土した。

SK 139（第 16図）

20 



太田遺跡

JH 35地区で検出した土拡である。形状は，南北に細長い楕円形を呈する。規模は，全長

約 1.7m ・幅約 0.5m ・深さ約 0.15mを測る。断面は，床面がほほ平坦を呈する舟底状の

ものである。床面には数か所の小土拡状落ち込みがある。埋土は，黒色土の単一層である。

床面直上から弥生時代前期の壷片が出土した。

SK 140 （第 15図）

JJ 34地区で検出したほぼ円形の土拡である。直径約 lm ・深さ約 0.35mを測る。壁は

緩やかに立ち上がり，床面は平坦である。埋土は，黒色土の単一層である。床面直上から

中位にかけて弥生時代前期の壷 ・聾片が出土した。

SK 145（第16図）

JK 36地区で検出した土地である。形状は，南北に長辺をもっ長方形を呈するものであ

る。規模は，全長約 l.75 m ・幅約 0.85m ・深さ約 0.2mをi&IJる。壁はほほ直立に立ち上

がり，はぼ平坦な床面に小土拡状の落ち込みが多数ある。埋土は，黒色土の単一層である。

埋土の上位から弥生時代前期の壷片が出土した。

SK 147（第13図）

JL 36地区で検出した土拡である。形状は，北側の一部を欠いているため全容は不明であ

るが，南北方向に長辺をもっ楕円形を呈すると考えられる。規模は，全長約 1.3m ・幅約

1.1 m ・深さ約 0.25mを測る。壁は，ほほ、直立し，平坦な床面を有する。埋土は，黒色土

の単一層である。土ほの南側の中位で，集中して弥生時代前期の壷 ・聾片が出土した。

SK 148（第 17図）

JL 36地区で検出した土拡である。形状は，南北に細長い長方形を呈する。全長約2m・ 

幅約 0.6m・深さ約 0.25mの規模を有する。壁は垂直に立ち上がり，床面は平坦であるも

のの，床面には不定形の小土拡が数か所ある。埋土は，黒色土の単一層である。土地の南

側の床面直上で弥生時代前期の壷片が出土した。この遺物は，位置及び破片の状態から被

葬者の枕に使用されていた可能性が高い。

SK 149 （第 15図）

KU 36地区で検出した土岐、である。形状は，北西から南東方向に長辺をもっ楕円形を呈

する。規模は，全長約 2.55m・幅約 1.15m・深さ約 0.30mを測る。壁は緩やかに立ち上

がり，床面は，ほほ平坦で、ある。土拡の中央を南北方向に土I広SD154によ って切られてい

る。埋土は，黒色土の単一層である。床面直上から弥生時代前期の斐 ・壷片が出土した。

SK 150（第 13図）

KV 35地区で検出した士ばである。形状は，半分以上を欠いているため不明な部分は多

いが，ほほ円形を呈する。規模は，直径約 1.5m・深さ約 0.30mを測る。壁は直立し，床
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面は平坦で、ある。床面には，不定形な小土I広が数か所ある。土t広の埋土は黒色土の単一層

である。床面直上から弥生時代前期の査片が出土した。

SK 151 （第15図）

小形の惰円形土拡である。遺物がないので，帰属時期は断定できない。 SK150・151・153・

154・155・157・160と同レベルにあり，埋土の状況もよ く似ているところから，これらの

土拡と同時期（前期末）に造られたものと考えている。

SK 153（第13図）

KU35地区で検出した土拡である。 北側に小土地を切った状態で東西に長軸をもっ惰円

形を呈する。規模は， 全長約 1.55m ・幅約 1.3m・深さ約0.25mを測る。 壁は，ほぼ垂

直気味に立ち上がり，床面は，平坦である。床面には不定形な小土拡がある。埋土は黒色

土の単一層である。床面直上で弥生時代前期の壷 ・斐片が出土した。

SK 154 （第17図）

KU36地区で検出した土地である。形状は，東辺が直線状に近いが，円形に分類され

る。規模は，直径約 1.55m ・深さ約0.25mを測る。壁は緩やかに立ち上がり，床面は平

坦である。床面には， 不定形な小土拡が数か所ある。埋土は，黒色土の単一層である。遺

物は，床面直上に弥生時代前期の壷 ・斐片が出土した。

SK 155（第四国）

KU36地区で検出したほほ円形の土拡である。規模は，直径約 1.6m・深さ約0.3mを

j&rjる。 壁面はほぼ直立し，床面は平坦である。埋土は，黒色土の単一層である。弥生時代

前期の査 ・斐片が出土した。

SK 157（第四図）

KT 36地区で検出した土拡である。形状は，南北方向に長辺をもっ楕円形を呈する。土

拡の南側は，土拡SK160を切っている。規模は，全長約2.15m・幅約 1.05m・深さ約0.16

mを測る。壁は，ほぽ直立気味に立ち上がり，床面には不定形な小土拡が多い。埋土は，

黒色土の単一層である。南側の床面直上から弥生時代前期の査 ・聾片が出土した。

SK 160（第18図）

KT35地区で検出した土拡である。形状は，東西方向に長辺をもっ楕円形を呈する。ま

た，土拡SK157によって切られている。規模は，全長3.15m・幅約 1.5m・深さ約0.9m

を測る。壁は緩やかに立ち上がり， 床面は平坦である。埋土は，黒色土の単一層である。

床面直上から弥生時代前期の壷 ・窪片が出土した。

SK 203（第 19図）

JK29地区で検出した土拡である。形状は，南北方向に長軸をもっ細長い楕円形の土拡で
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ある。規模は，全長約2.35m・幅約1.25m・深さ約0.58mを測る。壁面は緩やかに立ち

上がり，床面も北側に中心をもっ舟底状を呈する。埋土は，黒色土の単一層である。西側

の床面直上で集中して弥生時代前期の壷 ・聾片が出土した。

SK 204（第四図）

JL 28地区で検出した土地である。形状は，東西方向に主軸をもっ椿円形を呈する。規模

は，全長約2.18m・幅約 1.43m・深さ約0.6mを測る。壁面は，緩やかに立ち上がり，

床面は，丸い舟底状を呈する。埋土は，黒色土の単一層である。土I広の西側で弥生時代前

期の壷・聾片が合わせ口状になっていたものが，西から東へ転倒した状態で出土した。

SK 205（第四図）

JP 31地区で検出した土拡である。形状は，東西に主軸をもっ椅円形を呈する。規模は，

全長約 1.6m・幅約0.75m・深さ約0.40mを測る。壁が直立気味に立ち上がる舟底状を

呈する。埋土は，黒色土の単一層である。床面直上で弥生時代前期の壷・聾片が出土した。

SK 206（第18図）

JT 31地区で検出した土拡である。形状は，東西に長軸をもっ楕円形を呈する。規模は全

長約 1.9m・幅約 lm・深さ約0.5mを測る。北辺の壁が直立に立ち上がるほかは，すべ

て緩やかに立ち上がる舟底状を呈している。埋土は，黒褐色土の単一層である。土拡の中

位で集中して弥生時代前期の壷 ・窒片が出土した。

SK216 

楕円形の土拡である。SD0201によって遺構の一部が壊されていた。このような例は，SK250

やSK43などにもみられ，溝と土I広の成立時期を考える上で参考になる。

SK216は，遺物は含んでいないため帰属時期は明らかにできないが，遺構の状況からみ

て先の土拡と同時期に属するものと考えたい。

SK218 

楕円形の土地である。遺構の一部を確認した。検出レベルや埋土の状況からみて，他の

弥生時代前期の土地と同様の性格が考えられる。

SK 240（第 17図）

JO 32地区で検出した土拡である。土1広の形状は，東西に長軸をもっ楕円形を呈する。規

模は，全長約 1.85m ・幅約 1.05m ・深さ約0.30mを測る。床面は，緩やかに立ち上がる

壁をもち，舟底状を呈する。埋土は，黒色土の単一層である。土拡の中央と西側で集中し

て弥生時代前期の査 ・聾片が出土した。

SK 250（第 16図）

JO 28地区で検出した土拡である。形状は，東西方向に細長い楕円形を呈する。短辺は，
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両者とも直線状を呈するので，

長方形に近い。規模は，全長

約 2.25m ・幅約 0.25m ・深

さ約 0.25mを測る。緩やかに

立ち上がる壁をもっ舟底状を

呈する。埋土は，黒色土の単

一層である。西側の床面直上

から弥生時代前期の壷 ・聾片

が出土した。

その他の土拡

SK38・SK22・SK198・

SK 199は，掘形がはっきりせ

ず，形態も不定形である。遺

物がないため帰属時期が明ら

かでなく ，性格も不明である。

埋葬に伴う土拡であるとか貯

蔵穴などのように一定の目的

で掘られたものではなく，も

っとネガティブな性格をもつ

ものと考えている。

2；養（SD)

溝は，約 11条を検出した

が，このうち特に注目される

溝 SD 020 1・SD 02 05・

SD 0207・SD0208 ・ SD 0209 

について概要を述べる。

SD 020 1とSD 0208, 

SD 0205とSD0207は，同ー

の溝で，南北方向に半円形を

托自いている。また，SD0209 

は，SD0201とSD0205の中

間に位置し，北東へ同様の円
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一一一 L=98.000 

2暗掲色砂層

3黒褐色粘土層

4黒色粕質土層

5黒色粘砂質土層

6黒偶色砂質土層

第 21図

JP28:t也区

。

溝SD0201断面図

一一ーーL=98000 JM32±：也区

2黒褐色粘土層 。
3青灰色粘土層

4黒色粘土層 6暗灰色砂層 8黄褐色粘土フロック層

5黒色粘質土層 7黒掲色砂質土層 9黒灰色細砂質土層

第 22図 溝SD0205断面図

2m 

3m 

形を描いている。これらの溝は，約20～30mの長さを確認したが，溝は東側へ延びていく

ものと考えられ，楕円形もしくは馬蹄形を呈する環濠と考えられる。

SD 0201 （第6・20図）

調査地の北西部JL26地区からJS28地区にかけて南北方向に走る溝である。 28～31地

区にかけて大きく東へ振りながら円弧を描いて流れている。JO27地区では溝の西肩が二段

掘りになっており， 他の所と比べて広く なっている。 JL～JS地区までの検出長は約22m 

を測る。溝幅は，2.3m前後を，深さは，約 0.7mをそれぞれ測る。 断面は逆台形を呈す

る。

浮専の土層は， 大きく分けると， j義を切り込んだ茶褐色粘土層（地山）と溝の埋土である黒

色粘土層からなる。しかし，これを詳しく分けるならば，上から淡黒色細砂土層 ・暗褐色
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砂層・黒褐色粘土層・黒色粘質土層・黒色粘砂質土層・黒褐色砂質土層となっている。地

山は，黄褐色粘質土層 Iと黄褐色細砂質土層IIからなり，その上位に黒色粘質土層が堆積

している。黒色粘質土層は上位と下位に分類できるが，明確には区分できない。上位の黒

色土層は，わずかに赤褐色及び明るい色調を呈し，細砂質士層に近い。また，下位の黒色

土層は，強い粘質であることから，長期間にわたって機能したことが窺われる。

この溝は，上位の黒色土層から黄褐色粘質土層（地山 I）を掘りぬき，深いところでは下

位の黄褐色細砂質土層（地山II）まで達している。上位の黒色士層から溝は掘り込まれてい

るが，溝の肩に相当する部分の確認が不可能で”あったため，地山 Iの賞褐色粘質土層から

切り込まれた部分についてのみ検出した。溝内の堆積層序について，断面観察から次の事

柄が判明した。

溝内の最下層である黒褐色砂質土層は，溝肩部が崩れて流れ込み堆積したものと考えら

れる。また，黒色粘質土層と黒色粘砂質土層も同様の流れ込みによる堆積である。 一度，

この段階において溝の再掘が行われ，その後，黒褐色粘質土層の急激な流れ込みによって，

この溝の機能は失われ，放棄きれたよ うである。 また，この溝が放棄されてからも淡黒色

細砂土層が堆積しているが，この土層が流れ込む以前に流水による堆積（暗褐色砂層）のあ

ったことが窺われる。

この出土遺物は非常に少なし第3層の黒褐色粘質土層内より第 I様式新段階から第II

様式にかけての弥生時代の土器片と石器が出土した。

SD 0205（第6・22図）

調査地の北東部刀29地区から JP33地区にかけて南北方向に走る溝である。南側に続く

地点と しては JL29地区の東西方向トレンチで確認きれている。北側 34地区ラインで確認

できるため， 32～34地区で大きく東方向へ振りながら円弧を描いていたことがわかる。溝

の方向及び形態は，溝SD0201とほぼ同様で、あるが，この溝の方が若干幅広い。

溝の規模は，検出長約 0.2m・幅約 0.75mを測る。断面は，逆台形を呈する。溝内の層

序は，上から淡黒色粘質土層・黒褐色粘土層・青灰色粘土層・黒色粘土層・黒色粘質土層・

暗灰色砂層・黒褐色砂質土層・賞褐色粘土ブロ ック層 ・黒灰色細砂質土層となっている。

地山は，黄褐色粘質土層（地山 I）と黄褐色粘質土（地山II）からなっている。溝内の第 1層

である淡黒色粘質土層と第2層の黒褐色土層は明瞭に区分できないが，上位がわずかに赤

褐色を呈している。溝の肩部は，前項で述べたとおり，溝内の埋土と地山面上位の堆積土

である黒色土層が同一であるため不明である。溝内の層序からは，次の事柄が明らかにな

った。

溝内の最下層である第9層黒灰色細砂質土層は，東側から崩れ込んだ流れ込み堆積土層

一 35-
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である。この土層内には， 地山 Iの黄褐色粘質土層がブロ ックで西側から流れこんでいる

ため，当初， 地山 I・IIの掘削をした際には。排土は西側に盛られたと思われる。やがて

第5層の黒色粘質土層の大きな堆積により溝の機能は半減したため，再度，溝を掘り直し

ている。第4層の黒色粘土層と第2層の黒褐色粘土層とは若干の色調の違いがあるだけで

区別がつきにくいが，第3層の青灰色粘土層の間層があるため2段階の厚い堆積が短期間

にあったことが判明する。第3層は，第8層と同質の地山 I・ IIに相当する土層で，これ

らも溝の西側に盛られていたものが崩落 ・流入したものであろう。

SD 0207（第6・24・25図）

調査地の南側中央に JB27地区から K032地区にかけて，北西から南東方向に走る溝で

ある。南東方向の続きは KO地区で大きく 曲がり，真東方向に走っている。また，北西方

向の続きは JO地区周辺で東へわずかに振りながら溝SD0205につながる。規模は検出長で

約 40mを測る。溝幅は，約4m・深さ約 lmを測り，断面は，逆台形状を呈する。この溝

には西側の溝SD0208につながる溝がある。性格は不明である。溝内の土層観察による

と，明らかに同時に機能していた事が窺われる。規模は，南北辺が約 5m ・東西辺が約8

m ・深き約 lmを測る。

溝SD0207の土層は，ほほ黒色粘質土層と黒色砂質土層， 地山のブロ yク土層に大きく

分けられる。最下層の第 13層である暗灰色粘質土層（シルト）が第一次堆積によるものであ

るが，第 11層の黒色砂質土層の堆積によりこの溝の機能が半減したため，再度この土層を

掘り下げている。その後，この溝は第 10・7層の黒色粘砂質土層と第5・6層の黒褐色粘

質細砂土層，暗茶色粘土層によって短期間に埋められている。やがて最終的には第3層の

茶褐色砂質土層の厚い堆積によって埋まっている。この溝内でも っとも多量に遺物を包含

K p K 0 

L:97.000 

1耕作土
2茶筒色粕質土層
3茶褐色砂質土層
4茶褐色粘質土層
5暗茶色粘質土層
6黒褐色粘質細砂土層

7黒色粘質土層
8黒掲色土層
9 黒褐色粘砂質土層
10黒色粘砂質土層
11黒色砂質土層
12黒色粘質土層

O 2m 

13暗灰色粘質土層（ンル卜層）16黄褐色粘砂質土層
14黒掲色粘質土層 17青灰色粘砂質土層
15黄掲色粘質土層（地山）

第 24図 溝 SD0207断面図

- 37 -



京都府遺跡調査報告書第6冊

一一 -L 99.300 

7 

3；炎黒色細砂土層

4黒縄色粘土層

5黒色粘質土層
一一L 97.500 

2黒褐色粘土層

3黒縄色砂質土層

4黒色粘質土層

5青灰色・黄掲色粘土層

6暗褐色砂層

SD0226(JP 18地区）

2 

SD0207(JB27地区）

SD0207(JP31・32地区）

。

5黒縄色粘土層

6暗褐色砂層

3灰備色土層 7黒色土層

4j炎備色砂質土層 8賞褐色粘土層

7 青灰色・黄備色粘土層

8 黒惰色粘砂質土層

9 黒掲色砂質土層

10暗掲色土層

11黄燭色粘土層

2m 

第 25図 溝SD0207・0226断面図
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1 ；炎黒色細砂土層

2黒褐色粘土層

KR27地区

3黒色粘質土層 5黒縄色砂質土層 。
4暗褐色砂層 6青灰色・黄褐色粘土層

第 26図 溝 SD0208断面図

太田遺 跡

2m 

していたのは第7・10層内である。 時期は弥生時代前期末から中期初頭である。

SD 0208（第6・26図）

調査地の南西部JA24地区から KN30地区にかけての北西から南東方向に走る溝であ

る。溝の南側に続〈部分については，34ライ ンのトレンチで溝と考えられる部分が確認さ

れているため，溝SD0207と同一方向の真東方向に走るものと考えられる。また，北側の

続きについてはJBからJJ地区で溝の続きを確認している。これより，この溝は溝SD0201 

と続くことが明らかである。規模は，検出長で約40mを，溝幅は約3m・深さ約0.5mを

損1トる。断面は，逆台形状を呈する。平面形態は，前項で述べたとおり， KU～KW地区にか

けて溝幅が広くなり，溝SD0207と一部がつながる形をとる。また， JA～KW地区に関し

ては，溝幅が］A地区では非常に狭くなっている。溝のもっとも広い部分については約6m

を測るのに対して，もっとも狭いところでは約 lmにすぎない。

溝の埋土は，黒色粘土層と黒色粘質砂層の大きく 2種類からなる。層序は，上から淡黒

色細砂土層，黒褐色粘土層，黒色粘土層，暗褐色砂層，黒褐色砂質土層，青灰色 ・黄褐色

粘土層となっている。この溝は，黒色粘土層から地山 I・ IIまで掘削きれているが，上面

の溝の肩に相当する部分が他の溝と同様に検出が不可能で、あった。溝の上面には他の溝よ

りも大量の砂が堆積しており，これの流出によって完全に機能がなくなったことが窺われ

る。

浮専の最下層である第6層の青灰色 ・黄褐色粘土層は地山I・IIに相当する土層のブロ ッ

クである。この土層は溝の東側から一方的に崩落 ・流入したものであるが，西側から流入

した痕跡はあま り見られない。第5層の黒褐色砂質土層は，第6層とほほ同時期に溝肩部

近くの崩落による流入と考えられる。第3層の黒色粘質土層は，第2層の黒褐色粘土層と

あまり土質及び色調に差はない。第3層内にはブロ ック状の第4層暗褐色砂層が含まれて

いる。また，j蕎内にはもっとも多量の遺物を含んで、いた。時期は，弥生時代前期末から中
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L =98.000 

1黒色粘質土層

2 ；炎黒色細砂土層

3黒偶色粘砂質土層

4黒褐色粕質土層 8暗掲色砂層

5黒色粘細砂土層 9灰褐色砂層

6黒掲色粘土層 0 

7黒色粕砂質土層
第 27図

10青灰色・黄掲色粘土層

11黒備色砂質土層

2m 

溝SD0209断面図

期初頭である。第 1層

は，中央付近に堆積し

た黒色細砂土層である。

この溝が最終的に機能

しなくなった時の流れ

込み土層である。この

土層の上位には，他の

溝よりも厚い砂層と堆

積がある。特に，KY

～KT 地区については，短期間に西側から砂層が流入したため完全に溝は埋まっている。ま

た，この地区の溝の第 1層で多量の足跡を検出することができた。足跡は約 100か所あり，

第1層の淡黒色細砂土層に切り込まれているもので，上位の砂層が流入していた。

SD 0209（第6・27図）

調査地の北側中央部JM29地区から JP30地区にかけて南北方向に走る溝である。この

溝は西側に走る溝SD0201と東側に走る SD0205の中間に位置し，同一方向に走る。溝の

南側は JM29地区において消滅しているが，北側は両側の溝と同様で， JR31地区周辺を

基点に大きく東方向へ弧を描きながら走っている。溝は他に比べ細く深い。規模は JM地

区から JP地区までの長さ約 lOmを測る。溝幅は約 1.6m・深さ約 0.7mを測る。断面は

V字形を呈する。溝内の層序は，上から黒色土層の粘質なものと砂質的なものが交互にな

っている。黒色土層間には地山 I・ IIと砂層のブロ ックや薄い堆積層がみられる。溝内の

最下層である黒褐色砂質土層は，ほほ水平に近い堆積状況を呈している。第 10層の青灰色・

黄褐色粘土層は，地山 I・IIのブロ yク層である。西側からの一方的な崩落 ・流入であろ

う。東側からの流入が見られないところから， j蕎を掘削した排土は，西側に盛られていた

ことがわかる。第8・9層の堆積と第6・7層の堆積の跡に再度溝が掘られている。その

埋土内には砂層の薄いブロ ック層が幾層かみられる。第5層から第 1層までの堆積は，短

期のものと思われる。第5層より上位は色調や土質にあまり変化がなし明瞭な区分がで

きない。

この溝からの出土遺物は非常に少なし第5層内から若干の第 I様式から第II様式の弥

生時代の土器片と石器が出土したにすぎない。

SD 132（第6図）

調査地の北西部JM24地区から JM26地区にかけて東西に走る溝である。浮専の東側は溝

SD0201のJM26地区から直角に伸び，JM24地区て‘消滅している。断面は， JM25地区にお
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SD0201 (JQ28地区）

L 98.000 

SD0205(JK30・31地区）

・- L - 97.500 

- L ~ 98.500 

一 一一

S 00208( K D 29地区） 。 2m 

震翠淡鞄 細砂土層瞳盟黒褐色粘土層日皿青同耕輔土層

．．暗褐色砂層 匡ヨ黒褐問土層CTIヨ黒色粘質土層匿麹制土層（地山）

第 28図 溝SD0201・0205・0207・0208断面図
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いて逆台形及びV字形を呈しているが，溝SD地区0201との接点においてはV字形を呈し

ている。

溝内は，黒褐色粘土層の単一層である。溝は， 地山Iの黄褐色粘質土層を深く 掘り込ん

でいる。この溝からは，弥生時代前期末から中期初頭の土器片が多数出土した。

溝SD0109 

調査地の束中央部JE34地区から KX35地区にかけて楕円形状を呈する細い溝である。

JE 34地区から南側に楕円形を描きながら JA37地区に走っている。 また，KY35地区にお

いて円形を描いていて分岐した溝が南側に一条走る。

この溝は， KX34地区の南側で消滅する。楕円形の溝の北に走る部分については，JE34・

KY 37地区の状況から楕円形を呈するものと考えられる。楕円形と考えた場合の短径は，

約 14m・長径約 17m を j~lj る。 j蕃幅は，約 0 . 4 m を j~lj る。 断面はU字形を呈する。

溝の土層は，黒褐色土の単一層である。溝は，地山 Iの黄褐色粘土層を切り込んでおり，

弥生時代前期・中期の遺構と同じである。この遺構の位置は，今回調査を行ったところで

は，もっとも高所にあり，大きく削平を受けていた。この溝からは， KY35・36地区で後

期後半の弥生式土器片が少量出土した。 （村尾政人）

第2節古墳時代の遺構

太田遺跡においては，古墳時代の遺構が非常に少なく，明確に判断できる ものはない。

遺物についても，この時代のものは KV～JD地区と JM～JS地区に集中して若干出土して

いるが，遺構に伴うものは少ない。

土拡SK212 

JR 27地区で検出された小形の土拡である。形状は，南北方向に長い楕円形を呈する。規

模は，全長約0.8m・幅約0.5m・深さ約0.85mを測る。断面は，床面が平坦な逆台形状

を呈する。埋土は，暗茶褐色土層の単一層である。土拡の上には古墳時代の土師質の甑が，

土拡を覆いかぶせた状態で出土した。甑は，約4つに割られて土拡の蓋に転用されていた。

（村尾政人）
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第3章遺物

太田遺跡で出土した遺物は，土器類 ・石器類 ・木器類 ・玉類などに分けられる。これら

の遺物には，縄文時代晩期から鎌倉時代に至るものもあるが，主に弥生時代前 ・中期のも

のである。 出土地点と しては，上層の遺物包含層からと溝内の遺構から出土したものが多

い。特に溝SD0207・SD0208出土の土器・木器・石器や，弥生時代前期の土拡群内から出

土した土器 ・石器はそれぞれの時期を決める良好な資料である。

第 1節土器

出土遺物の約90ノf一セントは，弥生時代前・中期の土器・石器・木器である。特に，弥、

無頚壷A 無頚査B無頚壷C 鉢A 鉢 B 鉢C

I I田
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第 29図 太田遺跡出土土器分類図(1)

43 -



京都府遺跡調査報告書第6冊

壷 D壷C査 B壷A

戸下（

フー1

出 （
太

第l回

70ー（
、；； ：淳司E 7 ＼ 

期

様l太

r r1 \,T~~i τ五副主
田

式III 

期

てア「－，
，ーー
，事同

。二／

星雲翠謹霊笥

第

太

II l回

星〈
B

’J’
 

員逗害事ミヨよー
様IIII 

期 I＂·＇抗古市古~将興｜三；ラーを
式II '¥ . i ιーー／／／ 

太田遺跡出土土器分類図（2)

- 44 

第 30図



太田遺 跡

生土器は他の遺物に比べて遥かに量が多い。

1縄文土器（第76図）

縄文土器は，遺物包含層と溝SD0207から 3点出土した。縄文時代後期の磨消縄文の土

器(1），縄文晩期の口縁端部下に刻み目突帯丈をめぐら したもの（2・3）がある。 lは，上

半に横方向の3条の沈線と下半に横方向の2＋α条の沈線をめぐらし，その聞に縄文を施

している。上下の沈線外は縄文が磨消きれている。 2・3は口縁部がほぼ直立する深鉢で

ある。口縁部よりやや下がったところに l条の突帯をめぐらし，「四」字状の刻み目を施し

ている。

2弥生土器

弥生土器については，出土数が多いものの，完形品が少ないため，精密な形態分類を行

うことは困難で、あった。したがって今回出土した弥生土器については小片を含めて，口縁

部及び体部の特徴によって器種分類を行った。

A.型式分類

①第 I様式土器

( 1）査形土器

査A 太〈長い頭部から口縁部が大きく開く いわゆる広口査である。口縁端部の形状は

肥厚せずそのま まおわるもの（A1）とわずかに肥厚して端部に面をもち，へラ描直線文をほ

どこすもの（A2）に分類できる。

壷B 短〈聞く 口縁部をもっ。口縁端部は，肥厚せずにそのまま丸くおさめて，文様を

もたない。

壷C ほほ、直立した長い頚部をもち，短〈聞く口縁部をもっ。口縁端部の形状は，肥厚

せずにそのままおわるもの（c 1lとわずかに端部に面をもち，文様帯をもつもの（C2）とがあ

る。

無頚壷A 球形に近い体部を呈する。口縁部は，体部からそのまま至り，屈曲しない。

口縁端部は，丸くおさめる。

無頭、壷B 短い立ち上がりの口縁部を有し，口縁端部は面をもち，直立したままおさめ

ている。

( 2）鉢形土器

鉢A 椀形の深い体部に，直立した口縁部をもつものである。

鉢B 口縁部がゆるやかに外反し， 全体に小形から中形のものが多い。

鉢C 口縁端部に粘土紐を貼り付けて，上端面が平坦な逆L字状を呈するものである。

口縁端部には刻み目をもつものともたないものがある。
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( 3）聾形土器

窒A 口縁部が外反し，倒鐘形を呈するものである。口径と器高が17cmに満たない小形

のものが多い。

聾B 口縁部が外反し，倒鐘形を呈するものである。全体に聾Aよりやや大きし窒A

に比べて体部が丸味をおびている。

聾C 口縁部がゆるやかに外反し，頚部に貼付突帯をめぐらすものである。

聾D 口縁端部に粘土紐を貼り付けて， 上端面が平坦な逆L字形を呈しているものであ

る。口縁端部に刻み目をもつものと もたないものがある。

斐E 口縁端部外面に粘土紐を貼り付けたものである。体部は小形のものが多く，大形

のものはない。

( 4）蓋形土器

蓋A 円盤状の蓋形土器である。周縁部の相対する位置に 2個一組の紐干しが穿たれてい

る。

蓋B 笠状を呈する蓋形土器である。つまみ部の中心部が平坦なものと凹んでいるもの

とがある。

( 5）高杯

杯部から直行ぎみに外反する休部と，小きくて深〈広い脚部をもつものである。

②第II様式土器

( 1 ）査形土器

査A 太〈長い頚部から口縁部が大きく聞くいわゆる広口査である。口縁端部の形状は，

肥厚せずにそのままおわるもの（A1）と肥厚した口縁端部に文様を施すもの（A2）がある。

査B ほぽ直立した長い頚部をもち，短〈聞く口縁部をもっ。口縁端部は，肥厚せずに

そのままおさめる。

査C はぽ直立した長い頚部をもち，短〈聞く口縁部をもっ。口縁端部に面をもち，文

様を施している。壷Aの小形に類する。

査D 口縁部が短〈上方へ突出ぎみのものである。直立ぎみの口縁部は，器壁が厚〈，

頚部と体部が明瞭な違いを呈し，体部は大きく裾広がりのものであったと考えられる。口

縁端部は，厚〈 ，面をもっ。

無頚査A 球形に近い体部をもち，頚部の立ち上がりがなく，体部からそのまま口縁部

にいたる。口縁端部をまるくおさめる。

無頚壷B 球形に近い休部と，短い立ち上がりの口縁部を有する。口縁端部は，面をも

ち，直立したままおさめている。
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内傾する口縁部をもち，体部は，そろばん玉状を呈するものである。
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口縁部無頚査C

は器壁が厚〈，端部には面をもっている。

( 2）鉢形土器

底部から直線状ないしやや内湾ぎみ直線的な口縁部をもつものである。 体部は，鉢A

に丸みをも って口縁部にいたっている。

突出ぎみの外反する短い口縁部を備えているものである。 休部は，丸みを もち，
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鉢C 口縁端部に粘土紐を貼り付けて，上端面が平坦な逆L字形を呈するものである。

( 3）嚢形土器

聾A 口縁部がゆるやかに外反するもので，倒鐘形を呈するものである。体部に櫛描文

を施している。

斐B 口縁部を強〈折り 曲げるものや著しく外反するものである。口縁端部には面をも

つものがある。体部内外面に粗いノ＼ケを施している。

聾C 口縁部がゆるやかに外反し，頚部に貼付突帯をめくらすものである。

聾D 口縁端部に粘土紐を貼り付けて，上端面が平坦な逆L字状を呈するものである。

聾E 口縁端部外面に粘土紐を貼り付けたものである。体部が小形のものが多い。

( 4）蓋形土器

蓋A 円板状の蓋形土器である。 中央部近くの相対する位置に 2個一組の紐孔が穿たれ

ている。

蓋B 口縁部に向かつて大きく聞く笠形の葦形土器である。つまみ部の中心部が平坦な

ものと凹んでいるものとがある。

B.各遺構出土の弥生土器

蓋A 蓋 B 高杯

第 太。ノKI 田
三二二二E圃・医・ //1;:j ~ 

キ業 II 

ノKー三正当．

Vぱ式 期

第 太
. ．’胴4悼

Y雫’ I 

II 田

cv~－て 『司属

様 III 

式期 dL. 
第 32図 太田遺跡出土土器分類図（4)
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①土拡（SK)

( 1) SK 01 

土I広SK01からは壷の体部片（第

34図24）がl点だけ出土した。体部

上半に貼付突帯を 1条と下半にへラ

描き沈線を 5＋α条めぐらせてい

る。

( 2) SK 06 

土拡SK06からは，弥生時代前期

の小片が多く出土した。器形の判断

できるものは，第四国 106の鉢Bで

ある。口縁部が外反する小型の鉢で

ある。

( 3) SK 08 

土拡SK08からは弥生時代前期の

聾片と第 34図 25の査体部片がある。

体部上半から頚部にかけての部分で，



2条の貼付突帯と突帯聞に 2条のへラ描き沈線をめぐらせている。

( 4) SK 38 

太田遺跡

土拡SK38からは第 34図？の査と第 36図62の壷Aが出土した。 7は，短〈外反する口

縁部を有し，頚部に削り出し突帯をめぐらすものである。 62は，大きく外反する壷Aの口

縁部である。口縁端部に面をもち，中央に 1条のへラ描き沈線と，上下に板の小口による

綾杉の主ljみを施している。

( 5) SK 100 

土拡SK100からは，壷A（第37図73・82）が出土した。第 34図の8は，査の頚部であ

る。頚部中央に幅広い削り出し突帯とへラ描き沈線を 3＋α条めぐらせている。 73は，わ

ずかに外反する斐の口縁部である。口縁端部に刻み目を施している。 82は，頚部に 2条の

へラ描き沈線をめぐらせ，口縁端部に刻み目を施している。

( 6) SK 130 

土拡SK130からは，弥生時代前期の査（第 34図20，第 35図40）と婆（第 37図77）が出土

した。 20は，壷体部の上半である。 7＋α条のへラ描き沈線をめぐらせている。 40は，壷

体部である。貼付突帯をめぐらせた上に，大きな刻み目を施している。 77は，窒Bの口縁

部である。口縁端部に刻み目を施しているほかに，頚部にへラ描き沈線をめぐらせているc

( 7) SK 132 

土地SK132からは，弥生時代前期の査（第 34図 13・29，第 35図34・0・53）・窒（第38

図89）・鉢（第 39図 112）が出土した。 13は，査Aの口縁部である。口縁端部にへラ描き沈

線を 1条巡らせ，上下に刻み目を施している。 29は，壷の肩部である。 7＋α条のへラ描

き沈線をめぐらせ，沈線聞に竹管文を施している。 112は鉢の口縁部である。口縁部直下に

4＋α条のへラ描き沈線をめぐらせている。

( 8) SK 134 

土I広SK134からは，空（第 37図80）と鉢C（第 39図 11）が出土した。 80は口縁端部に刻

み目を施し，頚部に 5＋α条のへラ描き沈線をめぐらせている。 114は逆L字状の口縁部で

ある。

( 9) SK 135 

土拡SK135からは，壷片（第35図37）が出土した。査の頚部から肩部にかけての位置に

円弧を描〈貼付突帯が2条めぐっている。

(10) SK 136 

土拡SK136からは，査（第 34図 19，第35図33，第 36図69）・斐（第 35図47.48. 54・

55，第 37図75・83，第 38図86）が出土した。19・33は査の体部で，へラ描き沈線と貼付

- 49 -
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突帯をめぐらす。 69は査の体部で，体部の最大径にへラ描き沈線を 15条めぐらせている。

47は，口縁部がわずかに外反する聾である。口縁端部に刻み目を施し，頚部に 7条のへラ

描き沈線をめぐらせている。48は，大きく外反する聾の口縁部である。口縁端部に上下2

列の刻み目を施している。54・55・83は，窒Dの口縁部である。逆L字状の口縁端部には

刻み目を施すもの（54・83）と施きないもの（55）がある。 83は，頚部に 6条のへラ描き沈線

をめぐらせている。 75は，窒Bの口縁部である。口縁端部に刻み目を施し，頚部に 7条の

へラ描き沈線を抱している。

(11) SK 139 

土I広SK139からは，鉢B（第38図90）が出土した。大きく外反する口縁部である。

(12) SK 142 

土拡SK142からは査（第35図30）が出土した。これは壷の体部で2＋α条の貼付突帯を

めくらせるものである。突帯は帝国いもので，安ljみ目を施している。

(13) SK 143 

土I広SK143からは斐（第35図49）が出土した。49は口縁端部に五ljみ目と頚部にはへラ描

き沈線をめぐらせている。

(14) SK 145 

ここからは，弥生時代前期の査A（第36図63）が出土した。これは，大きく外反した口縁

部である。口縁端部には，中央に 1条のへラ描き沈線と上下端に刻み目を施している。

(15) SK 147 

土拡SK147からは，査B（第36図59）と斐A（第38図94）が出土した。 59は，口縁端部

外面に粘土紐を貼り付け，刻み目を施している。94は，頚部にへラ描き沈線を巡らせてい

る。

(16) SK 148 

士I広SK148からは，査D（第36図60）と鉢A（第39図111)が出土した。60は短〈外反す

る厚い口縁部で，頚部に 1条の貼付突帯をめぐらす。 111は，ほほ直立する鉢の口縁部と思

われる。

(17) SK 149 

土拡SK149からは査A（第34図 14, 第36図61・64・66）・査B（第36図67）・査（第34

図 11・16・18.22・26, 第35図31・32・35・38・39・44）・無頚壷C（第36図68）・婆A

（第37図 74, 第38図92・93）・斐B（第37図 78）・護（第 36図46,第35図 50・51・56・

57，第 39図113）・鉢（第39図105）が出土した。 14・61・66は，壷Aの口縁部である。口

縁端部に面をもち，へラ描き沈線を施す。 11・31・32・35・38・39・44は，壷の体部に貼
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付突帯文を数条巡らせるものである。 16・18・22・26は，壷の体部にへラ描き沈線を数条

施しているものである。 67は，口縁端部と頚部に竹管文を施すものである。 68は，器壁が

厚い無頚壷である。口縁端部に面をもち，体部外面に粗い条痕文を施している。 46・50・

52・56・57・74・78・92・93は，聾の口縁部である。頚部に数条のへラ描き沈線を巡らせ

ている。口縁端部に刻み目をもつものと （46・51・74・78・113）ともたないもの（92・93）が

ある。 105は， 大型で、無文の鉢である。

(18) SK 150 

土I広SK150からは査A（第34図10）・査体部（第34図27，第35図41）が出土した。10

は，3＋α条の貼付突帯を巡らせる査の頚部である。27は， 6＋α条のへラ描き沈線を施

す査体部である。41は，1 ＋α条の細い貼付突帯を巡らせる壷の体部である。

(19) SK 153 

土I広SK153からは， 壷（第34図12・15・23・28）・聾B（第37図76・81)・鉢C（第39図

115）が出土した。12は，12＋α条の大きな突起を有する貼付突帯のある査の頚部である。

15・28は， へラ描き沈線を数条施した査の休部である。 76は，頚部に3条のへラ描き沈線

と口縁端部に刻み目を施した聾である。 81は，頭部に7＋α条のへラ描き沈線と口縁端部

に刻み目を施した聾である。 115は，口縁部が逆L字状を呈する大型の鉢である。

(20) SK 154 

土I広SK154からは壷（第35図42，第36図65）・鉢（第39図109）が出土した。 42は，壷

の頚部に細い貼付突帯文を巡らせている。 65は， 口縁端部に刻み目を施したものである。

109は，無文の鉢の破片である。

(21) SK 155 

土I広SK155からは，口縁端部に刻み目を施した聾B（第38図88）がある。

(22) SK 157 

土拡SK157からは査（第35因坊）が出土した。これは，壷の頚部下半に貼付突帯を3+

α条巡らせたものである。

(23) SK 160 

土拡SK160からは，査（第36図70）と鉢B（第39図110）が出土した。 70は，球形に大き

く張る査の体部である。体部上半にはへラ描き沈線を巡らせている。 110は，大型の無文の

鉢Bである。

(24) SK 202 

土t広SK202からは，口縁端部に面をもっ無文の窒B（第38図91)が出土した。

(25) SK 203 
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土I広SK203からは，査（第 34図9）が出土した。これは，頚部に幅広い削り出し突帯を

もっ査Aである。

(26) SK 204 

土I広SK204からの出土遺物は，第 I様式の壷と聾が合口状になった状態で出土したもの

と，ほかに壷の破片が数点あった。破片は，土拡の上部に散乱していたが，合口状になっ

ていた壷と斐は，土I広の西側に中位から下位にかけて集中していた。

(27) SK 205 

土拡SK205からは，査B（第36図58）と窒（第 35図45，第38図87）・蓋（第36図72）が

出土した。 58は，直立ぎみに立ち上がる壷の口縁部である。 45は，頭部に 1条のへラ描き

沈線を巡らせ，口縁部に刻み目を施す聾である。 87は，直立さみのあまり外反しない窒A

の口縁部である。口縁端部には刻み目を施している。 72は， 小型の査用蓋である。口縁端

部には，面をもち，体部に孔を穿っている。

(28) SK 240 

土拡SK240からは， 査A（第33図2・3）・壷B（第33図4, 第37図79，第 38図95・

96）・底部（第33図5・6）が出土した。 lは，直立さみの壷の口縁部である。 2は，大き

く外反する査の口縁部である。口縁端部に面をもち，中央に1条のへラ描き沈線と上下端

に刻み目を施している。 3は，大型で長胴の壷Aである。大きく外反する 口縁部を有し，

頭部に 14条と口縁端部に 1条のへラ描き沈線を巡らせる。 96は，大型の口縁部である。口

縁端部に面をもち，頚部に耳状の把手をもっている。 79は，頚部に 6条のへラ描き沈線を

巡らせ，口縁端部に面をもっ窒である。

(29) SK 250 

土拡SK250からは，鉢B（第39図 108）が出土した。 108は，口縁端部に面をもっ無文の

鉢である。底部は，わずかに下半が広がり，器壁が厚い。調整は，外面に立てハケ，内面

に指圧痕を残している。

②溝（SD)

( 1) SD 0201(第40図）

溝SD0201からは，壷A（第40図2）・査B（同1）・壷（同5・6・7)・無頚査B（同3）・

無頚壷C（同4）・斐B（同8・9・10・12）・斐D（同11・13）・底部（同14～18）が出土し

た。 2は，大きく外反した査の口縁部である。口縁端部に亥ljみ目を施している。 1は，小

型の壷Bである。体部に 4条一組の櫛描沈線を巡らせている。 5・6は，壷の頚部である。

細い貼付突帯文を巡らせている。 7は，球形をした壷の体部である。 3条一組の櫛描直線

文帯を下半に巡らせ，一部ナデ消した後にへラ描きによる円弧を施し，流水文を描いてい
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る。流水文帯の聞は櫛先による 2条の列点丈を施している。 3は，口縁部がわずかに直立

した無頚査Bである。休部には貼付突帯文を巡らせ，口縁端部と貼付突帯文には刻み目を

施している。 4は，口縁端部に面をもっ器壁の厚い無頚壷Cである。外面に組いハケ目を

摘している。8は， E買部にへラ描き沈線を巡らせ，口縁端部に刻み目を施している。9は，

口縁端部に面をもっ無文の歪である。 10は，外面に粗いハケ，内面に横ハケを施してい

る。口縁端部には，安IJみ目を施している。 12は，大型の聾の口縁部である。口縁端部に面

をもち，上下両端に刻み目を施している。11は，頚部に 16条のへラ描き沈線を巡らせてい

る。口縁部は，外面に粘土紐を貼 I）付けた逆L字状を呈するものである。上端は，水平な

面を呈している。 13は，頭部にへラ描き沈線を巡らせ，口縁外面に粘土帯を貼り付けた逆

L字状口縁を呈する。口縁端部には刻み目を施している。14・16・17は，壷の底であり，

15・18は斐の底部である。

( 2) SD 0205（第41・42図）

溝SD0205からは， 壷A(2・3・5・16・17）・壷c( 4）・壷（6・18～32）・窒A(8・
9）・窒B( 7・10）・窒D(ll・36～38)・ ~c (39）・輩（33～35）・蓋（1 ）・底部（13～15）が

出土した。

2 . 3は，大きく外反する口縁部である。この内 3は，口縁端部にへラ描き沈線がl条

巡る。 5・16・17は，大きく外反した口縁部である。 5は，口縁端部に面をもち，へラ描

き沈線を 3条巡らせ，京ljみ目を施している。 16は，口縁端部の上端にへラ描き沈線を l条

巡らせ，刻み目を施している。下端は，小さな竹管文を 2J"IJ施している。 17は口縁端部に

面をもち，面の上下端に主ljみ目を施している。 4は，直立ぎ、みに立ち上がる査Cの口縁部

である。頭部に数条の櫛描文を巡らせ，口縁端部に 1条のへラ描き沈線をめ ぐらせたあと

刻み目を施している。 6は，大き く張った査の肩部である。上半に 4＋α条，中央に 4

条，下半に貼付突帯を巡らせ，刻み目を施している。 18も，壷の頚部である。幅広い削り

出し突帯文がl条巡る。 19は，査の頭部に 1条の削り出し突帯がめぐり，中央にへラ描き

沈線を施している。

20は，壷の口縁部内面に貼付突帯を巡らせるものである。 21も査の頚部である。 2十α

条の貼付突帯とその下半にへラ描き沈線を巡らせる。22は，口縁部内面に突出ぎみの貼付

突帯を l条巡らせている。 23は，壷休部上半である。へラ描き沈線を 7条巡らせ，その聞

に櫛描による山形文と竹管文を施している。 25は，壷の休部上半である。中央に 5条一組

の櫛描の波状文を巡らせ，その下半に 5条一組の櫛描による流水文を巡らせている。上半

には， 5条一組の櫛描直線文を 2帯と波状文を巡らせている。 26も，壷休部上半である。

4条一組の櫛描流水文とその上下に櫛描文を巡らせている。 27は， 3条のへラ描きによ っ
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て山形状の円弧を描いている。後期に属するものである。上層部分での混在か。 28は，4

条一組の櫛描により波状文と直線文を巡らせている。また 29は， 5条一組の櫛描直線文と

波状丈を交互に巡らせている。30は，器壁の厚い査の体部である。4条一組の櫛描直線文

2帯と縦方向の櫛描文を 2帯施し，山形文を描いている。 31は， 4条一組の櫛描直線文を

巡らせ，下半にはその上から 4条一組の斜格子文を施している。 32は，へラ描きの細い沈

線を巡らせている。

12は， 大型の鉢Bである。口縁端部に小さな刻み目を施している。一方8・9は，口縁

端部に面をもち，刻み目を施す斐Aである。10は，口縁端部が欠損しているが，外面縦方

向・内面横方向の粗いハケを施した聾Bである。11は，頚部に 5条のへラ描き沈線を巡ら

せ，口縁端部外面に粘土紐を貼り付けた逆L字状の口縁部を呈する聾Dである。また 36・

38は，無文の逆L字状口縁部を呈する。 37も，頚部に 5＋α条のへラ描き沈線を巡らせ，

口縁端部に小さな刻み目を施す逆L字状口縁の聾Dである。

39は， 頭部に貼付突帯を巡らせ，突帯と逆L字状口縁端部に刻み目を施している。33

は， 口縁端部には， 大きな刻み目を施し，口縁部内面上半に 5条一組の櫛描沈線を巡らせ

ている。 35は，直立した口縁部上端に面をもっ窒である。 外面上半には耳状把手をもって

いる。 13・14・15は壷等の底部である。器壁が厚〈大型のもの（14・15）と小型のもの（13)

がある。

( 3) SD 0207（第43～56図）

溝SD0207からは，畿内第I・ II様式の土器が多量に出土した。分類では査A( 1・4・

16～22・33～43）・壷B( 2・3・5・9・30・32・44）・壷c(23）・壷D(31）・無頚壷B(24・
25・60・61)・無頚壷c(97）・鉢A(10・222～224）・鉢B(189・191・219～221)・斐A(185・
187・192. 196～198・201・214～216・225～229）・聾B(181～184・186・188・190・193～195・

199・200・202～209・213・240～248）・聾c(212）・聾D(164～167・179・180・210・211）・
聾E(162・217・218）・蓋A(57・58）・蓋B(49～56・116）・高杯（59）が出土した。

16は， 口縁端部に面をもち，2条のへラ描き沈線を巡らせ，下端に小さな刻み目を施し

ている。 17は，口縁端部を丸くおさめ，大きな刻み目を施している。 18は，口縁端部がわ

ずかに厚くなり，面をもっている。 2条のへラ描き沈線を巡らせ，小きな亥ljみ目を上下に

3段に施している。また 19～21は，いずれも口縁端部に面をもち，へラ描き沈線を巡ら

せ，主Jjみ目を施している。 38は，口縁端部に面をもち，端面に櫛描直線文と上下端に刻み

目を施している。口縁部内面には9条一組の櫛描文が2帯巡っている。 39は，口縁端部が

垂下し端部にわずかの凹みをも っている。上下端に刻み目を施しているのに対し，40

は，口縁端部がわずかに肥厚し，端面に中央と下端に刻み目を施している。さらに 41も，
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口縁端部が下方に肥厚し，端面には2条のへラ描きit線を巡らせ，中央に細い刻み目と下

端に大きな亥ljみ目を施している。 42は，口縁部が垂下した状態で拡張し，面をもっ。端面

中央には2条の細いへラ描き沈線を巡らせ，細かい刻み目を施している。 43は，口縁端部

が上方につまみ上げられた状態の受口状を呈する。 上端には，大きな刻み目を施している。

2・3・5・8・9は，短〈外反する無文の壷Bの口縁部であるのに対し，6は，頭部

に2条以上のへラ描き沈線を巡らせているし，7は，口縁端部に面をもち，口縁部内部に

小さな刺突文を施している。一方30は，短〈外反する口縁部であって，口縁端部はわずか

に肥厚し，面をもっている。頚部と口縁端部に数条の櫛描文を巡らせている。 口縁部に紐

孔をもっている。32は，頚部に数条の櫛描文を巡らせ，口縁端部に面をもち，小さな刺突

文を施している。 44は， 頚部から垂直ぎみな「〈 」の字状に外反する壷である。 頚部には

櫛描直線文と波状文を巡らせ，口縁端部には刻み目を施している。23は，直立ぎみに外反

する壷Cの口縁部である。頚部にへラ描き沈線を数条と口縁端部に 1条めぐらせ，口縁端

部上下に刻み目を施している。31は，直立ぎみに外反した壷Dの口縁部である。口縁端部

が肥厚し，端面中央に 2条のへラ描き沈線と上下端に刻み目を施している。 61は，球形の

体部を呈し，口縁部が内傾した無顎壷Bの破片で，体部にそれぞ、れ数条の櫛描文を 10帯巡

らせる。 上部から 2帯目と 3帯目には，一部流水文状の文様を施している。24・25は，口

縁部が体部から直立した無頚壷Bである。休部にはへラ描き沈線が数条巡らされている。

口縁端部は面をもっている。 60も，体部から直立した口縁部をもった無頚査である。体部

には一部流水文状を呈する 4条の櫛描丈帯が巡っている。

222・223は，底部から口縁部まで直立した小型の鉢Aである。 222は，頚部に8条の櫛

描文帯を巡らせているのに対し， 223は頚部に4条一組の櫛描直線文帯を 3帯巡らせてい

る。特に 223の口縁端部は面をもっている。 224は， 休部がやや内傾しながら口縁部にいた

る。休部には4条一組の櫛描直線文帯が8＋α帯巡っている。

189は，口縁部が外反した鉢Bである。体部に3条一組の櫛描文帯を4十α帯巡らせ，口

縁部には刻み目を施している。 219は，口縁部が大きく外反した無文の鉢であり， 220～221

は，体部が深〈，口縁部が外反した鉢である。 口縁端部に面をもち，亥ljみ目を施している。

185は，口縁部が大きく 外反した斐の口縁部である。口縁端部に面をも ち，亥ljみ目を施し

ている。 187は，口縁部がわずかに外反した斐である。 休部にへラ描き沈線による流水文が

施されている。192は，小型の聾である。頚部に8条以上のへラ描き沈線を巡らせている。

196は，体部がわずかに張り，やや外反した口縁部をもっ。口縁端部を丸くおさめた無文の

奏である。 197は体部がわずかに張り，口縁部が「〈」の字状に外反している。 口縁端部に

面をもち，器壁は全体に薄い。体部外面には粗い縦方向のハケを施している。201は，口縁
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部が大きく外反した無文の聾である。口縁端部を丸くおさめている。214は，口縁部がわず

かに外反した聾である。口縁端部に刻み目を施している。 215は，口縁部が外反した無文の

聾で，口縁端部を丸くおさめている。 216は，口縁部がわずかに外反した斐である。口縁端

部に面をもち，刻み目を施している。 225は，口縁端部がわずかに外反した小型の斐であ

る。体部から頚部にかけて数条の櫛描沈線文帯が5帯以上巡っている。上帯から 4帯目は

波状文であるが，ほかは直線文である。226は，口縁端部に l条の凹状の面を施している。

頚部に 7条一組の櫛描文が数帯巡っている。 227は，頭部が大きく屈曲した窒である。口縁

端部を丸くおさめ，小きな刻み目を施し，頚部に 4条一組の櫛描文を 3帯巡らせている。

228は，口縁端部に面をもっている。頭部に 11条一組の櫛描文を 3帯とその下位にへラ先

による刺突の列点文が施きれている。 229は，鉢状に体部から大き く外反している。口縁端

部に小さな刻み目を，頚部に 5条一組の櫛描文を 3帯巡らせている。

181は，口縁端部下端に小きな刻み目を施し，頚部に 3＋α条のへラ描き沈線を巡らせて

いる。 182は，口縁端部にわずかに面をもち，小さな刻み目を施している。頚部に 7条のへ

ラ描き沈線を巡らせている。183は，口縁がわずかに外反した窪である。口縁端部に小さな

刻み目を施し，頚部に3条のへラ描き沈線を巡らせている。 184は，口縁部が「〈」の字状

に曲がり，口縁端部に面をもっている。口縁端部下端に小きな刻み目を施し，頚部に6条

のへラ描き沈線を巡らせている。 186は，口縁端部に刻み目を施し， 頚部に5条のへラ描き

沈線を巡らせている。 188は， 頚部から大きく外反した聾の口縁部である。 口縁端部に面を

もち刻み目を施している。頚部にはへラ描き沈線が巡っている。 190は，「〈」 の字状に外

反している聾の口縁部である。 口縁端部には面をもち大きな刻み目を施している。頭部に

はへラ描き沈線を巡らせている。 193は，頚部から大きく外反した大型の聾の口縁部であ

る。口縁端部を丸くおさめ小さな刻み目を施している。頚部には 11条のへラ描き沈線が巡

っている。 195は，わずかに張った胴部から 「〈 」の字状に外反した聾の口縁部である。口

縁部に面をもち，亥Jjみ目を施している。頚部には4条のへラ描き沈線が巡る。 199は，直立

ぎみの口縁部で，口縁端部を丸くおさめた無文の歪である。 200は，口縁部がわずかに曲折

した饗の口縁部である。口縁端部に面をもっている。202は，わずかに張った休部から曲折

した口縁部で，口縁端部を丸くおさめている。 無文である。

240は，端部が巻き込むように外反した口縁部である。 口縁端部上端に刻み目を施し，体

部外面に組い縦方向のハケ目を施し，内面には同様の横方向のハケ目を施している。

241は，大きく外反した斐の口縁部である。口縁端部に面をもっている。 242は，端部が

わずかに巻き込むよ うに外反した聾の口縁部である。休部外面に粗い縦方向のハケ目を施

している。 243は，少し張った体部から大きくくびれた頚部を呈する護である。 体部外面は
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縦方向の，内面は横方向のハケ目を施している。 244は，体部から大きく外反した霊の口縁

部である。口縁端部に面をもち，体部外面に縦方向の，内面に横方向のハケ目を施してい

る。 245は，端部を巻き込むように外反した聾の口縁部である。口縁端部下端に刻み目を施

し，体部外面に縦方向の，内面に横方向のハケ目を施している。 246は，口縁部が大きく外

反した聾である。口縁端部に組いハケ目を，内面に横方向の組いハケ目を施している。 247

は，口縁部が直立き、みに外反した大型の窒である。口縁端部に面をもち，ノj、きな刻み目を

施している。 248は，口縁部が大きく外反した聾である。口縁部は，器壁が厚〈，端部が垂

下し，面をもっている。口縁端部は粗いハケによる横方向の調整があり，垂下した端部に

は刻み目を砲している。体部外面には縦方向の，内面には横方向の組いハケ目を施してい

る。口縁部内面には数個の突起が認められる。

212は，口縁部がわずかに外反した歪である。 頚部に貼付突帯を 1条巡らせ，口縁部に面

をもっている。 164は，口縁部が曲折した逆L字状口縁を呈するものである。口縁端部に面

をもち，大きな刻み目を施している。頚部には 3＋α条のへラ描き沈線を巡らせている。

179は，口縁端部外面に粘土紐を貼り付けた逆L字状を呈する口縁部である。口縁端部には

刻み目を施し，頭部には 3条以上のへラ描き沈線が巡っている。 180は，直立した休部上位

に「T」字形に粘土紐を貼り付けて，突出した口縁端部をもっ。口縁部内面は，内傾した

状態でつまみあげている。頚部に 5条のへラ描き沈線文を施している。 210は，口縁端部外

面に粘土紐を貼り付けて上端を水平にしている。 口縁端部は，丸くおさめている。211は，

口縁部が大きく外反し，端部外面に粘土紐を貼り付けている。口縁端部は丸くおさめて大

きな刻み目を施している。

162・217は，休部から直立する口縁部である。 口縁端部外面に薄い粘土紐を貼り付けて

いる。 217は，口縁端部に刻み目を施している。 218は口縁部が外反している端部外面に薄

い粘土紐を貼り付けている。口縁端部上端に小さな刻み目を施している。ほかに聾の口縁

部の破片（153～174）がある。

57は，円板状の薄い蓋である。 両端に 2か所の穴を穿っている。 58は，円板状の小型で

薄い蓋である。中心よりに 2か所の突起状のつまみをもっている。上面には，数条の櫛描

きによる直線文と波状文が巡っている。 49～56は，傘状を呈する蓋のつまみ部分である。

上部のつまみが水平なもの（49・54）と凹んでいるもの（50～56）がある。 59は，器壁の薄い

小型の高杯である。杯部と脚部は内湾している。

( 4) SD 0208 （第57～61図）

溝 SD0208からは畿内第 I・ II様式の土器が多量に出土した。分類では壷A(1～ 3・5

～ 7・9～13・18・37・50～55）・壷B( 4・36・38）・壷c( 8）・査D(19）・無頚壷A(20）・
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鉢A(44・56）・鉢B(82）・鉢c(89）・聾A(76・85）・聾B(77～81・83・84・86～88）・斐
c (72）・聾D(73～75）・蓋B(90）が出土した。
l～ 3は， 大き く外反した査の口縁部である。口縁端部に面をもつもの（1・2）と丸く

おさめるもの（3）がある。 5～ 7は，大きく外反した壷の口縁部である。口縁端部に面を

もち，へラ描き沈線を l条巡らせ，へラによる刻みを施したもの（6・9・11・12）や， 2 

条巡らせへラによる刻みを施したもの（5）や3条巡らせたもの（ 7 ）がある。10は， 大きく

外反した口縁部で，口縁端部に外傾した面をもっている。端面には5条一組の櫛による直

線文と下位にへラによる刻み目を施している。13は，大きく外反した大型壷の口縁部であ

る。器壁はわずかに口縁端部が厚〈端部に面をもっている。端面には3条のへラ描き沈線

が，また頭部に 4条以上のへラ描き沈線が巡っている。 18は，大き く外反した大型壷の口

縁部である。 器壁は口縁端部が頭部よりわずかに厚い。口縁端部は面をもち，3条のへラ

描き沈線を巡らせたあと沈線問に綾杉状のへラによる刻み目を施している。口縁部内面に

は3条一組の細い貼付突帯文を有し，それらの下位には三角形の列点文を巡らせている。

さらに， 貼付突帯問及び口縁端部に突起列点文を巡らせ， 2個一組の小さな穴が数か所に

穿たれている。 37は，大きく 外反した壷の口縁部である。口縁端部に面をもち2条のへラ

描き沈線を巡らせて，その上下端に大きなへラ描きによる刻みを施している。 50～52・54

は，大きく 外反した査の口縁部である。口縁端部に面をもち， 1条のへラ描き沈線を巡ら

せたあと大きな刻みを施している。 53は，口縁端部がわずかに垂下し，面をもったもので

ある。口縁端部上端に1条の沈線を巡らせている。垂下した端部には大きな刻みと，中間

にへラによる左下りの刻みを施している。 36は，短〈 外反した小型の壷の口縁部である。

頚部に4条一組の櫛描文を巡らせている。 38は， 短〈 外反した壷の口縁部である。口縁端

部は丸くおさめ頚部に 10条一組の櫛描文を巡らせている。

8は頭部がやや長い直立ぎみのものである。 口縁端部に面をもち5条一組の櫛描文を巡

らせて上端に刻みを施している。頚部には5条一組の櫛描文を巡らせている。

19は，大きく張った体部をもち，口縁部外面に粘土紐を貼り付けて端部を上方につまみ

あげたものである。 上端には面をもっている。つまみ上げた口縁端部には小さな刻みを施

している。頭部にはへラ描き沈線を巡らせている。

20は，球形の体部を呈する無頚壷である。口縁端部は丸くおさめている。体部にはへラ

描きの5条一組の沈線が3帯巡り，口縁部には 2個一組の穴を穿っている。

44は，体部から直立した鉢の口縁部である。口縁端部に面をもっている。 体部外面には

4条一組の櫛描による直線文と波状文を巡らせている。 56は体部から直立した杯の口縁部

である。口縁端部に面をもち，外面に櫛描による5条一組の流水文と波状文を巡らせてい
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る。

82は，口縁部がわずかに外反した鉢である。口縁端部に刻み目を施し，頚部に2条のへ

ラ描き沈線を巡らせている。

89は，口縁端部外面に粘土紐を貼り付けた逆L字状を呈する口縁部をもっ鉢である。口

縁部の上面には 5条一組の櫛描文を巡らせている。体部には多くの櫛描直線文を巡らせて

いる。

76は， 大きく 外反した聾の口縁部である。口縁端部に面をもち頭部に 1条あるいはそれ

以上のへラ描き沈線を巡らせている。 85は，口縁部が巻き込むよ うに外反した斐である。

口縁端部は無文で丸くおさめている。

77. 78は，わずかに口縁部が外反した無文の斐である。口縁端部に面をもっている。 79

は，口縁端部を丸くおさめた上に刻み目を施した聾である。 80は，わずかに張った体部と

外に大きく曲折した口縁部をもっ聾である。 口縁端部は丸くおさめている。 81は，口縁端

部に面をもち，刺突状の亥Jjみ目を施したものである。 83は，口縁部が巻き込むように外反

した聾の口縁部である。口縁端部には刻み目を施し，数か所に押圧の刻みを施している。

84は，口縁部がわずかに外反した聾である。口縁端部に面をもち，外国に縦方向のハケ，

内面に横方向のハケ目を施している。 86は， 口縁部が大きく 外反した斐である。 口縁端部

を丸くおさめ，横方向のハケの調整を施している。体部外面は，縦方向の粗いノ＼ケ目を，

内面は横方向のハケ目を施している。 87は，大き く外反した斐である。口縁端部は丸くお

さめて小さな刻み目を施している。体部外面は， 縦方向の，内面は横方向の粗いハケ目を

施している。 88は，口縁部が大きく外反した大型の聾である。口縁端部は面をもち上下端

に刻み目を施し，数か所に押圧痕をも っている。休部内面には， 組い横方向のハケ目を施

している。

74は，口縁部外面に粘土紐を貼り付けて上端が凹んでいる。口縁端部は刻み目を施して

いる。頭部には 4条のへラ描き沈線を巡らせている。 75は，口縁部外面に粘土紐を貼り付

けて上端を水平にしている。口縁端部は薄くつまみ出している。頭部に櫛描直線文を巡ら

せている。

72は， 直立した口縁部をもっ斐である。頚部に 1条の細い貼付突帯を巡らせている。口

縁端部は面をもっている。

( 5) SD 0209（第62図）

溝SD0209からは，畿内第 I・II様式の土器が出土した。分類では査A( 1）・聾（2・3）・

察D( 4）・査体部（ 5～ 8）が出土した。

1は，大きく外反した査の口縁部で，口縁端部に面をもち，中央に l条のへラ描き沈線
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を巡らせている。さらに， それに直交する刻み目が施されている。

2は，「〈」の字状に外反した聾の口縁部で，口縁端部に面をもち，頚部に 1条のへラ描

き沈線を巡らせている。 3は，大きく 外反した窒の口縁部である。 口縁部上端は水平で、あ

り，端部には刻み目を施している。 5は，壷の体部上半である。 2条以上の貼付突帯文を

巡らせ，突帯文上に小さな友ljみ目を施している。 6. 7は，査の休部上半である。細かい

5条一組の櫛描文を巡らせるもの（6）と， 6条ー組の粗い揃描文を巡らせる もの（7）があ

る。8は， 壷の体部から頚部にかけての部分である。半裁竹管による波状文を巡らせてい

る。

③遺物包含層出土の弥生土器（第63図～第75図）

遺物包含層からは，縄文時代後期から鎌倉時代までの長期に及ぶ遺物が出土した。この

項では，弥生時代前期・中期畿内第I～IV様式の土器について述べる。分類では壷A( 4・

5 ・7～9 ・19～24・26～28・103・104・106～114）・壷B( 2 ・10・118）・壷c( 1 ・3 ・
6・25・105・116）・査D(29・30）・無頚査A(56）・無頚査B(117）・鉢A(165）・鉢B(147・

155・158・163・164・170）・鉢c(120）・斐A(123～125・133・136・140～149・156・169・
171）・聾B(126～128・130～132・134・135～139・141・143・148・150・159～162・172～180）・

聾D(ll9・121・122.193～196）・聾E(151～153・201・202）・蓋A(215）・蓋B(212～214・

216）が出土した。

4 . 5・7・8は，大きく外反した査の口縁部である。口縁端部は丸くおさめ，外面に

細かいへラ磨き調整を施している。 9は，大きく外反した壷の口縁部である。口縁端部に

面をもち中央がわずかに凹んでいる。 19～21・23・24は，大きく外反した歪の口縁部であ

る。 いずれも口縁端部に面をもち，中央に 1条のへラ描き沈線を巡らせ，上下端にへラに

よる刻みを施している。 22・36・37も，大きく外反した口縁部であって，端部に面をも

ち，やはり 中央に 1条のへラ描き沈線を巡らせたあと縦方向の長い刻みを施している。28

は大きく外反した口縁部である。 口縁端部に面をもち，上端をわずかにつまみ上げている。

端面には多く の櫛描直線文を巡らせ，上端に小さな刻み目を施している。 103は，口縁端部

に面をもち，上下2段に横方向に長い楕円形の刺突による列点文を施している。 106～108

は，口縁端部が垂下し，端面に l条のへラ描き沈線を巡らせ，下端に大きな刻み目を施し

たものであり， 109・110も，ともに口縁端部の器壁が厚しわずかに垂下している。 109

は，端面には5条一組の櫛描による波状文を巡らせ，上下端に小さな刻み目を施している。

110は， 端面に多くの櫛描直線文を巡らせたあと， 縦方向に細長い刻み目を施している。口

縁端部には，2か所に穴を穿っている。111は，口縁端部がわずかに垂下している。端面に

は中央に 1条の細いへラ描き直線文を巡らせ，上端に小きな刻み目を，下端に大きな刻み

- 90 -
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目を施している。113は，櫛描による斜格子文を口縁部外面に，また櫛描による波状文をそ

の内面に巡らせている。 114は，頚部が曲折し，口縁部が大きく 外反し，端部がわずかに垂

下した状態の壷である。口縁端部に浅く凹んだ面をもち，羽状の刻み目を施している。

2は，短〈外反した査Bの口縁部である。口縁が屈曲し上方がわずかに立ち上がって

いる。 10は，頚部から短〈 外反した大型の壷口縁部である。口縁端部は面をも っている。

118は，口縁部が鼓形に張った体音防、ら直立ぎみに小きく外反した壷である。頚部から体部

にかけて5条一組の櫛描丈を全体に巡らせ，体部では櫛を扇状に回転させて流水文状に仕

上げている。

1は，口縁部があまり外反しない小型の査Cの破片である。口縁部の器壁が厚〈，端部

に面をもっている。 3は，口縁部があまり外反しない査の口縁部である。口縁端部は，上

方へわずかにつまみ上げている。 25は，口縁部があまり外反しない頚部の太い査の口縁部

である。口縁端部に 2条のへラ描き沈線を巡らせて下端に小きな刻み目を施している。105

は，口縁部があま り外反しない頚部の太い壷の口縁部である。端部は下端を指圧により下

方へつまみ出すことにより垂下した状態を呈している。 115は，口縁部があまり外反しない

壷で，頭部には櫛描沈線を巡らせている。口縁端部は面をもち，下方へ垂下し，中央に 2

条のへラ描き沈線を巡らせ，下端に刻みを施している。 116は， 完形の小型の査である。口

縁端部は面をもち，数条の細かい櫛描文を巡らせている。また，頭部と休部に，細かい櫛

描文を各3帯巡らせている。

29・30は，口縁部が直立ぎみに立ち上がり，口縁端部にいたるほど器壁が厚くなってい

る査Dの口縁部小片である。 端面は上方よりわずかに外傾する。30は，端面に箱状工具に

よると考えられる刻み目が施きれている。頚部にはへラ描き沈線が巡る。 56は，口縁部外

面がわずかに突出した無頚査の小片である。端部は，上部に面をもち，上端と外方につき

出した端部に刻み目を施している。 117は，大きく張った休部から口縁部が短〈直立する無

頚壷である。口縁端部は丸くおさめ，体部に8条一組の櫛描文をl帯と，口縁部に6条一

組の櫛描文を 2帯巡らせている。その他， 査の口縁部（36～55）が多数あるが，口縁端部に

面をもちへラ描き沈線と刻み目を施すもの（36～43・45・48）・櫛描文を巡らせるもの（44・

46・47・52）がある。さらに口縁端部が垂下した状態で拡張したもの（52～55）がある。ま

た，査の体部は破片も少ないが，体部に削り出し突帯文を巡らせるもの（11）・貼付突帯文

を巡らせるもの（12・14・15・34・35・58～69）・へラ描き沈線を巡らせたもの（13・ 18・31～33・

71～78）・壷の口縁内面にへラ描き沈線文を施すもの（70）・櫛描沈線文を巡らせるもの

(81～89）・流水文を巡らせるもの（90～102）・算盤玉状に体部のはったもの（209）・櫛描文

による山形文を施すもの（211）などがある。
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165は口縁部が直立した小型の鉢Aの破片である。口縁端部はつまみ上げ，内面に指圧痕

が残る。 147は，口縁部が外反した鉢Bの破片である。口縁端部にはわずかに面をもってい

る。 155・157は，わずかに張った体部から外反した口縁を呈する鉢である。 口縁端部は，

丸くおさめている。158・163・164は，直線状の体部から外反した口縁を呈する鉢で，120

は，直線状の体部と口縁端部外面に粘土紐を貼りつけた逆L字状口縁を呈する鉢Cの破片

である。 口縁上部は，水平な面をなし，端部に刻み目を施している。頚部には3条のへラ

描き沈線を巡らせている。

123～125は，直立した休部から外反した口縁部をもっ小型の斐て、ある。 123は，口縁端

部を丸くおさめ下端に刻み目を施している。頚部にへラ描き沈線を巡らせている。 124は，

口縁端部に面をもち，下端に刻み目を施している。頚部にへラ描き沈線を巡らせている。

133は，口縁部が「〈」の字状に外反した棄である。頭部に 10＋α条のへラ描き沈線を巡

らせている。140・142～147は，直立した体部から外反した口縁部をもっ斐で、ある。 171

は，わずかに張った休部から大きく外反した口縁部を有する斐である。口縁端部は面をも

ち，下端に小さな刻み目を施している。頚部には4条一組の櫛描文を数帯巡らせている。

130は，わずかに張った体部から曲折した口縁部をもっ聾である。頭部に 1条のへラ描き沈

線と口縁端部に刻み目を施している。 132は，頭部に l条のへラ描き沈線を巡らせ，口縁端

部に刻み目を施した大型の聾である。 134は， 口縁端部に刻み目を施し，口縁部内面に三角

形の刺突による列点文を 2段に施している。 135は， 頚部に数条のへラ描き沈線を巡らせ，

口縁端部中央に 1条のへラ描き沈線を巡らせたあと，上下から指圧によって波状を呈して

いる。

119・121. 122 . 193・194・196は，頚部に数条のへラ描き沈線を巡らせた聾Dの破片で

ある。 195は，口縁端部にも刻み目を施きない無文の聾であるのに対し，他の 119・121・

122・193・194・196は，口縁端部にも刻み目を施している。

151・152・201は，口縁端部外面に太い粘土紐を貼り付けた小型の窒Eである。断面から

観察すると玉縁状を呈するものである。 153・202は，口縁端部外面に薄い粘土紐を貼り付

け，口縁端部は薄くつまみ上げているが，貼り付けてある下端には接合面が明瞭に残って

いる。その他の聾の口縁部には， 154・189～192・197～200・203～208等があるが，頚部に

へラ描き沈線を巡らせるもの（189～194・197）・口縁端部に面をもち，無文のもの（154・205）・

口縁端部外面に貼付突帯をもつもの（199～200・203. 204）・口縁部外面に縦方向の粗いハ

ケ，内面は横方向の粗いハケを施しているもの（206～208）などにわけられる。

3古墳時代の土器

古墳時代の土器には土師器の高杯 ・ 甑 － ~と須恵器の杯身 ・ 杯葦 ・ 高杯 ・ 空がある。出
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土地点は，溝SD0109内からと遺物包含層からである。庄内式の窒 ・布留式の窒片も少量

出土したが，図化できるものはなかった。

①土師器（第76図4～ 9)

土師器には高杯（4～ 7)・甑（8）・斐（9）がある。 4は杯部の底から直線状に口縁部外

方へのび，口縁端部は丸くおさめている。 5は柱状部から下外方へ聞きぎみにゆるくカー

ブしながら裾部が聞いた高杯の脚部である。 6は，丸みをも った杯部の底から外方へ聞い

た高杯である。口縁端部はわずかに外反し，丸くおさめている。脚部は，底部から直線状

に下方向に短〈広〈聞いている。 7は，平坦な底部から直線状に外上方へのびる深い杯部

を有する高杯である。脚部は，下外方へ向かつて柱状になっている。 8は，底部から内湾

しながら上外方へのび，中位の把手部から外反ぎみに上外方へ口縁部がのびる甑である。

把手は，左右対称に貼り付けてある。底部には 2つの楕円形をした孔を穿っている。 9は，

頚部から「〈」の字状に短く 外反した口縁部をもっ聾である。

②須恵器（第77図10～28)

須恵器には杯身（10～19）・杯蓋（20～25）・高杯（26）・聾（27）がある。杯身は内傾ぎみに

直立した口縁部を有し，杯部の深いもの ・杯部の浅いもの ・さらには短〈立ちあがる口縁

部と浅い杯部を有するものなどがある。さらに，口縁端部が平坦なもの ・段をもつもの・

丸いものなどに分けられる。杯蓋は，口縁部が垂直に下り，端部が面をもつもの ・段をも

つもの ・丸いものがあるが，天井部が丸みをもつものと平らに近いものにも大別される。

高杯は 26がl点出土している。 26は，ゆるやかに下内方へ屈曲し，かぎ状に曲がる高杯の

脚部である。口縁端部は下方に肥厚し，面をも っている。口縁部下方には 1条の凸線を巡

らせている。 （村尾政人）
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第2節石器

1 はじめに

太 田 遺跡

当遺跡から出土した石器類には，打製石器として石銑・石錐 ・石匙 ・削器 ・模形石器お

よびその削片・敵石 ・打製石斧 ・石核・剥片 ・砕片などが，磨製石器と しては，石鍛 ・石

剣 ・石庖丁 ・大型石庖丁 ・石鎌・石庖丁未製品・小型柱状片刃石斧 ・小型扇平片刃石斧 ・

柱状両刃石斧・扶入柱状片刃石斧 ・太型蛤刃石斧およびその転用品 ・砥石 ・石皿状の石製

品・有溝剥片 ・陽物状石製品などがある。今回の調査で回収し得た石器は，剥片類を含め，

総数510点（＋α）である。

石器類の大半は，前節で報告した弥生時代前期から中期初頭にかけての土器を包蔵する

遺構の埋土および包含層から検出したものである。従って，これらの帰属時期は，伴出土

器から判断して， 多くは弥生時代前期末～中期初頭を中心とする範囲にあるものと推測で

きる。

本節では，遺物を器種別にまとめ，各々について説明していくことにする。

2打製石器

( 1 ）石鋲（第78図1～31)未製品 ・折損資料を合わせると総数31点を数える。大半の

ものは包含層や排土中で検出しており，遺構に伴うものは数少ない。

形態別にみると，凹基無茎式15点，平基無茎式13点，凸基無茎式3点（このうち円基式

1点・尖基式2点），凸基有茎式l点てれあり，凹基無茎・平基無茎式が大半を占める。凸基

有茎 ・凸基無茎の占める割合は全体の一割強に満たない。

これらの石鉱は，長幅比が1. 1から 2: 1の間に分布の中心がみられ，1 : 1に近接

する状況が観取される（付表2）。また，各形態の長さと重量の相関関係をみると，凹基無

茎式は重量1.0 g前後を中心に分布を示し， 2 gまで、の小形のものと 4～5gの大形のも

のの二つのグループがあることがわかる。平基無茎式は，凹基無茎式の小形タイプと重な

りを示しながら，2.5g前後までの範囲にまとま りのある分布をなしている（付表3）。両形

態が1g前後で整合して各々の分布を持つことは，この数値が製作にあたって意図きれて

いたものとみることができる。

石鉱の製作技術については， 素材となる剥片が大きく変形され，器面の大半が二次加工

痕で被われるため剥片生産技術と石器製作と を有機的に言及することは困難である とされ

ている。当該資料についても同様であって，ここでは剥片生産段階の痕跡を持つ資料を主

に取り上げて概述する。

素材剥片は，破棄された剥片資料から推して特定の形態を持つものではない。素材剥片

の利用は，石銀器表面に残る素材の主要剥離面からみて，余lj片の幅を石鉱の長きとするも
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石鉱の長さ ・重量・形態付表3

1 2 3cm幅

付表2 石鍬の長幅比

これらは必ずしも剥片の剥離のが多い（1・3・5・7・11・12・13・18・19・21・27）。

方向と石鉱の主軸が直交している訳ではなく，斜行している場合が多い。

主に主要剥離面背面や側縁に自然磯面を残す例がある （23・25～27）。23・25は，また，

側に調整を施して成形するが，平坦な自然面をそのまま背面として用いている。 27は主要

これらは，素材の変形逆刺の一端にポジティフ、、パルプ引をとどめる。

半且製である。

剥離面を大きく残し，

度が低く，

石器製これらは，逆刺の一端にポジティフーパルフやが認められる例がある。19・27など，

作に際して，バルブの肉厚な部分を起点として調整が行われる場合のあることを示してい

る。

なお， 30は当遺跡において唯一確認された凸基有茎式である。茎は台形で，銑身両側は

平行し，鋸歯状を呈している。 31は大形の凹基無茎式である。小形軽量の凹基無茎式・平

基無茎式が主体を占める中で， 30と並んで特異な位置を占める。

全てサヌキト8が流理構造の発達した流紋岩様石材が用いられているほかは，

イド製である。

石材は，

2点は未製品である。いずれも頭6点を確認した。この内，( 2）石錐（第 79図l～ 3)

いわゆる棒状錐はない。丁寧に調整した頭部に

其の先端部を不定形な多角形あるいは涙滴形を呈し，

- 111 -
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細長い錐部を作り出すもの（1）と，
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調整して錐として利用するもの（2・3. 4）とがあ

る。図示していないが，未製品もこれに含まれる。

使用痕（回転摩滅痕）の認められるものはない。

( 3）石匙（第80図）2点を確認した。いずれも直

線的な刃部に明瞭なつまみ部を作り 出している。 1

はつまみ部と刃部にあたる一辺にわずかに調整を施

すのみで，器体の表裏に自然の磯面 ・主要剥離面を

大きく留めている。素材の変形度が低く粗製であり，

これを未製品あるいは調整ある剥片として理解する

ことも可能で、ある。サヌキトイド製である。

2は，横長の剥片を素材としたものである。主要

剥離面に残るバルブ付近の肉厚な部分を，つまみ部

..!'. として用いている。調整剥離は，周縁部を中心に丁

寧に行い，刃部に及ぶ。刃部の調整は，主に一方向

から行い，片刃の鋭利な刃縁を形成する。器体には

両面に大剥離面を残している。青灰色の良質のチャ

aし __.£_ ートを素材とする。
-[7 ＿＿＿£ 」~ ¥ （~） 

第 79図 石錐実測図 弥生時代の遺跡での石匙の類例として，大阪府池

上遺跡，兵庫県伯母野山遺跡，同県三回市奈カリ与遺跡などが知られている。

( 4）削器（第80図3～8)6点を確認した。扇平な剥片を素材として，長辺の一つに調

整剥離を加え刃部を形成するタイプ（3～6・8）と，加えて右側縁にも刃部状の調整を施

すタイフ。（7)がある。

刃縁部の平面形態は，直線刃と凹刃があり，7の側縁部に作られた刃部は直線的で、やや

外湾している。刃部の調整は， 主に片面側から行うもの（ 3・7・8）と両面から行うもの

( 4・5・6）とがある。

いずれも，器面ないし側縁の一部にわずかではあるが磯面を残し，器表の両面に大剥離

面を大きく残している。 折損して明らかでない 3を除く各資料には，主要剥離面にポジテ

ィブバルブがほとんど未調整のまま残っている。そのうち， 4は，表裏にバルブをもち，

7は，ツインバルブ状を呈している。

これらの剥離面を観察すると，打点が約 40。～50。の角度をも って転移していることがわか

り，素材の剥片生産のあり方を示唆している。

( 5）模形石器（第81図1～18)33点を確認した。方形台状を呈した小形の両面加工石器

- 112 
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である。磯核を素材としたもの（18）と剥片を利用したもの（1～17）との 2種類がある。上

下両縁辺または両尖端からほぼ平行に剥離痕が入札両端には細かい砕屑の剥落した痕跡

が連続して残きれている。上下両端の縁辺には階段状の著しい調整剥離痕が連続しており，

押し潰されたような上面観を呈する特徴を持つ。断面は凹レンズ状を呈するものが多い。

裁断面の観取される例（1・4・7・10・14）がある。既に指摘されているように，当該器

種は，形態的にも製作手法の上でも削器とは明瞭に分離し得るものである。

模形石器は 24点出土しており，当遺跡の打製石製品の中では，石鉱とともに主要な位置

を占める。長幅分布は，ほぽ1 1である。

( 6）模形石器の剥片ほか（第82図19～26)67点＋αを確認した。

19～26は，上下端に密接する階段状の剥離痕をとどめ，両尖端からほぼ平行に剥離痕が

入るものである。

19～23は，不定形ながら一辺あるいは二辺に模形石器同様の特徴を備えている。模形石

器の製作過程で生じた削片と考えられる。 22～26は，上下両端にのみ階段状の剥離がみら

れ，両端にパ／レブを持つものである。石核状の石材を両極打法によって加工する際に生じ

た剥片であろう。

27は石核状を呈するものである。↑則縁の一方に著しい階段状剥離が連続して観察でき，

対応する面には大きな鍋蓋状の剥離がみられる。両極打法による痕跡の一例として，掲げ

ておく。

( 7）未製品（第83図）大形の打製石製品（石槍状のもの）の折損したもの，あるいは製作

途上の失敗品を再利用しようとし，製作途中で放棄したものであろう。大剥離面が既存の

調整面に侵入し，更にその上から調整剥離を施した跡が認められる。

( 8）鼓石類（第84図1～6，第85図l～4)10点を確認した。扮岩・砂岩・チャート

などの転礁を素材としている。握り拳大までのものが多い。

扮岩製のものは，敵石として用いられるほか，磨石や台石として利用されることが多か

モぐ〉旦

旦〈〉 （乃）

第 83図 未製品実i&IJ図

ったとみられ，器表面に線状痕状の使用痕が認められ

るもの（第84図2・第85図3）や顕著なあばた痕が認

められるもの（第84図2，第 85図2・3・4）などが

ある。チャート製のものは，もっぱら鼓石として用い

られ，縁辺には顕著な使用痕が認められる （第84図4・

5・6）。

第84図1は，チャート製の砕片である。端部の状況

から，使用時に蔽石母体から外れたものであろう。第
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82図1は砂岩製である。先端に微弱な使用痕がある。

( 9）石核（第86図1～ 3）確認された石核は，わずかに 3点を数えるにすぎない。いず

れもサヌキ トイド製でE角磯化した転機を素材としている。調整打面を設けずに，機面を

直接加撃して剥離作業を実施するものである。

1は，拳大のもので，器表の 1/3以上を自然面が覆い，一端に大きな裁断面がある。作

ハ
川

V－

爪
川
川
三

J仁二コ
O 20cm 

第 84図 敵石類実測図
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第 85図 蔽石 ・陽物状石製品実測図
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業構成面は一面であり， 40。～50。の角度をもって加撃点を転位している。磯の搬入・使用の

実情を物語る資料である。

2 . 3は小形であり，石核の最終形態を示す残核であろうか。

(10）剥片類（第87図）剥片類は，打製の剥片石器生産において生じたもの（サヌキト イ

ド）約 120点，磨製の剥片石器製作にあたって敵打成形の際に生じたもの約 100点がある。

ここでは，サヌキトイド製の剥片のうち主なものを取り上げて説明することにしたい。説

明にあたっては，実測図をもとにして作成した概念図を用いる。

サヌキトイド製の剥片には，自然面を顕著に残すもの（5・6）と制離面で覆われ，自然

面が全くみられないもの（ 1・2・3・4・7・8・10）とがあり， 9のよう に一部にだけ

自然面がみられる中聞のものもわずかながら認めることができる。

これらは，剥片剥取の際，調整打面を設定するか（I類）しないか(II類）によって，大き

く2つのグループにわけることができる。

I類一調整打面を設定するもの（1・2. 5・10）。

II類一調整打面を設定せず，磯面を直接加撃することにより，剥片剥取をおこなってい

るもの（6・7・9）。

3・4・8は，打面に二次的な調整を施すもので， I ・ IIのどちらに属するかは明確で、

2 ••tJ. 
。

5cm つ
第 86図 石核実測図
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はない。

当遺跡の剥片生産は，石核や削器の大剥離面，剥片の背面に残存する剥片剥離作業構成

面の在り方から次のようにまとめることができる。

拳大ほどの転磯（サヌキトイド）を集落内に搬入し，石核として用いる。作業にあたって

調整打面を設定するものと，未調撃のまま磯面を加撃するものとがあり，加撃はフリーフ

レーキングによって行う。時計回りに作業を進行するのを原則とし，打点は 45＇～50。前後で

転移する場合が多い。余lj離は任意に行い，目的剥片は定形的な剥離パターンにではなくて

製作物の大きさに規定きれる傾向が強い。

3磨製石器

( 1 ）磨製石鉱（第11図1) 1点のみ確認した。有茎式である。柳葉形の端正なま族身を持

っており，刃部は鋭利である。鏑は先端に認められるだけで明瞭には作らず，身部は扇平

な形状を呈している。茎は短〈，断面が四角形で，末端は矩形を呈する。関にあたる部分

は，両面から研磨して角を落とす。素材は，硬質な珪質頁岩である。全長6.9 cm・幅 2.2cm・

厚さ 0.3cmを測る。茎の長さは約 1cmである。

( 2）磨製石剣（第88図2～ 6)5点を確認した。 この中には，鏑がなく断面の形が菱型

を呈しないもの（2・4）を含む。これらは，磨製石槍状の石器，ないしは短剣として分離

し得る可能性があるが，ここでは一括して石剣類に含めて報告することにしたい。

2は上端部を欠損している。扇平な長方形状を呈するもので， f則縁，下端に面を作る点

から，茎にあたる部分と考えられる。器表は粗い研磨痕によって覆われ，側縁および下端

部にも葉理に直交する粗い研磨が認められる。 f則縁には整形時の階段状余lj離が顕著に残っ

ており，組製品である。 4と同様の形状を呈するものと思われる。

3は，石剣の基部にあたる部分である。末端部がT字状に広がり，把状を呈する。側縁

および下端部に丁寧な面取りを行う精巧な作りのものである。残存長5.1cm・基端部最大

幅3.3cm・最大厚0.9 cmを測る。硬質の珪質頁岩を素材としている。

4は， 2と同様に不定形な形態を持つ遺物で，小形の粗製品である。側縁に整形の際の

階段状剥離痕を顕著にとどめ，部分的に薬理に直交する粗研磨によって面をなす。鏑はな

く，両面とも平坦である。身部には斜行する粗い研磨が顕著で、あり，最終調整に至ってい

ない。また，刃縁が先端を除いては充分に作り出されておらず，未製品と考えることがで

きる。全長9.1cm・幅2.3cmをia1Jる。

5は，鉄剣形石剣の基部である。両面ともに鏑が明瞭に作りだされており，断面形は菱

形を呈する。側縁と基端部には粗い研磨による面が認められる。残存長6.3cm・最大幅 2.9

cm・ 最大厚 1.5cmを測る。器表には整形剥離痕を残し，調整も粗い研磨のみで終わってい
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る。最終調整に至らずに折損したため廃棄したものと思われる。

6は精巧な作りの大型製品である。剣身は， 側縁がほぼ平行し，中央にしっかりとした

鏑が作られている。刃部は鋭利で、ある。 現存剣身の半ばほどから基部側へむかつて面を形

成し，刃潰しして刃部との区別を明瞭に行っている。峰部は，身に対して急、な角度をもっ

て作られている。この部分の鏑は，身部ほどの強さ を失って不規則な弱い稜となるが，こ

れは欠損部分を再加工したために生じたものと考えられる。下端部は欠損しているため，

形状は明らかでない。現存長 18.0 cm ・最大幅6.0cm・最大厚 l.9 cmを測る。重量は 285

g，頁岩ないし粘板岩製である。

( 3）石庖丁（第89・90・91図）石庖丁は，44点を確認した。当遺跡から出土した石器の

中で不定形石器に次いで数多い。未製品とその折損資料が17点あり，これを含める と合計

61点となる。完形品は少なし 3点を数えるにすぎなかった。検出資料は全て図に示し

た。

素材は，明瞭で‘ないもの1点を除き，全て，頁岩ないし粘板岩， あるいはそのホルンフ

エルス化したものである。これらは，丹波帯内に産する ものばかりで，一見して搬入品と

わかる資料はない。

形態は，外湾刃と直線の背縁をもっ形態のもの（半月形外湾刃 A型），外湾刃と外湾す

る背縁をもっ形態のもの（いわゆる杏仁形－B型），横長で長方形を呈し直線刃をもっ形態

のもの（長方形直線刃－cl型）・外湾刃をもっ形態のもの（C2型）・内湾刃状を呈するもの（c3 
型），直線刃と外湾する背縁をもっ形態のもの（半月形直線刃 D型），内湾する刃部と外湾

する背をもつもの（半月形内湾刃－E型）などに分類できる。この他に，形態的にではない

が，大型石庖丁として分類可能な一群がある。

検出資料のうち，分類が可能な26点について内訳を見ると， A型2点（1・2), B型2

点（3・4), Ci型2点（6・9)'c 2型2点（8・10),c3型1点（11),D型11点（5・15～18・
24～28・57),E型3点（20・21・41)・大型石庖丁3点（42・44・46）である。 D型は，全体

の約42%弱を占め，主体をなす。

細片化して形態のわからないものが18点ある。刃部・背縁の形態のいずれかで分類する

と，直線刃 8点（19・23・29・31・33・35・39・40），外湾刃 1点（7），背縁の外湾するも

の7点（12・13・14・30・32・37・38），不明のもの2点（34・36）である。刃部と背縁の相

互関係は明確ではないと言うものの，これらは，D型 半月形直線刃形態の比率の高きを

物語っている。

次に特徴のある ものについて個々に取り上げ，気づいた点を記すことにする。

1 . 2は，半月形外湾刃形態をとる。いずれも中央付近で欠損し，刃縁の側縁寄りの場
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所に，鋸歯状の使用痕を認めることができる。 1は，器体の過半が残存しているが，紐孔

が無い。極端に片寄って穿孔されたか，米穿孔のまま用いられたのかのいずれかである。

3は， 一方の孔の周辺に鼓打痕と思われる痕跡が認められる。穿孔に際して準備したも

のかどうかは，残存状況が良くないために判断し難いが，当該遺跡では唯一の例であるの

で注意しておく。

9は，全長 16.8cm・幅4.3cm・最大厚0.7 cm・重量70.0gを測る。 B面の右孔上縁に

紐擦れ痕が残る。中央部で欠損しており，器表の一部に二次的な剥離がみられる。刃縁に

は，使用痕が顕著に残っている。使用痕は，中央部に比べて側縁寄りの部位に著し く，両

端に認められる。 1. 2でも同様で、あって，刃部端の使用頻度の高さをうかがう ことので

きる資料である。

10・11は，横長の大型品である。これらは，溝（SD0208）底で検出したものであるが，出

土時には紐穴を重ね，折り重なるよう な状況を呈していた。（図版第9一（2)) 

10は，全長 16.6 cm・幅4.5cm・最大厚0.4cm・重量は 72gを測る。長方形状を呈し，

やや外湾しながら直線に移行する刃部を持つものである。背縁の一部に整形段階の敵打痕

がみられるほかは，全体的にみて丁寧な作りである。 一方の面に穿孔途中の凹みが一つあ

る。刃部は，成形に際しての研磨が広〈ゆるやかであるため，鏑にあたる稜がない。体部

からゆるやかに刃縁へ移行する。片刃である。

11は，全長 17.5cm・ 幅4.8cm・最大厚0.4cm・重量70gを測る。形態は基本的にみて

10と同様のものであるが，当例では，f則縁の一方を方形に整形せずに素材剥片の一端を残

しており，石鎌状を呈している点に特徴が求められる。

12・15・16・17・18は，小型製品である。 12は，背縁から孔上端までが5mmしかなし

孔が器体の上縁に片寄っている。 16・17は，製作時の鼓打痕を顕著に残す粗製品である。

17は無孔である。

20・36は軟質であり，風化が著しい。器面が剥落し，器表の状況が判別できない。

21・25・26・28の器面には，穿孔途中の回転擦痕のある凹みが認められる。 26では，凹

みが紐孔聞のほぼ器体の中軸上にあり，表裏相対している。穿孔途中の凹みは未製品にも

認められているが，これらの痕跡は，穿孔にあたってドリルを用い， 器面に対して直接作

業を行ったことを示すものである。

39は，砂岩製品である。肉眼による鑑定の範囲で搬入製品の可能性のある ものを指摘す

るとすれば，当資料が唯一の候補資料である。側縁 ・背縁は欠失し，刃部と休部の一部だ

けが残っている。

( 4）大型石庖丁（第91図42・44・46)3点を確認した。う ち2点は破損して細片化して
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おり （42・44），完形品は 1点（46)

のみであった。

46は，横長 17.4 cm・縦長9.1

cmという大型のもので，最大器

厚 l.0 cm ・重量は 215gを測る。

形態は，背縁が屈曲するように

外湾し，刃部は直線的に伸びる

という特徴を有する。 i~ij縁には，

一方にーか所，もう 一方にはこ

か所のノ ッチが施されている。

ノッチは敵打によるものである。

背縁・側縁は，殻打による整形

を主体としており，研磨整形は

みられない。器表面は，上半部

に剥片生産の際の大剥離面や敵

打整形痕を残しているが，下半

については，丁寧に研磨調整を

施している。

刃部は，ある程度整形した板

0 20cm 

第 93図 石庖丁未製品実視lj図（2)

- 129 -



京都府遺跡調査報告書第6冊

研磨して形作り，その後，刃縁を再度研磨して仕上げる。刃縁には小剥離が連続して認め

られるが，これは，調整剥離ではなく，使用痕である。使用痕は，一方の面に顕著で、ある。

42は背縁， 44は刃部の一部だけが残ったものである。 42は厚さ約6mmを測り，器表面か

丁寧に研磨されている。44は，両刃の直線刃形態をとるものと思われる。刃の幅は約 1.0 

cmを／＆1Jる。大型品である。

( 5）石鎌（第91図43・45)43は，残存長9.1cm・幅5.3cm・最大厚0.9 cmを測る。器

休の片側寄りの部分を，刃部に直交して施溝し， ー孔を穿っている。溝は，浅く幅広いも

ので，表裏相対し，背縁から刃部に及ぶ。孔は両面穿孔手法である。柄に着装するための

加工と考えられる。刃部は，両面から研ぎ出して整形している。側縁・背縁には，階段状

剥離が著しく，研磨調整はしていない。器表面もあまり調整されておらず，粗製である。

先端部分を欠いているため，全体は明らかでない。

45は， 43同様に整形段階の剥離痕が顕著で、あり，キ且製である。器面は，鼓打整形後，厚

きを整える程度の研磨痕が施きれるにすぎず，も っぱら刃部成形に力点が置かれている。

残存長9.3cm・幅6.4cm・最大厚 1.0cm・重量は 90gである。基部と先端を欠く。 43・45

は，ともに，敵打整形した素材を局部的に研磨しただけのものである。幅に対して刃部が

長〈，厚みがあって重いという共通性がみられる。刃縁には，使用痕が顕著である。

( 6）石庖丁未製品（第92・93図47～63）石庖丁の未製品と考えることのできるものは，

剥片の一部を加工しているだけのものを含めると， 17点ある。全点を図示しておいた。

これらは，いずれも頁岩ないし粘板岩，そのホルンフェルス化した石材を用いており，

利用素材は完成品と同じものに限られる。

未製品には，以下に記すように，製作の段階を示す種々のものがある。素材剥片の周縁

に調整剥離が認められるだけのもの A (53・54・55・56・59・60・63），調整剥離がほほ

全周に及んで形態的に整っているもの－B(58・61・62), Bの一部に粗研磨を施している

もの c (48・50・51・52），全面に研磨が及んでいるもの一D(57），穿孔途中のもの E 
(47・49）などが認められた。

47・49は，器表の一方に回転貫孔痕をとどめる資料である。貫孔に先立って敵打を行っ

た痕跡はない。 ドリルを用い，器表面から直接に貫孔したようである。貫孔対象部と折損

部位が一致している。貫孔時の折損状況を示すものであろうか。

48・50・51・52は，融打成形の後，粗研磨を施し始めた段階の資料である。 52は，下端

部に節理に直交する研磨が施きれている。いずれも，中央付近で折損している。

53・54・55・56・59・60・63は，板状の素材剥片の周縁に敵打整形痕が認められる資料

である。 56は，剥片の一部をわずかに調整しただけのもので，素材剥片を蔽打整形する過
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程のうち，最も初期段階に位置するものである。59・60は，鼓打がほぼ全周に及び始めて

いる。53や54は，この段階の折損資料の転用を図ったものと考えられ， 61・62・63など

の小型未製品は，このような折損資料が前提となって成立するものとみることができる。

58は，杏仁形を呈する。調整剥離が全周に及び，形態的に良〈整っている。大型の横長

剥片を素材としている。中央で割れているが，完存しており，廃棄時の状況を良〈保って

いる。

57は，最終的な研磨調整の段階のもので，孔を除いては，石庖丁と しての形態を完全に

イ呆っている。半月形直線刃形態をとる。主要面は粗い研磨の後，やや細かい目の研磨が施

きれているようである。背縁は，鼓打整形の後に，葉理に直交して粗い研磨調整を施す。

刃部は，主に一方の面側から研ぎ出している。刃縁には，わずかではあるが， 一方向へ

向かう小剥離を連続して認めることができる。これが使用痕であるとすると，当資料は，

製作過程で廃棄きれたり，転用された未製品ではなし当初から目的物として製作された

ものと考えることもできる。小形石庖丁の使用形態を示す一例として把えることもでき，

興味深い資料である。

64・65は， 頁岩ないし粘板岩を素材とする剥片資料である。当遺跡内での石庖丁生産を

考える際に参考になると思われるので，ここで取り上げておく。いずれも縦長剥片である。

64は， 全長 13.3cm・幅6.5cm・最大厚 l.0 cm・重量118gを｛目ljる。下端に若干の調整剥

離がみられる程度で，未調整に近い。器表に風化の進行した自然面を大きく残している。

65は，風化があまり進んでいない石材を母岩としており，剥離面が新鮮である。上縁を

中心に若干の調整剥離を行うが，周縁については未調整のまま作業を中断している。長き

12. 0 cm ・幅7.7 cm・最大厚 1.7 cm ・重量 160gを測る。

母岩は検出できないが石皿状石製品に同一石材のものがあり，搬入時の母岩の形態を知

る手掛りになる。 64などの風化の著しい自然面を持つ剥片の存在から考えて，露頭付近の

転機や河床礁などを搬入したものと思われる。

( 7）石斧類

石斧類には，小型柱状片刃石斧・小型庸平片刃石斧・柱状両刃石斧・挟入柱状片刃石斧・

太形蛤刃石斧 ・打製石斧などがある。 その外に，未製品，太形蛤刃石斧の転用品がみられ

た。この項では，主に磨製石斧類について取り上げるが，打製石斧 ・転用品もあわせて報

告する。

①小型柱状片刃石斧（第94図1）完形である。頭部および左側縁は素材の努開性に影響

され，成形時に一部欠損している。刃部は両面から研ぎ出して成形する。先端付近には，

微細な線状痕が認められる。研磨は身部にはほぼ平行に，刃部に直交して施されている。
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第 94図 小型柱状片刃石斧 ・小型扇平片刃石斧 ・柱状両刃石斧 ・扶入柱状片刃石斧 ・未製品実測図
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断面形は四角形を呈する。

②小型扇平片刃石斧（第94図2・3)2点を確認した。 2は平面形が長方形，断面形が

扇平な長方形を呈し，基部に向かつて薄くなる。側縁 ・頭部は面をなす。器表は，丁寧な

調整によって平滑に仕上げるが，側縁には整形の際の剥離痕が顕著で、ある。刃部は，主に

片面から研ぎ出して成形する。縁辺には，使用痕とみられる小剥離を認めることができる。

3は，頭部と側縁の一部を欠失している。器表の一部には自然磯面がある。転機から剥

取した板状剥片を用いて周縁を階段状剥離によ って整形し，研磨調整ののち刃部を研ぎ出

しただけの粗製品である。刃縁には使用によると考えられる微弱な剥離痕が認められる。

③柱状両刃石斧（第94図4）断面形が楕円形を呈する柱状の両刃石斧である。刃部の形

状は，側縁からみると蛤刃状を呈し，刃先はやや外湾する。棒柱状の転機（亜円燦）を素材

とし，その表面をわずかに研磨して器体とする。頭部は欠損している。

④挟入柱状片刃石斧（第94図6・7) 2点を確認したが，いずれも破損している。

6は，扶入部分のみが葉理に沿って板状に割れ，残存したものである。挟りは凹レンズ

状を呈する。

7は，刃部を欠損しているが，頭部や扶入部は旧状をよくとどめている。頭部と側縁の

一部には整形時の敵打痕を残すが，全体に丁寧な調整が施きれている。断面は逆台形状を

呈する。当該器種は，器厚に対して幅が狭いのが一般的であるが，当例は器厚に対して幅

が広〈，特徴的である。

⑤未製品（第94図5）扇平片刃石斧の未製品であろうか。扇平な自然礁を素材として，

周縁を整形剥離した後，主要面を部分的に研磨している。整形段階で放棄したものであろ

つ。

⑥太型蛤刃石斧およびその転用石器（第95～99図）回収し得た太型蛤刃石斧は，いずれ

も折損しており，完形品は認められない。折損資料には，そのまま廃棄されたもの（1・2・

3・6. 7・8・10・11・12・13・14・15・32～34）と鼓打器や台石などとして転用された

もの（9・16・17・18・19・31・35）があり，中には類別が困難なものも含まれている。こ

こでは，これらの資料を太型蛤刃石斧およびその転用石器として一括して扱い，報告する

ことにする。総数38点を確認した。

転用の認められない折損資料には，基部だけが残ったもの（3・6・8・11・28），刃部

だけが残ったもの（7・12.13・14・15），柱状の器休の一部だけが残ったもの（1・2・10・

32～34）などがある。

転用の認められるものは，概して大形品が多く ，器体側縁の一部に著しい蔽打痕をとど

めるもの（21・22・24），器表の一方あるいは両方に敵打痕状の凹みが認められるもの（9・
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16・17・19・20・23・25・26・27・29・31・35）などがある。 21・22・24は後者の特徴をあ

わせ持つ。敵打状の凹みは， 2個が一対で施きれる例が多い（17・19・20・21・24・25・26・

27）。

9・10・27・31は未製品であろうか。利用石材は，重くて衝撃力に強い扮岩・砂岩が主

体を占め，加工し易い泥質ホルンフェルスなどもわずかであるが認めることができる。い

ずれの石材も丹波帯内に転磯として存在し，容易に入手することができる。

⑦打製石斧（第95図4・5)2点を確認した。分銅形のもの（4 ）と綴状のもの（5 ）とが

ある。 4は，大形の横長の剥片素材の周縁を整形しただけの薄いもので， 主要剥離面を大

きく残している。下端は，刃部としての機能を有していたと考えられるが，そこには小剥

離痕が連続して観察できる。未調整面を残す粗製品である。

5は，断面形が楕円状を呈する柱状の基部を持つもので，有肩石斧に似た形態をとる。

全面を整形痕と調整痕が覆い，周縁には階段状の小剥離痕が密接して残る。先端には使用

痕とみられる剥離が顕著である。

( 8）砥石（第 103図1～3・5)4点を確認した。立方体のもの（ 1・2・5）と扇平で

石血状を呈するもの（ 3）とがある。これらは，風化の進んだアプライトを用いた軟らかく

できめの細かいもの（ 1 ），やや粗めの砂岩製のもの（5 ）， 粗いもの（2・3）とに分けるこ

とができ，それぞれ仕上げ砥・中砥・荒砥に対応するものと思われる。大きさでみると，

1・2はノト型で、軽量，3・5は大型で、重い。使用の過程，使用対象 ・部位によって使い分

けされていたと考えることができる。あるいは，携帯用と非携帯用の

違いを示すものかも知れない。

砥石は，石器や鉄器の研磨に利用されたと考えられるが，その対応

関係は明らかでない。砥面が幅広くゆるやかに凹んでおり，石皿状を

呈する 3などは，磨製石斧製作に際して粗研磨段階で用いられたもの ぶ二三:::::::s-( ~ ) 
第 100図

であろう。第 104図4は石皿状の石器製品と考えて，砥石とすること

をひかえたが，3と同様のものである可能性が高い。

2は，有溝砥石である。方柱状の4面を砥面として用

い，それぞれの中央にU字状の溝が形成きれている。溝

は，中央に向かつて深くなり，連続するものとしないも

のとがある。幅は約5～ 9mm，深さは約2～ 5mmを測る。

研磨対象は玉類が想起されるが，定かではない。

( 9）その他の石器 その他の石器と しては，有溝剥片・

転用石器 ・不定形な刃器 ・石皿状石製品 ・陽物状石製品

- 139 -
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2 

第 102図 不定形な刃器

と，先に紹介した石製紡錘車 ・磨

製不明円盤 ・管玉などがある。

①有溝剥片（第100図）葉理に

沿って剥取した剥片を研磨し，磨

り切る途上のものである。主要面

をやや粗いめに研磨した後，幅 0.2

cm・深さ 0.1cmの溝を施す。側縁

には調整とみられる剥離痕がある。

裏面は欠損しているため明らかで

ない。薄い板状を呈する。黒色の

粘板岩を素材とする。 比較的大き

な剥片を擦り切って， 目的とする

素材をf尋ょうとしたものであろう。

②転用石器（第101図）一見す

ると，小形の石庖丁が中央部分で

破損したような形態を持つ。上端

部に孔があり，その部分で欠損し

ている。孔は，石庖丁と同様に両

面からの回転貫孔である。両側縁はわずかに面をなし， 一方には新しい研磨痕がある。 下

端部には，両面から研磨した跡があって，末端に小使用痕とみられる剥離がある。刃部と

して機能していたと考えられる。最大幅約 3cm・長さ約6.2cm・幅約 0.5cmを測る。粘板

岩製である。折れて使えなくなった石庖丁の側端を整形し直して，扇平な小形石斧として

利用したものと考えられる。

③不定形な刃器（第102図）図に掲げ、たもののほかに数点を確認している。いずれも頁岩

ないし粘板岩，ホルンフェルスなど板状に剥離する石材を素材としている。形態は各種あ

って統一性をみないが，一辺ないし二辺に両刃の刃部があり，残りの幾辺かに未調整部分

や破損面を持つ点て、共通している。

石庖丁等の製作に際して生じた板状剥片や失敗品を利用したものだろう。

④石皿状石製品（第 103図4・6，第104図1～5，第105図6～ 9）ここで一括して報

告する資料は，不定形な大形の磨製石製品である。器体をあまり整えず，器表の一部に研

磨を主体とした作業面を一 ・二面設定する点に共通性がみられるものである。いずれも欠

損しており，全形を知り得るものではない。

ハリ
A
生
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第103図4・第104図1・第 105図6は，作業面が凹んでおり， 細かな擦痕がある。特

に，後者は，器面が平滑で丁寧で‘ある。

第100図6・第 101図2・3. 4・5・第 102図7・8は，作業面が直線的で、’擦痕も

わずかにしか認められない。転用石斧に顕著にみられたものと同様のあは、た痕の認められ

るもの（第104図3）がある。作業台のような用途を持つものであろうか。

第102図9は，検出資料中で最も大きなものである。 中央部分で割れている。底面は平

坦に整形され，細かい研磨の跡が認められる。器表・側縁には敵打整形痕が顕著で，調整

はあまり丁寧でない。

⑤陽物状石製品（第85図5）棒柱状を呈するもので，頭部と基部側に，ほほ全周する浅

い溝を施している。器表には未調整面と整形段階の敵打痕が著しく残っており， 一部に磨

製石斧の転用品や敵石に見られるあばた状の凹みがある。施溝前の粗い研磨がわずかに観

察できる。石斧製作途上で破損した未製品を転用したものであろう。全長約14cm・幅約6

cmを測る。扮岩製である。

4小結

以上， 今回の調査で回収し得た石器を各器種別に取り上げて報告した。器種の明らかな

石器については，筆者の認識不足から視点が充分に及ばなかった模形石器の削片や剥片類

を除き，大部分のものについて図示し得たつもりである。しかし，器種 ・形態が明らかで
(j主1)

ないものや多数の「搬入磯」などに関してはほとんど触れることができず，遺物の出土傾向

や個別の分析などについても同様であ り，多くの問題を積み残している。

そこで，この項では，これらを補足する意味で，問題点を項目別に整理し，気付いた事

柄等を記すことにする。

( 1 ）器種構成について

本節の冒頭に記した通りであるが，再度記しておくことにする。

当遺跡から出土した石器類には，打製石器として石鉱 ・石錐 ・石匙 ・削器 ・模形石器お

よびその削片 ・鼓石・打製石斧・石核・剥片 ・破片などが，磨製石器としては，磨製石鉱・

磨製石剣 ・石庖丁 ・大型石庖丁 ・石鎌 ・石庖丁未製品 ・小型柱状片刃石斧 ・小型属平片刃

石斧 ・柱状両刃石斧 ・扶入柱状片刃石斧 ・太型蛤刃石斧およびその転用品 ・砥石 ・石皿状

の石製品 ・有溝剥片 ・陽物状石製品などがある。尖頭器 ・石小万 ・環状石斧などは認めら

れなかった。

今回の発掘調査地点は，環濠集落の縁辺部にあたることなどから，石器の回収率に片寄

りがあると思われる。今後，集落の中心部に調査が及ぶとすれば，器種構成に若干の変化

があらわれることも考えられる。

4
4
A
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これらの遺物は，土拡・溝の埋土あるいは包含層から出土したものであるため，直ちに

同時期のものとすることはできない。この点に器種構成を考える上での問題点を残してい

るが，武器類に対して，農耕具 ・工具類が卓越する傾向を指摘することができる。

( 2 ）利用石材について

当遺跡出土石器に利用されている石材は別表に示した通りである。全て肉眼観察による
（？主2)

ものである。

当遺跡では，打製石器の大半を占める剥片石器（石核 ・剥片を含む）には 2点を除〈全て

にサヌキトイドが用いられ，敵石や打製石斧には，チャート・扮岩 ・ホルンフェルスなど，

磨製石斧と同種の岩石が用いられている。磨製石器には，頁岩ないし粘板岩 ・ホルンフェ

ルス・砂岩・扮岩などが多く用いられている。石庖丁 ・石剣・石錐には頁岩ないし粘板岩，

石斧類のうち太型蛤刃石斧には扮岩 ・砂岩が結びつく傾向がある。
（桂3)

これらの岩石は，不明品 1点と搬入品であるサヌキトイドを除くと，肉眼での観察によ

る限りすべて丹波帯に露頭あるいは転礁として存在し，表採活動によって直接入手できる
｛注4)

ものに限られる。

( 3）当遺跡の石器生産体制

当遺跡では，利用石材の項で記したように，打製の剥片石器に用いられるサヌキトイド

を除くと，すべて地元で容易に入手し得る石材を用いている。これを，石材の入手方法と
（注5)

消費のあり方を目安とした石器生産体制の分類案に従って換言すると，

（ア）当遺跡の打製の剥片石器生産体制はII型に属する。すなわち，大半の石材を直接入手

し，集落内で製作して自己消費する類型である。

（イ）同様に，剥片石器を除く打製石器とすべての磨製石器は，石材を直接入手し，集落内

で製作して自己消費する類型一Iに属している。

となる。

以上のことから，石器生産に関する限り，極めて自己消費的な生産体制のもとにあった

ということができる。

( 4）石庖丁生産について

①製作工程の復元

さきに解説した未製品資料をもとlニ，当遺跡の石庖丁の製作工程を大まかに復元してみ
（注6)

ることにしたい。

第 1工程一素材を直接入手する。 （丹波帯内も露頭付近から転磯＝亜角磯を採集する。同

種石材を用いた石皿状石製品の搬入状況をみると，露頭付近の 1kg前後の転機を選んで持

ち帰っている。また，粘板岩製の板状剥片の中には表面がかなり風化している例があるこ
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となどがこれを裏付けている。採集地で岩盤や母岩から割り取る例については関連資料が

ないため明らかでない。）

第2工程一目的刺片の生産。（磯状の搬入素材に対して剥片剥離作業を行い，目的剥片を

得る。）

第3工程 目的剥片を敵打整形し，大体の大きさに加工する。

第4工程一周囲を敵打し，目的とする形態へと近づける作業を行う。

第5工程一更に細かく調整剥離を行い，一部あるいは全部を粗研磨。

第6工程一錐を用いて穿孔し，紐穴を作る。（厳打による凹みを作らず，ただちに穿孔す

るのが当遺跡の特徴であるようだ。これは素材として頁岩ないし粘板岩を一元的に用いて

いることと関係がある。粘板岩は層状剥離を特徴とし，葉理に対して垂直に行われる蔽打

はなじまない。）

この後の刃付近や仕上げの工程については資料が無いので，どの段階で施されるのか明

らかではない。

②太田遺跡における石庖丁生産

今回の調査では，石庖丁とその未製品を多数得ることができた。これらは，前期末から

中期初頭にかけての石庖丁生産の一端を明らかにしたと言う点ばかりでなく，丹波帯内に

おいて初めて石庖丁生産の実態を具体的に示した点でも意義深い。

上述した諸点から当遺跡の石庖丁生産について次のようにまとめることができる。

当遺跡の石庖丁生産は，遺跡の周辺に分布している露頭から石材を直接入手し，自己消

費を目的として集落内で生産・加工するタイプに属している。石材の選択は一元的であり，

他地域生産石庖丁に対して排他的傾向を示すのが特徴的である。

丹波層群に産する頁岩ないし粘板岩を素材とする石庖丁は，紀ノ川南岸産の結晶片岩製

石庖丁とならんで弥生時代中期に畿内地域中央部において広〈分布することが知られてい

る。三島地域にある安満遺跡などがこの粘板岩製石庖丁を用いるタイプサイトとして概念

的に位置づけられ，同種石庖丁流通に際して仲介的役割を担った主要な遺跡のーっとして

理解きれている。太田遺跡は，使用石材に関してみる限り安満遺跡同様，丹波地帯産粘板

岩製石庖丁利用の典型的な遺跡であると言うことができる。また，当遺跡は畿内とは丹波

山地で隔てられてはいるものの，地理的にみて西摂・ 三島・乙訓各地域に連なり， 土器の

文様・器種構成の上でも相互に密接な関係があることを認めることができる。これらの事

から，石材供給についても一定の社会的役割を果たしていたことは想像に難くない。

今後，地域間交流を具体的に検討していく上での課題である。
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( 5）擦切手法

有溝剥片は，当遺跡の磨製石器製作の過程において擦切手法が存在したことを示す貴重

な資料である。この手法は，朝鮮半島の技法を引くもので，薄身の磨製石器の製作にあた
（注8)

って石材の裁断や成形などに用いられるものと考えられている。当遺跡からは，有茎の石

蟻が一点確認されているが，有j馨剥片はこのような製品と密接な関連があるものと思われ

る。 （田代 弘）

注1 『楠・荒田町遺跡発掘調査報告書」神戸市教育委員会 1980 

注2 京都府立山城郷土資料館技師橋本清一氏に鑑定をお願いした。

注3 サヌキトイドの具体的な産出地点，搬入経路などについては明らかではない。断面が漆黒

色を呈する良質なものと，流理構造が発達した粗質のものが認められる点に注意したい。

注4 丹波層群は古生層であり， 頁岩ないし粘板岩，チャー ト輝緑凝灰岩，砂岩などが含まれ

ている。また，当遺跡のある台地に隣接する行者山は，中世代に生成した花筒岩が古生層

の中に貫入してできたもので，周辺の古生層は直接熱変成作用を強くうけてホルンフェル

ス化しており， 最も入手しやすい石材の一つである。

扮岩は直接熱変成作用を受けた火成岩で，花関岩地帯に多くみられると言う。当遺跡周

辺では保津川の河床に転磯として集積している。

注5 下条信行「石器の生産」 （『弥生文化の研究 5 道具と技術I』雄山閣）1985 

注6 酒井龍一 「磨製石庖丁」 （『弥生文化の研究 5 道具と技術I』雄山閣）1985 

注7 酒井龍一「石庖丁の生産と消費をめぐる二つのモテソレ」（『考古学研究』第21巻第2号）1974 

注8 注5と向じ
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付表4 石器観察表

11 5品、

図番号 出土地点 出土層位 故大長 最大脳 最大厚 重量
干l 半ぜ

村ii 1j （川） (cm) （日） 半t耳i?', 団lfヒ／St 村；； )j 

第78図
J 地区 男、色土上層 1. 9 1.3 0.4 0.9 

サヌキト
新1 イト

2 K J也区 排土 2.2 2.1 0.2 0.6 II II 

3 S Kl49 1~ ·ごI 2 2 1.7 0.3 0.9 II II 

4 J I也l王 旦1色i」一層 2 .4 1.9 0.3 I. 5 II II 

5 KV25 砂層 2.8 2. 7 0.4 0.8 II II 

6 J 地区 排j 1 4 1. 8 0.4 0.9 II II 

7 J J也区 ＃｜土 2.0 1. 8 0.3 1. 8 II II 

8 J I也区 JJHc 2.9 2 1 0.7 3.8 ifit文岩様 5~J i 祈~」~Jizカfヒ' 
ら tιる

9 J I也区 ＃｜ニlょ 1. 8 1.4 0.5 0.8 
サヌキト

新イド

10 J t也区 排土 1. 5 1. 6 0.2 0.7 II II 

11 S D0208 思土 1. 9 1. 6 0.3 0.8 II II 

12 KY30～ 31 黒色1 2.4 1. 9 0.2 1. 3 II II 

13 J 地区 排土 1. 4 1. 5 0. 2 。7 II II 

14 J 地区 相｜土 1.6 1.7 0.3 0.9 II II 

15 JK・ }J;＇，色土 2.3 1. 6 0.4 1. 6 II II 
J L35～ 36 

16 J 地区 黒色こi 2.6 1. 9 0.3 1. 5 II II 

17 J V28 相｜土 2.4 1. 5 0.4 0.9 II II 

18 J I也125 排土 1. 8 1. 3 0.2 0.6 II II 

19 J 地区 期色j 2.3 1.7 0.3 1. 3 II II 

20 J 地区 排土 3.0 1. 3 0.4 1.3 II II 

21 J 地区 JJl>L 1. 4 1. 6 0.3 0.8 II II 

22 J p 30 !J＇色1 2.1 1. 7 0.3 0.9 II II 

23 J J也区 紫色土 2.1 I 2 0.3 0.6 II II 自然1f1iH7若

24 ] H27 黒色土 3.2 1. 7 0.5 2 .2 II II 

25 J 地区 /1'，色1 3.0 1. 8 0.4 2 .0 II II 自然！（if付着

26 J J也区 中色j 2. 9 1. 4 0.6 2. 0 II II 
自然、1(1f付着
未製品

27 KY33 黒色ゴ 2.9 1. 9 0.6 2. 5 II II 自然由lN活

28 K V34 型色ごl 3.4 I. 8 0. 7 2.8 II II 未製品

29 J I也j)( 担I<±. 3.6 2. 5 0.5 3.0 II II 未裂品

30 J 地区 相｜土 4. 2 1.1 0. 38 2.6 II II 鈴iih1Uま辺

31 J 地区 排土 7.0 1.7 0.5 5.0 II II 中央官｜；で1Jitil
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干i f1I: 

図番号 11¥:U也有 :I：土層｛立 最（c大m長） 政（ι大m幅） 最大厚 重量
:/1 本4

保l 考(cm ( g) 手十ヰ1名 風化1主： i1iii 巧
第79図
KX・KV30 賀補色砂質土 3.2 1.1 0.3 0.9 

サヌキ ト
新「イド

2 S Kl49 坦1士 4 .4 1. 2 0.7 4.5 II II 自然面付着

3 S Kl49 I盟土 4.2 3.1 0.7 7 .5 II II 

4 KY36 黒色土 5.4 2.5 2.0 2.0 II II 自然而付着

石匙 ・向I）器

図番号 :1：土地山 出土層｛立
最大長
最（c大m幅） re大m厚） 重量 Ti ヰ4

f翰 考(cm) ( g) 手f平i?'. 風 H二1支 怖i 巧
第80図 s 00208 13!.±. 3.0 4.8 0 .4 5.0 

サヌキ ト
新 自然面付着1 イ ド

2 s 00208 II 2.8 7. 0 0.7 20.0 チャー ト II 

3 J 地区 排土 3.0 3.0 0.5 10.0 
サヌキ ト

II 自然耐付着
イド

4 J £33 ！！＇~色土 5.3 5.8 1. 2 37 .0 II II 自然所付着

5 S Kl49 埋土 5.2 7.6 0.8 35.0 II II 

6 J 030～33 黒色土 5.4 6.9 0.8 42.0 II II 

7 KU33 II 4.7 7.6 0.8 62.0 ，， II 
自然面付着，
ツイ ンノ，，レフ’

8 KV27 /I 4. 4 5.0 1. 3 35.0 /I II 自然面付着

限形イ1＃品

図番号 出jJ也占 日i土層｛立 最大長 最大幅！最大厚 重量 11 キ4
f賄 考(cm) (cm) (cm) ( g) 日1i名 周¥fヒI立 f市i 考

第81図
KW33 !J:'，色土上層 2.5 1. 9 0.7 3. 7 サヌキ卜 新1 イ ド

2 K V37 ；黒色ゴーJ層 1. 9 2.6 0 .4 2.8 II II 

3 s 00208 JW土 1. 8 2.6 0.6 3.5 II 

” 
4 KT37 黒色土 3.4 2.2 0.8 6.5 II II 

5 
J L～ 

黒色土上層 2.7 2.8 0.8 5.5 II II J T35 

6 K Y33 黒色ゴ上 層 4.1 2.5 0.5 8.4 II II 自然而付着

7 s 00207 rn土 4.0 2.2 0.6 9.6 II 

” 
8 s 00207 J！μ土 2.9 3.0 0.4 7 .3 II II 

9 K地区 排土 3.2 3.6 1. 2 13. 7 II II 

10 s 00208 I早土 2.6 2.3 0.8 5.5 II II 

11 s 00208 J!j！土 3.1 3.0 1.2 10.0 /I 

” 
12 s 00208 J'I＇.土 3.8 3.1 0.8 10.6 』，

” 
13 J L34 主jJ，色土 2.2 2.4 0.5 3.0 ” 

II 

14 s 00207 JW土 3.5 3.5 1. 2 16.5 ／／ II 

15 J 地区 fll':L 4 .4 3.4 0. 9 15.8 II II 自然面付着

16 KU36 異色土上層 3.6 3.0 0.8 11.0 ” 
/I 

17 
KT～ 

茶尚色土砂層 3.3 P26～33 2.9 0.7 8.1 ” 
II 

18 J P25 紫色j」一層 6.4 4.2 2 4 93.0 II II 
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悦形1.111誌の削r，・他

図番号 tlJj・j也ハ、 出土層位
kl:大長 最大仙i最大厚 重：iU: イ1

ーー
保i .Y; (cm) (cm) (cm ( g) 手fl,・:r. ！瓜Hニ！良： ilii Aち

~182図
J E31～32 虫色土」層 3.2 1. 6 0.6 2.3 

サヌキト
新 自然面j付着

19 イド

20 S D0207 埋土 2.9 1. 6 0.4 3 .4 II II 

21 
K T～ 

黒色土 3.6 1.8 I .1 7.6 ” 
II 

P26～33 

22 K S～ 黒色土 5.2 1. 8 0.8 7.3 ” 
II 

KX32 

23 S D0208 j_illj_ 5.4 2.4 0.6 11. 5 II II 自然面l十l稲

24 S D0208 出土 7.1 2.6 1. 5 19. 7 II II 

25 K地区 黒色士 6.4 2. 5 1. 8 30.5 II II 自然、面付着

26 S D0207 till土 6.8 2.5 1. 8 22.3 II II 

27 J B25 主性色土 8.5 6.2 3.2 240.0 II II 自炊商l付ラ~i'

未製品

図番号｜ 出土地点

第悶｜川 区
敵正i類

白昼
け
一

ソ
一
げ
hu一j
 

E
句
、
｝
－

A
U：
 

二
J

C

1
i

f
 

幅
）
一
2；
 

一コ
C
一

唱

1

j
 

長
）
一
7：
 

i
J

ぐ
一
民
υ

j
 

ム正

一！
 

層
一

土

土
一

排

川

d

一

平1 村

風化度 T 1~i; ;;; 

新

1繭考岩'ti;I', 

サヌキト
イド

干iH¥未製品の転用品か

図番号 出土地合 11：土層位
最大長 最大幅

最（c大m厚） 重（g量） 
イl 半4

1市i タJ 
(cm) (cm) 岩ヰi;I', 皿.＼itl!l'. 1~1 Jち

第84図
J p 31 .~；＼色土層 5.2 I. 9 1. 2 8.3 チャート 章者1 

2 S D0208 埋土 10. 7 7.5 7.2 345.0 砂岩 ~~ 細粒砂

3 S D0207 思士 7.0 5.7 4.0 210.0 チャー ト 新

4 S Kl34 国土 7.6 6.6 5.2 370.0 II II if;：：白化

5 J D34 炉、色土 11. 0 8.0 6.0 690.0 II II 

6 S D0205 I里土 10. 2 8.2 3.6 460.0 ” 
II 

第SS図
J I也区 黒色土 7 .1 2.8 2.0 50.5 砂岩 9¥J～中 細粒砂

2 S D0207 t型土 7. 1 8.7 4.5 380.0 町7岩 色~.句~作＇：C，』＇是m正，11.
コ？ILl:t:.¥,',

3 S D0207 出土 9.9 8.1 6.2 700.0 百｝岩 }f』－イ.；：··~..... 
::fiLl:f,¥,', 

4 S D0207 埋土 8.2 7.0 3.9 700.0 紛岩 中 イ~~.民3.. ; ’島~；（i 

石 核

図番号 出土I也占 出土層f立 政大長 最大幅 最大厚 重量
11 キ寸 f繭＝ 考（仁川） (cm) ( g) 岩石名 麗l1ヒ！主 iiiii 巧

第86図
J G25 黒色土 7.3 6.0 4.2 195. 0 

サヌキ ト
新 自然面付着

1 イド

2 J 地区 [f！，色土 4.0 3 .1 2.5 28.0 II II 自然出I付着

3 J 地区 黒色土 4.1 3.3 3.1 40.0 II II 自然面付着
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磨製石E脹

E「出土地点
第吋 J 027 
磨製石脅lj

図番号 出土地点

第88図
S Kl49 2 

3 s 00208 

4 s 00208 

5 
J 024～ 
J F25 

6 s 00208 

I＇天蚕 ｜最大幅l最大摩｜ ；重量I 訂 正
出土層位 I(cm) I (cm ) I (cm ) I ( g ) I岩石名

黒色土 I 6.9 I 2.2 I o.3 I 3.o I珪質頁岩 ｜ 新

出土層位 最（c大m長） 最（c大m幅） 最（c大m厚） 
重量 石 キ4
( g) 岩石名 風化度 f出j 考

埋土 3.9 2.1 0.7 9.2 
頁岩

新 やや珪質
～粘板岩

埋土 5 .1 3.3 0.9 21.1 II II 
極細粒
砂～ンルト

埋土 9.1 2.3 0.9 25.0 II II やや熱変成

黒色土 6.3 2.9 I. 5 29.0 II II 

I里土 18.0 6.1 1. 9 285.0 II 弱～中

石庖丁・大型J石庖丁 ・石鎌

図番号 出土地点 出土層位 横（cm長） 
縦長
最（c大m厚） 
重量 正i 中4

(cm) ( g) 岩石名 風化度 イ市i 考

第89図 J地区 黒色土 8.2 4.0 0.7 28.0 f主質頁岩 新1 

2 S Kl32 埋土 6.7 4.5 0.5 25.0 
頁岩

新
0.5rnrn以下

～粘板岩 σ)tlf，占

3 KY36 黒色土 7.4 4.6 0.8 38.0 II 目号
やや砂質
ややi註灰質

4 s 00208 理土 5.9 5.5 0.6 26.4 II 新

5 J R～J s 黒色土 5.1 5.2 0.6 25.0 II 新29～26 

6 KS30～34 黒色土 10.6 5.8 0. 75 70.0 1尼質砂岩 新
かな＇Jilt質
で極細粘砂

7 
K Y～KW  

黒色土 4.8 2.9 0.4 8.0 
頁岩 新～弱 ややf_t質

27～28 ～粘板岩

8 s 00205 J!fi_土 11.5 5.0 0.8 70.0 II ~＂ 司
細かなオルタ
ネーンヨン

9 KY30～31 黒色土 16.8 4.3 0.7 70.0 1主質頁岩 新
0.2～0 .1 
mmσ）~f.S>~ 

10 s 00208 埋土 16.6 4.5 0.4 72 .0 II II 

” 
11 s 00208 法土 17 .5 5.0 0.4 70.0 ” 

II II 

第90図 J I也区 黒色土 3.8 1.8 0.4 7.0 
頁岩ない

II 
12 し粘板岩

13 KV33 黒色土 4.2 3.3 0.4 5.0 II II 

14 s 00207 t旦土 6.4 4.5 0.8 23.0 
泥質ホルン

~~ 7ェlレス

15 s 00207 出土 3.2 2.3 0.4 3.0 
頁岩

新
～粘板岩

16 K I也区 黒色土 4.9 3.3 0.5 13.0 f圭質頁岩 ” 
17 J 030 黒色土 7.3 3.8 5.5 24 .0 

頁岩ない
II 

し粘板岩

18 KX・KW31 黒色土 3. l 3.6 0.9 10.0 II ~~ 

19 s 00208 埋土 3.7 6 .1 0.4 10. 0 II 
法質な昔日
分が多い

20 J 024 黒色土 7.0 5.2 0.4 28.0 II 号守

21 KY25 暗灰色砂質土 5.8 5.8 0.6 28.0 珪質頁岩 5号

22 J Q30 黒色土 8.4 5.1 0.7 45.0 泥質砂岩 新 かなりiltf質q 
極細粒砂

23 s 00208 i単土 4.6 6.2 0.6 22.0 
頁岩 新

0.2mmの
～粘桜岩 J,lf点

太田遺跡

備 考

f蒔 考

｛席 考

紐穴が認められない

使用痕顕著

統擦れ痕 ・使用痕顕著
未穿孔痕あり

10・11は一括出土
未穿孔痕あり

石鎌状

組製

風化が著 しい

未穿孔痕あり
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図番号 出土地点 出土層位
横長 縦長

最（c大m厚） l雪日量） =Ir i'J 
備 Y; (cm) (cm) 芋flii'. ）盛.uヒf主 Mil 巧

24 s 00205 ，，，，土 9.1 4. 5 0.6 32.0 Jl.'t'l頁岩 #Ii 紐擦れ痕あリ

25 KR29 黒色土！音 5.8 5.3 0.8 38.0 頁岩 新
ややE単純l未穿孔痕あ り

～粘板岩 粒砂質

26 KX24 血色j: 9.0 5.2 0.7 48.0 ” 新～~＼） 殻才n.~形痕llli~宅
未穿孔痕あり

27 s 00208 t.11L:L 6 .1 5.5 0.5 35.0 II 新

28 s 00209 J!llj:. 10.7 5. 4 0.4 40.0 J!.i'l頁岩 II 未穿孔痕あり

第91図
K f也区 ＃｜土 2.4 0. 2 0.4 3.0 II II 

29 

30 J A31 黒色土 4. 7 2 1 0.4 4.0 頁岩 II 
やや凱変

～中出版岩 成

31 3.6 2. 0 0.5 II II 

カ‘主り f多~'ft 
32 KW24 5.2 l.7 0.3 8.0 II II 0 I～0 mm 

σ）Jli.'.＇人 L、

33 KX24 2. 7 4. 3 0.3 8.0 注質頁岩 II 

34 S Kl32 t~土 5.0 3.9 0. 7 20.0 頁岩 新～~＼）
～粘板岩

35 KV30 5.6 3.7 0.4 8.0 II II ややは質

36 KV33 1.4 5. 2 0.6 4.0 Jlf1頁岩 ~~ 以白化 風化1;＇しい
頁岩 カもなり1L'l'I 

37 K030 6.8 3.5 0 .4 13.0 新 ~2mmHI".'.'.• . 
～粘板岩 、、

頁岩 カなり Il)'t
38 K Y30～31 4.8 5.0 0 .4 14.0 

～tli牧岩
II 0多. 2mmltl 

L、

39 J 地区 黒色土 3.4 3.3 0.8 18.0 砂岩 コ＇iリ. 淡緑色オ I~7 
才、ーンョン

40 s 00207 t'l1土 4. 8 4. 2 0.6 18.0 頁岩 新
～粘板岩

41 J A26～34 ！！：＇.色ヰ 6.3 4. 2 0 .4 18.0 頁岩 II キ1l製
～粘f!i岩

42 J B29～30 紫色ヰ 4. 9 8.6 0.7 18.0 II II 
やや熱変

大則正i庖丁
成

43 J A地区 期色j:. 9 .1 5.3 0.9 68.0 II II II 
正1鎌
使用痕顕著

44 s 00207 坦l土 7 .6 5.0 0.8 35.0 II ~；）～ 中 大司'I石庖丁

45 s 00208 I型土 9.3 6.4 1. 0 90.0 
砂'ftホルン

来行 li 鎌使用依~fi若7ェルス

46 J I 36 黒色j: 17 .4 9 .1 1. 0 215. 0 l'i岩 大型正ii包丁
～粘板岩 使用痕E良幸1

石庖寸未製品

図番号 出土J也己1 出土層位 符｛長 縦長 最大厚 質量；
1 r 十4

f蔚 -fj (cm) (cm) ( crn) （日） 若干i1片 f~＼イ七！皇： やii; 巧
第92図 J M～J 

黒色こ1 5 .1 3.5 0.7 18.0 頁岩 りせ～中 未穿孔Jkあり47 30～33 ～粘板岩

48 K I也区 黒色土 8.3 4.9 0.9 45.0 II 中 掠休下半にのみUlf療が4

49 K t也区 排土 6.0 3.0 0 .4 14. 0 fl1'l頁岩 .¥:Ii 未穿孔痕あり

50 s 00207 見土 8.4 5.6 0.6 40.0 II II 
0. 2mm<7) 

上縁研磨
J)上・＂・＇、多い

51 s 00207 坤土 5.2 4.6 0.8 20 .0 1日'i'iホ／し／ II 
やや熱変 J縁・ 下縁に研謄痕7ェルス 成

52 J P23 無色j・ 7.3 4.1 0.6 18.0 頁岩 弱～中 II 卜紋研磨（楽壇l直交）～キr'r板岩

53 s 00207 組土 8.8 5. 7 0.6 45.0 II ギ行～＼）＼）

54 J 地区 相i土 7. 4 5.6 1. 0 25.0 II II 

55 J L～ i 35 黒色土 7.1 6 .1 0.8 53.0 II 新 ややJJ'fJ
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図番号 出土I也告 出土層f立 横長 縦長 駐（c大m厚） 重量
平1 キ，t

｛脂 考(cm) (cm) ( g) 岩石名 風化！主 f車i Y; 

56 s 00207 Jfil:L 11.3 6.4 0.7 52. 0 頁岩 新
かなりJJ.

～粘板岩 ft 

57 s 00208 J'll:L 13.0 4.5 0.5 43.0 JJ質頁岩 II 
0 2mmの

使用依ありIA上布多い

58 S K204 J!l'.ヰ 15 .3 7.5 0.9 1125.0 
iii:質ホルン 新～弱 極純i粒砂 中央部で折打1
7ェルス

第93図 s 00207 J.'1'.土 6.9 5.6 0.8 52. 0 政質頁岩 新
0 .2mmC7) 

59 J;l£点多い

60 J地区 ＃｜土 9.2 5.7 0. 7 頁岩
II 

～粘板岩

61 K U～V29 茶宇品色土 9.8 5.0 I. 4 92. 0 暗号ホルン 来Ii～中j 極細粒砂～32 フェ／レス

62 s 00205 i里土 9.5 5.7 0.9 65.0 II 事片

63 J B29～30 黒色土 18.6 4.0 I. 2 
頁岩

中～弱
～粘板岩

64 J 地区 排土 6.3 9.5 I. 2 II II 
最lj片
自然而付着

65 J 地区 排j二 7.5 12 .1 1.6 160.0 II II 刺片

小町，，ね十人）；刃：：｛jf,ミ

最大長 最大幅 最大厚
重（日量） 

1i ＋寸
｛品 "i'j・ 図番号 出土J也占 出土層位； (cm) (cm) (cm 岩石名 ｜ 姐化度

,,. . 
第94図 J Y～T 

黒色土 5 .4 1.2 1. 2 13.0 頁岩 ［ ~）＼） 1 27～29 ～粘板岩

小型扇平片刃石斧

最大長 最大幅 最大厚 重量 干I 村
イ繭

"" 
図番号 出土地山 [I¥ごLl!!if立 (cm) (cm) (cm) （日） 岩石名 ｜ 姐化度 ｜ 似i 考
第94図 J B29～30 黒色土 5.4 2. 0 0.7 11. 8 剥i2 ～粘板岩

3 s 00208 jl~j- 5.7 2.9 1. 0 17.8 

村状日•i 刃 ：：｛ j 斧

段大長 最大幅 最大厚 重量 平： ＋イ
fnii Jj 図番号 出土地均 吐＼jI討｛立 (cm) (cm) ( Clll) ( g) 岩h名 I風化I主 ｜ 明ii Y; 

第94図 85.0 新
' I 3mmの

J E25 具色j・ 8.0 3 .1 2.1 IA土Ji,4 

扶入柱状片刃石斧

最大長 最大幅 最大厚 重量 Ti キf
↑鵡 1'; 図番号 .~：仁if血「： :11土層位 ( Clll) (cm) (cm （日） 岩:tiJ名 刷litr皇： i•Hi ，号

第94図 よL＼色j 7.0 4.0 1.1 34. 5 
頁岩 弱～中 ィ余白flK X～W31 ～粘板岩6 

l主総色
KT36 三平色ゴー 8.4 5.5 3.5 23.9 砂岩 新 極細tu砂

未製品（扇Fド片刃干1斧か）

最大長 最大幅
最（c大m厚） 
重量 ヰ1 キ4

1市i J, ど図番号 HI土I也，民l :II土層位 (cm) (cm) ( g) 岩石名 ｜ 風化度 Ii•Hi Y;・ 
第94図

J N29 黄白色砂 8.0 4.5 I. 3 50.8 泥質ホルン 1SJ¥）～中5 7ェ／レス

太1¥'l~；~刃およびそのも、昨！石器

図番号 :Iしu也有 「＼＼土H首位 段（口大11長） 最大幅 最（c大m厚） 
重量 11 小寸

｛出 ij・ 
(cm) （百） 岩石名 凪l1l二度 iliii Y; 

第95図 2.3 5.4 I. 5 1 

2 s 00205 J'l'.jニ 9.8 5.8 4.8 420.0 E分岩 来行
1～3mmの
長石斑品

3 s 00207 jl~ニ｜ 8.6 5.4 3.5 210.0 砂岩 II 淡緑色

6 T L34 黒色土下層 10.5 6.6 5.5 610.0 砂岩 II 
キIll～
中恥＇di'.J;、

7 J P29 ij(白色砂層 10. 5 6.3 4.8 510.0 扮岩 <)¥] 
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図番号 出土地，山 出土層i:ir. 最大長 最（c大Ill幅） 最（c大Ill厚） 重（日量） 
司「I キ4

｛脂 ~· (crn) 告干I;f, J瓜fヒI.it fiii；巧
第96図 KY25 紫色土 2. 7 5.6 4.2 90.0 砂岩 %～中

制II～
8 中半：；1，砂

9 7.5 6 .1 4.8 

10 s 00207 坦1土 3.5 5.4 4. 5 100.0 砂岩 7刀3司刀 制粒砂

11 
K T～K R 

黒色土 6.2 6.0 4.2 190.0 E分岩 ~~～中
] mm石英

29～31 長石37£晶

12 K 地区 黒色土 4 2 3.8 3.7 新
I 2mmσ3 

60.0 II 量b毛一布山ii.lh＼岩/, 

13 s 00208 J型土 4.9 4.6 3.9 90.0 II II 2 mm イ·~，央1 l～2mm 11 
f刈，＼，＇， fi·~·

14 KP29 黒色1 6.5 6.4 4.5 190.0 II 新～昔日 やや砂n
15 s 00205 拠土 4.0 5.5 3.7 80 .0 

ilt.質ホル／
~＼j～中 ペコペコ

7ェルス 熱変成

第97図 s 00208 J'Ji.±. 8.5 6.2 2.8 210.0 百｝岩 ~·ヨ' 
2～3 mm 

16 角閃石斑品

17 s 00201 出［土 12 .0 6.0 4.6 495.0 II 宥I
l～5 mm 
長干i.¥lE品

18 J L28 ！￥.色土 8.5 7 .2 4.1 380.0 砂岩 II 
紺l～極
制も＇i砂

19 s 00207 I型土 11.9 6.8 4.5 635.0 F分岩 ~＼i～中

20 s 00205 出土 12 .3 7.3 4.5 570.0 II II 
1 -3 mm 
石英J;¥,ト品

21 KX33 黒色土 9.8 7.1 4.8 510.0 II 新～弱
l～3 mm 
長石J;¥,十品

第98図
砂岩 新

制色

22 s 00205 I里土 9.9 5.8 3.6 410.0 0白5色mm玖£JI,

23 s 00207 理土 10. 7 7.3 3.2 410. 0 II 新～5¥j 紺l粒砂

24 KV31 梨色土 10.5 6.9 4.3 420.0 II 弱～中
紺i～
中粒砂

25 S Kl49 挫土 11.5 7. 3 4.9 730.0 Eす岩 II 
I～2 mm 
石:l;t.l;t上品

26 s 00205 I早土 12. 4 6.5 4.1 520.0 II 新～~＼j
l～4 mm 
長石現f品

27 KV35 虫色土 13. 3 8.5 6.6 1150.0 II 弱

第99図 s 00207 t里j 6.5 5.5 4.0 210.0 砂岩 II 
紺l～極紺l

28 事i<H

29 s 00207 組土 6.7 7. 5 4.6 390.0 扮岩 新
2去と-3mmグヲ
不，t岩!hi'/, 
I又l象大

30 s 00209 I盟土 5.8 5.6 4 .1 220.0 II II II 

31 J 0・JM 黒色土 8.5 7 .2 4.3 350.0 砂岩 新～%
紺｜～

33～32 中粒砂

32 J地区 黒色土 6.9 6.8 4.6 340.0 王分岩 ,, 2～3mm の
長正iJ；＼£品

33 J 地区 I盟土 7.7 6.5 6.0 330.0 II ~＼j 角Fll石
37£品

34 J N25 黒色土 6.5 6. 7 4.7 320. 0 砂岩 II 朝日粒砂

35 s 00207 I里土 10.0 6.8 4. 4 370.0 II 新 制i時＂＂－砂

打製石斧

図番号 出土I也出 出土層位 最大長 最大幅 最大厚 重量
Ti 村

｛砧 ;1>)・ (cm) (cm) ( crn) ( g) 岩石名 且w二J主： 明ii Yi 
第95図 J 地区 排土 9.1 4.5 1.0 50.0 頁岩 事長～弱 fJ'i'.l 4 ～粘板岩

5 K V29～30 虫色土 10.8 5.5 1.8 150.0 ill:質ホルン
7ェ／レス 司自 重青石
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図番号 出土地点

第l出図 J 地区1 

2 J L28 

3 S D0205 

5 S D0208 

有溝争lj片

図番号 tH土地内

第l同図 Kt也区

転用手1器

図番号 出土地点

第101図 J K31 

不定形な刃恭

図番号 出土j也点

第l凹図 J I 36 
1 

2 J地区

3 S D0208 

石皿状石製品

図番号 出土地点

第!OJ図 J N31 4 

6 s 00207 
第l倒図 J I 36 1 

2 J池区

3 s 00208 

4 s 00207 

5 KX24 

第l田図 S D0208 
6 

7 S D0209 

8 s 00207 

9 KV24 

陽物状石製品

図番号

第85図
5 

出土地点

S D0208 

太田遺跡

出土層位 最（c大m長） 最（c大m幅） 
最大厚 霊（gf在） 

イi H f荷 考(cm) 岩1i:?'. l~＼Hニ！支 制ii 考

排土 7.5 3.3 0.6 砂岩 新～ ~~j

黒色土 8.0 3.3 2.8 105.0 II 中

埋土 13. 4 6.3 3.0 235.0 II II 

埋土 21. 5 6. l 5.2 1305.0 ” 
II 

出土層位 最（c大Ill長） 
最大幅
最（c大m厚） 
重量 干1 キ，f

｛店j ヨ区, 
(cm) ( g) 岩石名 ｜風化度 ｜備考 1

黒色土 3.3 3.3 0.5 8.0 頁し粘岩板な岩い ! 中

出土層位 最（c大m長） 最（c大m幅） 最（c大m厚） 
重量 才I 材

｛出 J5・ 
（ι） 岩石名 ｜ 胤化度 ｜ 備 考

黒色土 5.9 2.9 0.5 11. 0 頁岩ない ｜
し粘板岩

新 ｜ややJt.質

縦長 横長
最（c大m厚） 
重量 干1 ＋寸

↑蔚 考出土層位
(cm) (cm) （日） 宅；石名 風化度 fij有考

黒色土 3.5 5.2 0.6 18.0 
泥質ホルン 新～~~
7ェ／レス

頁岩ない
排士 4.8 3.9 0.7 18.0 

し粘板岩
中～弱

55.0 新
I～2 mm 

排土 7.3 6.3 0.8 II 
の斑品

出土層f立 最（c大m長） 最大幅 最大厚 重量
平了 キ寸

イ席 考一
(cm) (cm) ( g) 若干i1". 風化度 備考

黒色土 7.8 13.5 3.0 360.0 
砂質ホル／

~日>J 
7ェlレス

t!J!.土 27 .0 7.5 5.5 1405.0 来封 中粒砂

黒色土上層 14 .2 8.7 3.3 490.0 砂岩 中 高Ill粒砂

黒色土 12.2 17.0 5.4 1600.0 
砂質ホルン

~~ 
ブェルス

県土 16.2 13.3 8.5 E骨岩 II 
l～9 mm 
長石J;t£品

出土 16.0 6.2 7.3 1500.0 II 新
l～5 mm 
長石斑a"11

黒色土 18.3 11.2 6.8 アプライト II 花フ・岡ラ岩fイヒアト
出：白

埋土 17.5 17.0 8.5 73.0 
ilt質ホルン

II 重青石
7ェjレス

1盟土 13. 5 9.7 5.4 1100. 0 T分岩 ~~～ 中
1 -3 mm 
長右J;lf品

埋土 18.0 11. 5 3.6 900.0 
泥質ホルン

新
やや

7ェルス 熱変成

単色土 10. 0 21.0 6 .1 1290.0 
砂質ホルン

II 
7ェjレス

出土層位｜官庁調和問 一 1＇風化度い 考 イ蒲 考

溝底 ¥13.sl s.71 s.417sool 扮岩 ｜ 新 I 
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第3節木器

今回の調査で出土した木器は，総数にして約 3.000点を数える。中には加工が施されて

いない木材も数多く含まれている。しかし，木器の中で，使用目的の推定できるものは農

具 ・工具・建築材など少数である。時期はほとんどのものが弥生時代中期前半に属するも

のと考えられる。これらの大部分は，特に溝SD0207・0208内から出土したが，溝SD0201・

SD 0205・SD0209からも若干出土した。

( 1 ）農具

農具は鍬6点・杵4点が出土した。鍬は，広鍬と狭鍬の2種類がある。杵は完形のもの

はない。

広鍬は， 2点あるが（第106図3・第 107図4），そのうち 3は，頭部先端がわずかに外

湾し，刃縁部が直線状を呈する。側縁は，上半が浅い弧状に扶られている。舟型突起は，

紡錘形を呈する短いもので，頭部のいくぶん下から作り出され下端の刃部まで及ばない。

厚みは刃部に及ぶにしたがって薄く なっている。前面には舟型突起の上半部の位置に段を

つくり出している。池上遺跡の報告書による分類では，第H型式に位置するものである。

出土地点は溝SD0207のJK23地区である。 4は，広鍬の頭部片側先端であるが，小さな

破片のため詳しくはわからないものの，頭部先端に円弧状の挟りを施している。出土地点

は，溝SD0208のJP24地区である。

狭鍬は，合計3点（第106図1・2，第 107図6）がある。 1は，中央に柄孔から縦方向

に割れている。頭部は，中央が突出している。舟型突起は，明瞭なものをもたない。出土

地点は，溝SD0208のKB23地区である。 2は，頭部中央が突出している。舟型突起はも

たず，全体に薄い。出土地点は，溝SD0208のJK29地区である。 6は，頭部先端と側縁

ともにややふくらみがある。刃部の形状は細長く， V字形を呈する。舟型突起は，明瞭な

ものをもたず，わずかにふくらみがある。出土地点は，溝SD0208のJK31地区である。

その他に，鍬の一部と考えられる もの（第107図5）がある。出土地点は，溝SD0209の

KB地区である。

杵は握部（第 108図10～12）が3点， f島部は（第 108図13)1点出土した。 10～12は，握部

と橋部の境界が明瞭でないものである。掲部から握部へ徐々に細くなり，握部の中央が細

身の段をっくり出している。握部の上半には手擦れ痕がある。出土地点は 10が溝SD0208 

のKQ31地区， 11が溝SD0208のKQ27地区， 12が溝SD0207のJP27地区である。 13

は他の杵より太身の掲部である。先端部は丸〈，摩滅痕がある。出土地点は溝SD0208の

JP 24地区である。

( 2）工具
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工具は，石斧の柄（第107図7)が1点出土した。斧の柄は，石斧を着装する孔部分と，

その上半の台部で，他は残存していない。この斧の柄は台部の形状と太型蛤刃石斧を明ら

かに着装したことがわかる着装孔から縦斧の柄であることが判明した。頭部は丸〈楕円形

を呈する。出土地点は溝SD0208の23地区である。

( 3）建築材

建築材と推定されるものの中には，方形の頭部に四角い孔を穿ったもの（第107図8）と

円孔を穿ったもの（第 107図9）がある。 8は，前面に加工を施し，中央に方形に孔を穿っ

たものである。板材は厚〈，組み合わせて使用される建築材と考えられる。出土地点は溝

SD 0208のJP26地区である。 9は「T字型」を呈する厚い板材である。全体に丁寧に加工

している。突出部中央のまるい孔は棒状のものを組み合わせて使用したものであろう。 出

土地点は溝SD0208のJP26地区である。

( 4）容器

容器は，全部で約 15点出土した。椀状のもの（第 109図21・22・28・29）と杓子状のもの

（第 109図 23～27）である。 21・22は椀状容器の口縁部である。器壁は厚〈 ，外面には丁寧

な加工痕がある。 23～27は杓子状の柄がっくり出されている。柄の部分はすべて容器の体

部に付設したものばかりである。柄は細長いと考えられるが，断面が三角形を呈するもの

である。出土地点はすべて溝SD0208のJP地区である。

( 5）用途不明木製品

木製品には建築材 ・祭杷具 ・織機らしきものも含まれるが，ここでは用途不明木製品と

して扱った。これらの木製品は大きく分類すると棒状を呈するもの（第 109図14～20・第llO

図30～34・第lll図35～37）と，板状を呈するもの（第lll図38・39・第 ll2図40～44・

第ll3図45～50・第ll4図51～53）がある。 14は，細い小枝を利用した棒状のもので，先

端を尖がらせている。途中で折れているため，全長は不明である。先端の尖がっている部

分以外は自然面を残している。溝SD0208から出土した。 15は，細長い棒状の一端を面取

り，丸〈削りあげている。途中で折れているため不明である。 一端の面取り以外は未調整

である。出土地点は溝SD0208のBA26地区である。 16は，太い棒状の一端である先端を

尖がらせて側面も面取りの加工を行っている。出土地点は溝SD0207のJK23地区であ

る。 17～20は全長が約20cmを測る棒状木製品である。一端を尖がらせて，他方をやや丸く

削っている。側面も面取り を行っている。 出土地点は 17が溝SD0208のJP32地区，18が

溝SD0207のJA32地区， 19が溝SD0208のBA28地区，20が溝SD0209のJK32地区

である。 30～33は，先端を尖がらせ，他方の端に丸く削り出された突起をもっ棒状木製品

である。 30～31は類例が池上遺跡にある。 30は全体に薄く ，断面が長方形を呈する平たい
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棒状木製品である。全面が削られている。突起状の頭部は丸〈，削り出されている。出土

地点は溝SD0207のJM32地区である。 31は，突起状の頭部と尖がらせた先端以外は自然

面を残している。尖がらせた先端は，一方向から斜めに加工きれている。頭部は丸〈削り

出されている。出土地点は溝SD0208のJP32地区である。 32は尖がらせている先端が一

部小さな鈎状を呈する。頭部は明瞭な段をもたず端部を丸〈削っている。全体を削り，断

面が三角形及び方形を呈する。出土地点は溝SD0208のJP32地区である。 33も，棒状の

ものであるが， 30・31のように， 一端が尖がっているものの，もう一方の端は，方形の頭

部を有するが段はもたない。全体を削り，断面はほぼ円形を呈する。出土地点は溝SD0208 

のJK地区である。 34は，板状の薄い棒状木製品である。先端を尖がらせ，頭部は丸〈削

っている。頭部中央には一孔が穿たれている。全体に削られている。出土地点は溝SD0208 

のJL32地区である。 35・36は，板状の薄い棒状木製品である。一端を尖がらせて他方を

面取りしている。中央に段及び他の木製品を装置し組み合わせたと考えられる溝状の痕跡

が残っている。断面は長方形を呈する。出土地点は 35が溝SD0207のJK32地区， 36が溝

SD 0208のJP23地区である。 37は細長い棒状木製品である。断面がほぼ正方形を呈し，

全体に面取りを施している。出土地点は溝SD0209のMK32地区である。38は板状の木製

品である。両側面に面取りし，両端中央に長方形の孔を穿っている。両端中央部が欠損し

ている。出土地点は溝SD0207のKY24地区である。 39は厚い板状木製品である。下端と

側辺に面取りを施している。出土地点は溝SD0207のBY24地区である。 40は，細長い板

状木製品である。上端，側辺，両面は平坦に削り，下端は斜めに削られている。出土地点

は溝SD0208のKQ30地区である。 41・43は，細長い板状木製品である。両端面以外は丁

寧に面取りしている。両端面は粗い面取り加工を施している。出土地点は， 41が溝SD0208 

のKY21地区， 42が溝SD0207のKY16地区， 43が溝SD0208のJY18地区である。 44

は大きな板状木製品である。はぽ中央に円形の孔を穿っている。両端面以外は面取りを施

している。出土地点は溝SD0207のKY21地区である。 45・47はほぼ正方形を呈する板状

木製品である。全体に厚〈，両側面と両面は平坦に削られているが，両端はあまり加工し

ていない。出土地点は 45が溝SD0207のKY26地区， 46が溝SD0207のKY16地区， 47

が溝SD0209のKT17地区である。48～50は長方形を呈する薄い板状木製品である。すべ

て両端に小きな孔を穿っている。 48は両端の各角に小さな穴を 1孔計4孔穿っている。両

面・両側面は，面取りしている。中位より上半に斜め方向の幅約2cmの溝がある。出土地

点は溝SD0207のKB24地区である。同様の穿干しされた板の例は巨摩・瓜生堂遺跡から出

土している。 49は細長い板状木製品である。上端中央に縦方向に 2個の小さな孔を，下端

中央に斜方向の小きな孔を 2個それぞれ穿っている。全面を丁寧に削っている。出土地点
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は溝SD0207のJK16地区である。 50は，薄い板状木製品である。上下端中央に小さな孔

を1個穿っている。両面はす且〈削り，他の面は粗雑な作りである。出土地点は溝SD0208の

JP 32地区である。 51～53は大型の板状木製品で、ある。すべて上端の中央に， l孔を穿って

いる。 51は細長い板状木製品である。上端中央に大きなまるい孔を穿っている。全体が削

られているが粗雑で舟ある。出土地点は溝SD0208のKP29地区である。52は細長い板状木

製品である。上端の中央に孔を穿っている。全体に面取りしているが，下端は焼けて欠損

している。出土地点は溝SD0209のJP29地区である。53は方形に近い板状木製品であ

る。上端中央に途中まで一方から孔を穿っている。両面に大きな削りを施している。側面

は粗い加工を施している。下端の一部が欠損している。全体に焼けている。 （村尾政人）

第 4節 その他の遺物

( 1 ）編物

溝SD0207から出土したものが1点ある（第 115図2）。残存状態が悪し全体の原形を

推定できないが，龍の一種と考えられる。現存幅は約8cm・ 横幅約7cm・厚さ約 0.2cmを

測る。経条が1本ずつにして l本超え， 1本j替り， l本送りに編んでいる。編み方からみ

て龍の体部よりもわずかに上方の口縁部に近い部位と考えられる。経条は幅が約 1cm・緯

条はそれより細〈約 0.6cmを測る。材料は竹を薄く裂いたものと考えられる。

( 2 ）櫛

土拡から出土したものが1点ある（第 115図2）。形態は上部の両端が角状に 2か所突き

出している竪櫛である。櫛先は約 39本を数えるが欠損している。現存刃は縦幅約6cm・横

幅約5.4cm・ 厚き約0.5cmを測る。材料は竹を薄く加工したものである。

( 3）玉類

玉類は，溝SD0208から出土した管玉（第 115図 3）と遺物包含層内から出土した勾玉（第

116図4）がある。管玉は，縦半分が欠損している。大きさは長さ約 2.4cm・径約0.8cm・ 

孔径約 0.2cmを測る。材料は，青灰色のやわらかい碧玉である。 4は，古墳時代後期に属

すると考えられる滑石製の勾玉である。大ききは，長き約3cm・幅 2cm・厚さ 0.4cmを測

る。

( 4 ）紡錘車 ・円板

紡錘車・円板等は石製・土製の 2種類がある。石製紡錘車は 1点（第115図6）が出土し

ているが，土製のものは出土していない。

石製円板は 1点（第115図5）が，土製円板3点（第116図7～ 9）がそれぞれ出土してい

る。 6は，平面形が円形を呈するものであろうと考えられるが半分が欠損している。中央

- 168 -



太田遺 跡

部片面穿孔による孔が1つ穿たれている。全面に研磨が施されている。大きさは，直径5.4

cm・厚き 0.5cm・孔径0.7 cmを測る。 5は平面形がほぼ円形を呈するものである。全面を

研磨しているが側面は大き く分けると約5面の研磨面がある。大きさは直径約5.2cm・厚

き約1cmを測る。7～9はほぼ円形を呈するものである。土器の体部を再利用したもので

ある。破片の周縁を打ち欠いたのち，側面を組〈研磨している。大きさは 7が直径約5.1cm・ 

厚き約0.6cmで， 8は直径約4.4cm・厚さ約 0.6cm, 9は直径約5.2cm・ 厚き約 0.6cmを

測る。 （村尾政人）
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第4章むすび

( 1 ）土拡（SK）について

今回の調査により検出した土拡は 46基を数える。土拡は，円形・楕円形・長方形の3形

態があり，もっとも多いのは楕円形を呈するものである （28基）。 次いで円形を呈するもの

(16基），長方形のもの（2基）がある。

各土拡の性格としては SK203・SK204・SK145・SK148などや他の楕円形土拡の形

態，さらに出土遺物には査・鉢・窒・丹塗りの査・合口状の壷・窒・丹塗りの櫛・骨片等

があることから，そのほとんどが土拡墓と考えられる。

土f広は，長方形，楕円形を呈するものが主体をしめる。分布状況からみていくつかのグ

ループが形成されているようである。

当遺跡では， 50基の土拡墓が群集しているが，分布状況から大きく分けると北西部，北

中央部，北東部，南東部，南中央部の5群になる。その中で各土I広の状態，主軸等の方向

等から細分すると 7分類することが可能で、ある。

第1グループ

JM・ JQ 23～25地区の土拡SK122～124・129～131である。このグループには楕円形土

拡が集中し，長軸が北西から南東方向を示すものが多い。特に土拡SK122・123・130は一

直線上に並んで、いる。

第2グループ

JO・JP29～30地区にある士拡SK35～38の4基である。このグループも平面形態が楕

円形で，断面形が舟底状を呈する。主軸の方向は東西を示す。

第3グループ

JK ・ JL 28・29地区にある土拡SK203・204である。当遺跡内では最も深い土拡で，両

者とも同様の楕円形・舟底状を呈する。東西方向に一直線上に並ぶ独立した群である。

第4グループ

JK ・ JL 36地区の土拡SK145・148である。数少ない長方形を呈する土拡である。両者

とも形態から木棺墓と考えられる。土拡SK148からは，南端より枕に転用したと思われる

前期末の広口壷口縁部が出土した。

第5グループ

JH 34・35地区の土拡SK136・138・139である。楕円形土拡であるが土拡SK138は，

小型である。
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土地SK136・138は，主軸が東西方向であるが，土拡SK139は南北方向である。近接し

た一群をなしている。

第6グループ

JC・ JD 31～35地区の土拡SK02・04～09である。楕円形土拡であるが，全体に細長い

ものが多い。土拡SK04～06・08は主軸を北北西方向にとり整然と並ぶ。

第7グループ

KU・ KT 35・36地区の土拡SK149・150・153・157・160がある。いずれも楕円形を呈

し，集中して一群をなしている。士拡の方向が不統一で，多くが切り合って群集している

のが特徴である。

時期差を示す良好な資料がみられないことから，前期中段階から新段階にかけての短期

間に営まれた土拡墓群である。また，全体に北北西方向に主軸をもつものが多く，楕円形

土拡と円形土拡のいずれも格差をそれほど意識しないが，長方形土拡については，特別の

群をなし，なんらかの格差を示すものである。

以上の土拡墓のほかに，溝によって方形区画の墓域を設定したと考えられるもの

SD 0211～0213がある。それは，調査地の北西方向の JS～JK27～28地区にあって，溝内

からは，出土遺物がないことから時期は不明であるが，環濠集落にともなう方形周溝墓の

可能性がある。

( 2 ）環濠について

縄文時代から弥生時代になると，集落の形態は大きく変化し，集落をとり囲む形で環濠

を有するものが出現する。

環濠は，弥生時代から始まり，現在にまで至っている。その時代の流れの中で，その機

能や性格は各時代によって様々に変化したものと思われるが，集落を区画する点において

は同じである。

弥生時代の環濠の規模は深さ 2m・幅3mのものが普通で、ある。環濠のなかには，防衛

的な目的以外に排水.1草紙用に構築されたものもあると考えられ，その機能については非

常に多岐にわたるものであろう。大規模な環濠としては，幅3～ 4m・ 深さ約 3m以上に

及ぶものもあり，それらに土塁があれば，深さ約5m・ 幅約 6m近くになる。また，周囲

にめぐらきれた土塁以外にも，概や逆茂木を設けた形跡のあるものもあり，集落を囲み，

防御する点では大きな効果があると考えられる。

農業生産力の向上と並行して，それにともなう反乱が起き，無防備であった集落も一転

し，環濠に護られた集落が営まれるようになるのであろう。しかし，弥生時代の集落は，

すべてが環濠に固まれているのではなく，やはり特定の拠点集落に限り環濠を有するよう
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である。

環濠の性格を推定してみると，次のようなことが考えられる。

①墓域・住居・集落の区画をするための溝

②外敵から守るための防御的な溝

③排水溝， i韮獄施設，水田等の水路

太田遺跡

これらの中では，集落と生産の場，集落と墓地を区画するものが最も多いと考えられる

が， 一方，防御的な環濠については，都出比呂志氏のいわゆるマリオ族の砦復元図がある。

これによれは、，士塁上には，木造構造物があり，集落の出入口には門のような建物があっ

て，その上部に鳥型木製品が飾られていることなどは環濠を考える上で参考になろう。環

濠の種類には， j豪が集落を全周するものと，全周せずに途切れている ものがある。また，

立地からみると丘陵の尾根上に位置する ものは，高地性集落として扱われる ものが多い。

環濠集落の立地条件は，平地・微高地・低丘陵などの低地と丘陵上に大別できる。低地

における環濠集落は， j豪が全周することではじめてその役目が果たせる。それに対して，

丘陵上においては必ずしも全周する必要はなく，濠にかわって土塁 ・棚等が設けられてい

た可能性があり，その場合，防御的な役目が課せられたのであろう。

当遺跡の環濠は，前期末から中期初頭まで機能した集落と考えられ，廃絶型に分類され

るものである。中期初頭以後は，廃村となる一時期の集落である。これらのことから， 前

期終末から中期にかけて村の規模が増大し，今回調査した環濠集落へと拡大 ・発展してい

ったのであろう。

( 3）遺物弥生時代前・中期の地域色一

当遺跡から出土した弥生土器は，畿内第I様式中・ 新段階から第II様式までのもので，

その前期と中期の土器の量は，ほぼ同量であって，更に瀬戸内， 西摂津地方及び山城地方

の土器の影響を受けたものが多い。

いずれにしても，これらの経路については，淀川水系を経て亀岡盆地に至る経路と，播

磨，西摂地方から北上して丹波 ・丹後 ・若狭地方へ至る経路が考えられる。

播磨と近江地方は，距離的にも直接的な関連性は少ないと考えがちであるが， 両地方の

共通した特色がある。播磨地方に成立したと考えられる半裁竹管による平行線を施す技法

は，第I様式後半から盛行する。またこの技法による波状文には，第II様式の櫛描波状文

に変化する系譜が明確に追える。さらに，第I様式から続く竹管文 ・三角形列点文 ・貼付

突帯文などや，櫛描文をもつものなどに共通性が認められる。

近江地方には，口縁端部に押捺を施すものや，内面にハケによる波状文を施すものが多

い。近江型と呼称される斐Bは，口縁部外端面が直立し，その部分に横方向のハケ目を施
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すもので，ほかに山形口縁，波状口縁を呈するものもある。最近の調査においては，第III

様式の中に口縁端部に面をもち，横方向の荒いハケを施すものや，その祖形と考えられる

端部に面をもたないが部分的に横方向の荒いハケを施すものがある。

なお，これらの土器の中には数片の朝鮮系無文土器の破片と思われるものがある。特に，

朝鮮系無文土器は，海岸線上に立地する遺跡から出土するものが多しその搬入経路とし

て海上交通が考えられる。その例として，島根県原山遺跡，鳥取県長瀬高浜遺跡などがあ

げられるが，太田遺跡については内陸部の亀岡盆地に立地していることが注目される。

朝鮮半島の無文土器文化と日本における弥生文化については，両者に未だ不明な点が多

い事や，その出土した無文土器の多くが聾形土器に限られる点など，今後の詳細な検討を

必要とするものである。

( 4）まとめ

太田遺跡一帯は，現在，水田の広がる低湿地であるが，縄文時代後期から鎌倉時代まで

遺物が出土することから，長期にわたる人聞の営みのあったことが窺われる。今回，特に

重要な弥生時代前期の土拡群，前・中期の三重の環濠など多数の良好な遺構と多量の遺物

を検出したことは，丹波地方はもちろんのこと，近畿地方の弥生時代を考える上で，貴重

な資料を得たと言える。

環濠は，直径が約 160mを越える大規模なものと考えられ，背後の行者山より放射状に

発した小河川聞の微高地上に位置するため，環濠の形態は東西方向にわずかに長い楕円形

を呈するものであったろう。今回の調査では，環濠の西側約 1I 3を対象としたもので，全

域をとらえられることができていないため，今後に残す問題は多い。まず，環濠の内域に

おいて，多数の土I広墓を検出したが，その墓域と環濠の範囲の確認が必要で－ある。また，

環濠の内域においては，多数の柱穴群を検出したが，明確な竪穴住居を確認することがで

きなかった。環濠は， 2～ 3重の溝で構成されている点や柵列状柱穴，土塁等の存在から，

防御的な集落と判断したいが，戦闘用と考えられる大型の石鉱等の武器がほとんど出土し

ないため，性格を判断することは困難である。

当集落は，出土遺物から，中期初頭までしか継続してないが，溝等の遺構には多量の砂

層が堆積していることから，短期間に埋没したことが窺われる。

当遺跡の出土遺物は，弥生土器・石器・木器等が多量に及ぶが，土器の特色から，瀬戸

内，西摂地方の影響が摂丹街道を経由して伝わり，また，山城盆地を媒介として，近江地

方の影響が考えられる。さらに特徴的なものとしては，斐形土器に朝鮮系無文土器に類似

するものがある。この土器は，縄文土器や弥生土器とは明らかに異質なものであることか

ら，南朝鮮における無文土器の系譜を強〈号｜くものと解釈したい。最近の調査により， 予
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れらに類する土器の出土が，各地の拠点集落で知られるようになり，弥生時代に大陸との

関係が強かったことを物語るものとして注目される。 （村尾政人）
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第5章花粉分析

1 はじめに

太田遺跡は，集落と土拡墓の周囲に環濠をめぐらせた，弥生時代前期から中期にかけて

の環濠集落遺跡と考えられている。もし，環濠内側に集落が存在し，弥生人の生活が営ま

れていたとすれば，遺跡周辺の自然環境は，人為的な影響を少なからずうけていることが

予想される。本報告は，環濠に堆積した堆積物中に含まれる花粉から，遺跡周辺の自然環

境を復元しようとしたものである。今回の調査によって亀岡盆地の弥生時代の様相が少し

でも把握できれば幸いである。

今回の分析に供した試料は，下記のとおりである。

試料採取地区 層位・層相（備考）

JQ 31地区

JQ 28地区

KX23地区

地山直上黒墨火山灰層

黒墨火山灰層の直上黒色粘質土層

地山から上位2層目 黒褐色粘質土層（弥生前期の土器を包含す

る）

KX23地区 地山から上位3層目黒色粘質土層

溝SD仰 7のKS30地区地山直上の第 l層～ 5層

溝 SD0207の東壁 地山直上の第 1層 青灰色シルト層

第2層 黒色粘質土層（弥生前期の土器を包含する）

第3層黒色粘質土

第4層～ 7層

KU地区拡張部の西壁地山直上の黒墨土層

KU地区拡張部の南壁地山直上の黒墨土層

第2層～9層

2花粉分析の方法

トレンチから採取した試料は，次の過程で処理し，花粉分析を実施した。

① 試料約 200gをビーカーに入れ，ピロ燐酸ナトリ ウムの飽和溶液に一昼夜浸し，泥化

する。

② 泥化が完了した資料を大型のかラスピンに入れ，傾斜沈殿法により水洗を繰り返す。

③水洗が完了した試料に塩化亜鉛の飽和溶液を加え，毎分500回転で60分間遠心分離

し，浮いた花粉を集める。
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④ 氷酢酸を十分に加え，遠心分離し，塩化亜鉛を除〈。

⑤ 濃硫酸1：無水酢酸9の溶液を十分に加え， 80℃で1分間湯煎する （アセ トリ シス処

理）。

⑥ 水洗を十分おこない，集めた花粉をグリセリン ・ゼリーで封入する。

⑦検鏡は，倍率400倍でおこなった。

⑧ 同定は，識別可能な花粉についてすべておこなった。

⑨ 計数は，できうる限り多く の花粉を数えるよう にした。

⑮分析結果は， 100分率で表し， 0.1%未満のものについては十記号で表示した。

⑪顕微鏡写真は，花粉粒径の 1000倍ないし 500倍になるように焼き付けた。

3花粉分析の結果

本調査は，26試料分析し，すべての試料で花粉が検出された。次に各試料の採取地区ご

とに分析結果を述べる（付表5・図版第29～32）。

① JQ 31地区

丹波黒墨といわれる火山灰層より採取。胞子が多く ，花粉の残留状態は良くない。

樹木花粉では，アカシ亜属 ・コナラ亜属等のコナラ類が特に出現率が高〈 ，次いで，針

葉樹のコウヤマキ属・ツガ属・モミ属 ・二葉マツ属・スギ属等がみられた。草本花粉では，

小型のイネ科花粉が草本種の 59.8%をしめ，次いでヨモ占f属 ・キク亜科 ・小型イネ科・タ

ンポポ亜科等がみられる他，栽培種のソパ花粉も 2粒検出した。

② JQ 28地区

花粉の残留状態は，調査した試料の中で， 一番少なかった。樹木花粉では，コウヤマキ

属が特に多く ，アカif、シ亜属・モ ミ属 ・コナラ亜属・トネリコ属・ツガ属 ・二葉マツE属

などが見られた。草本種では，荒地を好みキク亜科・ヨモギ属が多い反面，栽培種のソパ・

大型イネ科もみられた。

③ KX23地区

樹木花粉では，② ・③の試料に比べ，モ ミ属 ・スギ属 ・二葉マツ亜属の増加が著しし

コウヤマキ属・アカシア亜属 ・コナアラE属が減少する。その他，クリ属は，花粉全体の

比率からみれば多くないが，この属の出現率としては高い。草本花粉では，栽培種を含む

大型イネ科や水田雑草としてみられるタデ属に増加がみられた。

④溝SD0207のKS30地区

第l層から第5層までは，弥生時代前期から中期にかけての堆積物と考えられている。

この地区の試料は，花粉残留状態が良好で、あった。花粉の出現傾向は，第1層から第3

層にかけて類似性が認められる。この3つの層では，樹木花粉として，アカ力、、シ亜属 ・ス
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ギ属・モミ属が多い。草本花粉では，大型イネ科が草保温種の中で30%以上の出現率を示

す他，クズ属が多い。第4層では，アヵヵーシ亜属が急減する反面，モミ属の増加が著しい。

草本花粉では，大型イネ科が増加し，クズ属が減少する。第5層になると，樹木花粉では，

アヵヵーシ亜属が再び増加し，モミ属は半減する。

⑤ 溝SD0207の東壁

第1層から第5層までの試料は，樹木花粉では，スギ属 ・モ ミ属 ・コウヤマキ属 ・ツカ、、

属等の針葉樹，アカシア亜属・コナラE属・ブナ属等のれどんぐりグをつける広葉樹が連

続的に多く出現する。 一方，草本花粉では，大型イネ科が下位層から上位層に向かつて出

現率を増す。第6層・第7層では，アカマツと思われる二葉マツ亜属が急増する。スギ属・

アカカ、、シ属・コナラ亜属が減少し，人為的影響の強まりを示す。

⑥ KU地区拡張部の西壁

黒墨層の 1試料を分析したのみである。JQ31地区の黒墨土層に比べ，大型イネ科の出現

率が草品花粉の68.6%ときわめて高い。

⑦ KU地区拡張部の南壁

樹木花粉では，黒墨土層から第7層まで連続的な出現傾向を示し，試料の堆積時期が比

較的接近していることをうかがわせる。第8層と第9層では，二葉マツ亜属が増加し，ア

ヵヵーシ亜属・コナラE属に減少傾向がみられる。草本花粉では，大型イネ科が全試料で高

率でみられるが，第7層より上位層での増加が著しい。

4考察

環濠内の堆積物からは，弥生時代前期から中期にかけての遺物が多く検出きれている。

この弥生時代前期から中期に相当する堆積物から遺跡周辺の植生を復元すると，周辺の山

林には，モミ属・コウヤマキ属・ スギ属等の針葉樹に，照葉樹のアヵヵーシ亜属・落葉広葉

樹のコナラ亜属などが混生する森林が形成されていたことが推定きれる。次に草本花粉か

らみた太田遺跡、の特色は，弥生時代前期の各地区最下層の堆積物から栽培種と思われる大

型イネ科が高率で、出現するこ とである。筆者がこれまでに京都府内において，おこなった

調査結果と著し く異なる（他の調査では，出現してからゆるやかに増加する）。また，検出

された大型イネ科花粉も，花粉の形態からみて異常なものが多数みられた。 イネ科花粉（栽

培イネを含む）の形態は，ほほ球形であり，花粉孔（花粉が発芽したと き花粉管が伸長する

ための孔）がーか所と報告されている。ところが太田遺跡から検出した大型イネ科花粉の中

にはかなりの数（ 1 %以下である）の花粉孔2か所のものが確認された。 太田遺跡以外から，

そのような花粉を著者は，まだ検出していない。つまり，太田遺跡で栽培されたイネは，

京都盆地や日本海方面から伝えられたものでなく，それ以外の地域からもたらされた品種

n
H
d
 

可

i
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の可能性がある。上記のことと太田遺跡が大規模な環濠をもっ防御的色彩の強い集落であ

ることから考えると，弥生時代の前期に稲作技術をも った集団の移住が想像される。イネ

以外の栽培植物として，ソパは， KZ23地区の他全試料で検出きれていることから，イネと

同時に栽培されていたと思われる。

5 まとめ

① 弥生時代前期・中期の亀岡盆地の森林植生は，針葉樹 ・照葉樹・落葉広葉樹の混交

林であった。

② 太田遺跡では，環濠集落形成と同時に稲作やソパ栽培が開始されたと推定する。

（伊辻忠司）
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付表5 花粉分析表

付表5 花粉分析表
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AP（樹木花粉） OT02 胞子が多産
付表5 花粉分析表

Tミよ〉＼＼
JQ31~~土 JQ28 SD0201 KX23畔 KX23畔

検出数 AP% 全体% 検出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%検出数 AP数 全体%

Podocarpus （？キ属） I o. 6 0 .2 23 0.6 0 6 23 0.5 0.5 

Abies （モミ属） 18 4. 5 2. 0 16 9 3 3 0 I, 675 45. 9 41.8 I, 452 33 8 29.2 

Tsuga （：ノガ属） 19 4. 7 2. I 9 5. 2 ]. 7 290 7.9 7.2 230 5.3 4 .6 

Picea （トウヒ属） 14 0.4 0.3 12 0.3 0.2 

Pi灼m叩u叫1 14 3 5 1.5 9 5. 2 I 7 511 14. 0 12. 7 537 12.5 10.8 

Pi附 6 0.2 0.1 7 0.2 0.1 

Sciadopitys （コウヤ7キ属） 51 12. 7 5 .6 45 26. 2 8.3 284 7.8 7.0 441 10. 3 8.9 

Cryptomeria （スギ属） 9 2. 2 1.0 7 4 .1 1.3 618 16. 9 15 .4 994 23.1 20.0 

Chamaecyparis （ヒノキ属） 2 ＋ ＋ 

Thuja （ネズコ属） 2 ＋ ＋ 

Salix （ヤナギ属） 3 0. 7 0.3 1 0. 6 0 .2 l ＋ ＋ 

Myrica （ヤマモモ属） 1 0. 6 0.2 

Juglans （オニグルミ属） 4 0.1 0. I 9 0 .2 o. 2 

Carp in us （ク7 シデ属） o. 2 0.1 3 0.1 0.1 6 0. I 0.1 

Corylus （ハンパミ属） 9 2. 2 1.0 0 2 9 0 9 1 ＋ ＋ 1 ＋ ＋ 

Alnus （ノ、ンノキ属） 2 I. 2 0 .4 14 0.3 0.3 

Fagus （ブナ属） 8 2.0 0.9 6 0. 2 0.1 37 0.9 0 7 

Lepidobalanus （コナラ亜属） 76 18. 9 8. 4 11 6. 4 2.0 6 0.2 0.1 61 1.4 I. 2 

Cyclobalanopsis（アカガン亜属） 163 40.4 17. 9 31 18. 0 5. 7 28 0.8 0.7 148 3.4 3 0 

Castanea （クリ属） 12 3.0 1.3 6 3. 5 I. I 33 0.9 0.8 115 2. 7 23 

Castanopsis （シイ ノキ属） 2 0.5 0.2 2 0.1 ＋ 2 ＋ ＋ 

Zelkova （ケヤキ属） 7 1.7 0.8 6 3. 5 1.1 3 0.1 0.1 11 o. 3 0. 2 

Celt is （エノキ属） 1 0. 6 0.2 1 ＋ ＋ 2 ＋ ＋ 

Aphananthe （ムクノキ属） 1 0. 6 0. 2 1 十 ＋ 

Akebia （アケビ属） II o. 3 0.2 

叫agnolia （モクレン属） 4 。l 0.1 6 0.1 0.1 

Prunus （サクラ属） 5 ]. 2 0.5 1 0 .6 0.2 14 0.4 0 3 11 0.3 0.2 

Phellendendron （キハダ属） 3 0.1 0.1 

Skimmia（ミヤ7ンキミ属） 1 0. 6 0.2 1 ＋ ＋ 7 0.2 0.1 

Rh us （ウルン属） o. 6 0.2 15 0.4 0.4 2 ＋ ＋ 

Ilex （モチノキ属） 3 。7 0.3 I o. 6 0. 2 3 0.1 0.1 4 0.1 0.1 
Acer （カエデ属） 1 0.6 0. 2 12 0.3 0.3 42 1.0 0.8 

Aesculus （トチノキ属） 1 0.6 0 2 28 0.8 o. 7 32 0. 7 0 6 
Elaeagnus （グミ属） 1 0.2 0.1 

Fraxinus （ト不リ コ属） 11 6.4 2.0 3 0.1 0.1 

Abelia （ツクパネウツギ属） 0.6 o. 2 61 1.7 1.5 63 1.5 1.3 
Lonicera （スイカズラ属） 1 0.6 0.2 2 0.1 ＋ 5 0.1 0.1 

Moraceae (Jワ干ヰ） ＋ ＋ 

Celastraceae （ニンキギ科） I 0.2 0.1 

Ericaceae （ツツジ科） 1 0. 6 0.2 2 0.1 ＋ 3 0.1 0 .1 

AP Total 402 99.5 44. I 172 100. 3 32.0 3,650 100. 2 90. 5 4 .301 99.9 86.1 
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太田遺 跡

AP（樹木花粉） OT02 

よγ＼＼ JQ31黒墨土 JQ28 SD0201 KX23畔 KX23畔

検出数 NAP% 全体% 検出数 NAP%全体% 検出数 NAP% 全体%検出数 NAP数全体%

Fagopyrwn （ソノ〈） 2 0.4 0. 2 39 10.6 7. 2 

Pertya （コウヤボウキ属） 5 I. 0 o. 5 2 0.5 0.4 3 0.8 0.1 2 0.3 ＋ 

Artemis1a （ヨモギ属） 69 13. 6 7. 6 45 12. 2 8.3 2 0. 6 ＋ 25 3. 7 0.5 

Petasites （フキ属） 6 I. 2 o. 7 2 0 5 o. 4 

Xanthium （オナモミ属） l 0 3 ＋ 

Patrinia （オミナエミ属） 11 2.2 l. 2 l 0.3 o. 2 2 0.6 ＋ 11 1.6 0. 2 

Perilla （シソ属） l 0. 2 0.1 

Halorag(s ア
，，ノトウグザ属） l 0.2 0.1 

Euphorbia （トウダイグサ属） l 0 2 0.1 

Geranium (7ウロゾウ属） l o. 2 0 .1 0 3 o. 2 

Pueraria （クズ属） l 0. 2 0. l 0.3 o. 2 50 13 9 1.2 161 24 .1 3. 2 

Rumex （ギンギシ属） 29 7 9 5.4 3 0.8 0.1 14 2 .1 0.3 

Persicana （タデ属） 6 l. 2 0. 7 2 0.5 0.4 36 10.0 0.9 49 7.3 1.0 

Humulus （カラハナソウ属） 0 3 0.2 l 0.3 ＋ 6 0.9 0.1 

Eriocaulon （ホン クサ属） 0.3 0.2 

Sagittaria （オモダカ属） 1 0.3 0.2 7 l. 9 0 .2 9 1.3 0.2 

Sparganium （ミク リ属） 3 0.8 0.1 

Typha （ガマ属） 1 0.2 。l 2 0.5 0. 4 3 0 .4 0.1 

Cichorioideae （タ／ポポ亜科） 19 3 7 2 .1 14 2 .1 0.3 

Carduoideae （キ7亜科） 45 8.9 4.9 154 41.8 28.5 37 10.2 o. 9 108 16.2 2.2 

Carnpanulaceae （キキョウ科） l 0 l ＋ 

Cucurbitaceae （ウリ科） l 0.3 0. 2 2 0.6 ＋ 3 0. 4 0.1 

Labiatae （シソ科） 7 1.9 1.3 30 8 3 o. 7 11 1.6 0.2 

Umbelliferae （セリ科） 4 0.8 0.4 2 0.5 0.4 4 1.1 0.1 3 0. 4 0 .1 

Malvaceae （アオイ科） 2 0.4 0.2 8 2 .2 l. 5 l 0.3 ＋ 2 0.3 ＋ 

Rosaceae （ノぐラ科） l 0.3 ＋ 4 0.6 0.1 

Cruciferae （アブラナ科） 2 o. 5 0 .4 l 0.1 ＋ 

Ranunculaceae （キンポウゲ科） 0 3 ＋ 

Caryophyllaceae （ナデシコ科） 3 0.6 0.3 4 1.1 0. 7 0.3 十 5 o. 7 0.1 

Chenopodiaceae （アカザ科） 2 0 .4 o. 2 l 0.1 ＋ 

Cyperaceae （カヤツリグサ科） 3 0.8 0.6 8 2. 2 0. 2 6 0.9 0.1 

Grarnineae （イ不1445μ以上） 25 4. 9 2. 7 21 5. 7 3.9 127 35. 2 3.2 165 24. 7 3.3 

Grarnineae （イネ科45μ以下） 303 59.8 33 3 39 10.6 7.2 41 11. 4 1.0 63 9.4 1.3 

NAP Total 507 100.3 55.6 368 99.9 68.4 361 100. 2 8. 7 667 99. 4 13. 4 

AP+ NAP Total 910 99. 7 540 100.4 4 ,011 99.2 4. 968 99.5 
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京都府遺跡調査報告書第6冊

AP（倒木花粉） OT02 KSBO SD0207 

TAミト＼
第 l 層 第 2 暦 第 3 層 第 4 層 第 5 層

検出世 AP% 全体%検出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%検出敢 AP% 全体% 検出数 AP% 全体%

Podocrpus ( "7キ属） 14 0 .3 0.2 11 0.2 。l 21 0. 4 0. 3 28 1. 0 0 .8 28 0.9 0.6 
A bi es （モミ属） 627 11.6 9.4 986 15. 0 11.6 448 8.8 6.4 995 34 7 29.5 488 16.4 11. 3 

Tsuga （：ノガ属） 65 1. 2 1.0 119 1.8 1.4 68 1.3 1.0 99 3. 4 2. 9 88 3.0 2 .o 
Picea （トウヒ属） 8 0.1 0.1 6 0.1 0.1 5 0 .1 0.1 12 0. 4 0.4 3 0.1 0.1 

Pinus Dipl叫 Ion（弓寄亜属） 116 3.1 2 5 172 2 .6 2 .0 143 2 .8 2. 0 249 8. 7 7 .4 123 4 .1 2 .8 

P附 5 0 .1 0.1 3 0.1 ＋ 3 0. l ＋ ＋ ＋ 1 + ＋ 
Sciadopitys Iコウヤマ￥属） 202 3. 7 3 0 208 3. 2 2 .4 191 3. 7 2. 7 319 11. l 9.4 279 9.4 6.4 

Cryptomeria （ス￥属） 1,480 27. 3 22. 2 1.085 16. 5 12. 7 906 17 .8 12. 9 732 25.5 21. 7 735 24. 7 17. 0 

Chamaecyparis （ヒノキ属） 16 o. 3 0.2 14 o. 2 o. 2 2 + ＋ I 十 ＋ 8 0 3 0. 2 

Thuija （不ズコ属） 1 + 十
Salix （ヤナギ属） 5 0.1 0.1 21 o. 3 0.2 98 1. 9 1.4 25 o. 9 o. 7 3 0 1 0.1 
Myrica （ヤ7 モモ属） 11 0.2 0.2 18 o. 3 0. 2 21 0 .4 o. 3 8 o. 3 o. 2 
Juglans （オニグルミ属） 19 0 .4 0.3 36 0.5 0 .4 15 o. 3 o. 2 7 o. 2 o. 2 3 0.1 0.1 
Pterocarya （サワグルミ属） I + ＋ 
Carpinus ( :7？シデ属） 12 0.2 0.2 38 0.6 0 .4 29 0.6 o. 4 5 o. 2 0.1 18 o. 6 0. 4 
Corglus （ハンパミ属） 18 0.3 0.3 24 0.4 o. 3 16 0 .3 o. 2 1 + ＋ 8 0.3 o. 2 
Betula （ンラカンパ属） 3 0.1 十 5 0.1 0.1 7 0.1 。1
A In us （ハンノキ属） 6 0.1 0.1 6 0.1 。l 10 0. 2 。I I + ＋ 
Fuyus （ブナ属） 58 1.1 0.9 145 2. 2 ). 7 80 1.6 1.1 12 0. 4 0.4 41 1.4 0.9 

hepidobalanus Iコナラ亜属） 360 6. 7 5.4 508 7. 7 6. 0 408 8. 0 5.8 76 2. 6 2 3 184 6 2 4. 2 

Cyclobampsis (J; Zガノ） 1.845 34 .1 27. 7 2 .404 36. 5 28. 2 1. 977 38. 7 28.1 149 5.2 4. 4 612 20 6 14 1 
Castanea 1:711属） 45 0.8 0. 7 183 2.8 2 .1 171 3.4 2. 4 25 0. 9 0. 7 123 4 .1 2 .8 

Castancpsis （ンイノキ属） 27 o. 5 0.4 15 0. 2 o. 2 11 o. 2 0. 2 2 0. I 。l 5 0.2 0.1 

Wmus （ニレ属） 10 o. 2 0.1 23 0.3 0.3 15 o. 3 o. 2 3 0.1 0.1 11 0. 4 0.3 
Zelkova （ケヤキ属） 54 1.0 0.8 96 1.5 1.1 87 1. 7 1. 2 17 0.6 0.5 47 1. 6 1.1 

Celt目 （エ ノキ属） 30 0.6 0.4 89 1. 4 1.0 57 1.1 0. 8 2 0. I 0. I 5 0.2 0.1 

Aphananthe （ムクノキ属） 4 0.1 0.1 10 o. 2 0.1 37 o. 7 0 5 1 + ＋ 
Akebia （アケビ属） 18 0.3 0.3 16 0. 2 o. 2 10 o. 2 0 .1 4 0.1 0 1 

Magnolia （モ7レン属） 2 + ＋ 1 + ＋ 
Prunus （サクラ属） 57 1.1 0.9 58 0.9 。7 48 0.9 0. 7 5 o. 2 0.1 14 0 5 0. 3 
Phellendendron （ιダ） 10 o. 2 0.1 12 0. 2 0.1 12 0. 2 0. 2 3 0.1 0 1 3 0 I 。l
Ekimmia （ミナマンキi属） 27 0.5 0 .4 ＋ ＋ 24 0. 7 0.5 

Rh us （ウノレン属） 33 0.6 0.5 1 ＋ ＋ 12 0. 2 0 2 5 0. 2 0.1 9 0.3 0 .2 

!lex （モチノキ属） 5 0 1 0 I 6 0. l 0 1 3 0.1 ＋ 1 + ＋ 4 0.1 0 1 

Acer （カエテa属） 68 1.3 1.0 93 1. 4 I. I 33 0.6 0. 5 2 0 .1 0 .1 6 0 2 0 I 

Aesculus （トチノキ属） 39 o. 7 0.6 63 1.0 。7 46 0. 9 0. 7 86 3.0 2 .5 3 0 I 0 I 

Zizyphus （ナツメ属） 1 + ＋ 17 0.3 o. 2 3 0.1 0 .1 

Ampelopsis （ノプドウ属） 1 + ＋ 
Tilia （ンナノキ属） 1 + 十
Elaeagnus （グミ属） 1 十 十 I + ＋ 
Hedera （キヅタ属） ＋ ＋ 

Diospyros （カキ属） 1 + ＋ 
Symplocas （ハイノキ属） 6 0.1 0.1 1 + ＋ 2 + ＋ 
Styrax （エゴイキ属） 3 0 1 ＋ 32 0.5 0. 4 51 I. 0 0 7 I + ＋ 20 o. 7 0.5 
Ligastrum （イボタノキ属） 10 o. 2 0.1 9 0.1 。l 4 0.1 0.1 8 0.3 o. 2 
Fraxinus （トネリコ属） 5 。l 0.1 9 0.1 。l 2 + 十 7 o. 2 0. 2 
Abelia （ ·~ :7パネウyギ属） 17 0.3 0.3 13 o. 2 0. 2 3 0.1 ＋ 2 0.1 ＋ 

Lonicera （スイカズラ属） 1 + ＋ 1 + ＋ 1 + ＋ 3 0.1 0.1 

Moracene （クワ科） 20 0.4 0 3 13 o. 2 0. 2 16 0. 3 o. 2 2 0.1 0. I 39 13 0.9 
Celastraceae Iニンキ粁ヰ） 14 0.3 0.2 1 + ＋ 1 + ＋ 
Stuphyleaceae i;，~ば） 4 0.1 0.1 

Theuceae （ソノ〈キ干十） 1 + ＋ 
Ericaceae ( ＇／ソジ千十） 1 + ＋ 7 0.1 0 .1 3 0. l ＋ 3 0.1 0. l 

AP Total 5 ,406 100.1 81.1 6 .580 100. l 771 5.102 99 7 72. 2 2 .870 99 9 84 8 2. 975 99.9 68.5 
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太田遺跡

NAP（草本花粉） OT02 SK30 500207 

Tミ；ト＼ 第 l 層 第 2 層 第 3 層 第 4 層 第 5 庖

検出数 NAP%全体%検出世 NAP%全体%検出敢 NAP%全体%検出世 NAP% 全体%検出世 NAP% 全体%

Fagopyrum （ソパ） 0.1 ＋ 5 0 3 0.1 12 0.6 0. 2 7 I. 4 0. 2 3 0.2 0.1 

Pertya （コウヤボウキ属） 5 o. 3 0.1 1 0. 2 ＋ 1 0.1 ＋ 

Artemisia （ヨモギ属） 52 4 .1 0.8 133 6 9 1.6 185 9.5 2.6 22 4. 3 o. 7 57 4 .2 1.3 
Petasites (7キ属） 3 0 .2 ＋ 12 0.6 0.1 8 0. 4 1.1 4 0. 8 0.1 6 o. 4 0.1 
Xanthium （オナモミ属） 3 0.2 ＋ 32 1.6 0.4 86 4. 4 1.2 1 0.2 ＋ 23 1 7 0.5 

Ade印n叫i 1 0.1 ＋ 

Patrinia （オミナエン属） 5 0 .4 0.1 8 0.4 0.1 3 0. 2 ＋ 3 0.6 0.1 1 0.1 ＋ 

Perilla （シソ属） 1 0.1 ＋ 1 0.1 ＋ 6 0.3 0. l 4 0. 3 0.1 

Clinopodium （トウパナ属） 1 0.1 ＋ 

Epilobium （アカパナ属） 1 0.1 ＋ 

Impatiens （ツリ7不ソウ属） 0 1 十

Euphorbia （店長イ） 36 l. 9 0.4 79 4 .1 1.1 11 2.2 0. 3 47 3 5 1.1 

Geraninm (7ウロソウ属） 1 0.1 ＋ 0.1 ＋ 

Trifolinm （ンヤジ7ソウ属） 1 0.1 ＋ 1 0 .1 ＋ 

Pueraria （？ズ属） 98 7.8 1.5 242 12. 5 2.8 90 4 .6 1. 3 4 0. 8 0.1 

Thalictrum （~~五ソ） 7 0 .6 0.1 7 o. 4 0.1 10 0.5 0.1 36 7.1 1.1 2 0.1 ＋ 
Nelumbo （ハス属） 13 o. 7 0.2 2 。l ＋ 
Nuphar （コオホネ属） 13 1.0 0.2 21 1.1 0.2 39 2. 0 o. 6 3 0.6 0.1 
Achyranthes （ ~~品） 1 0.1 ＋ 

Rumex （ギシギン属） 19 1.5 0.3 30 1.5 0.4 8 0.4 0.1 4 0 .8 0.1 6 0.4 0 .1 

Persicaria （タデ属） 11 0.9 0.2 54 2.8 0.6 42 2. 2 0.6 18 3.6 o. 5 32 2 .4 0 7 
Humulus （ ~~話ナ） 9 o. 7 0.1 9 0. 5 0.1 10 0.5 0.1 4 0.3 0.1 

llis （アヤメ属） 0.1 ＋ 

Ericcaulon （ホン7サ属） 0.1 ＋ 11 0 .1 0.2 

Sagittaria （オモダ方属） 16 1. 3 0.2 45 2. 3 0.5 22 1.1 o. 3 4 0. 8 0.1 27 2. 0 0 6 
Sparganium (' 711 属） 7 0.6 0.1 0.1 ＋ I 0 2 ＋ 9 0. 7 0. 2 

Typha （ガマ属） 19 1. 0 0.2 3 0 .2 ＋ 6 0 .4 0.1 

Cichor吋蹴 （長長ポポ） 10 0 .8 0.1 36 1.9 0.4 15 0 .8 0.2 28 5 5 0.8 31 2. 3 0. 7 

Carduoideae （キク亜科） 34 2. 7 0.5 28 1.4 0.3 25 1.3 0.4 13 2.6 0.4 17 1.2 0.4 

Cucurhitaceae （ウリ科） 6 0 .5 0.1 26 I. 3 0.3 18 0.9 0.3 1 0.2 ＋ 

Lab1atae （ンゾ科） 31 2 .5 0.5 16 0.8 0.2 10 0 5 。l 13 0.2 0 .1 

Ccn川v山 1 。l ＋ 2 0.1 ＋ 

Umbelliferae （セリ科） 41 3.3 0.6 35 1.8 0.4 14 0. 7 0.2 I 0. 2 ＋ 0.1 ＋ 

Malvaceae （アオイ科） 1 0.1 ＋ 4 0.3 ＋ 2 0. I ＋ 3 0 6 0.1 I 0.1 ＋ 

Leguminosae （マバヰ） 0.1 ＋ 

Rasaceae （パラ科） 3 0.2 ＋ 13 0. 7 0.2 3 0.2 ＋ 1 0. 2 ＋ 2 0.1 ＋ 

Crucifeme （アブラナ科） 7 0.6 0.1 6 0.3 0.1 6 0 .3 0.1 2 0.1 ＋ 

Ran町山ceae （私自 6 0.5 0.1 9 0.5 。l 4 0.2 0.1 1 0.1 ＋ 

Caryo向llac回e c~i;ン） 58 4. 6 0.9 61 3.1 o. 7 73 3.8 1.0 27 5. 3 1.8 117 8 6 2. 7 
Chenopodiaceae （アカザ科） 22 1.8 0 3 35 1.8 0.4 39 2 .o 0.6 4 0 .8 0.1 23 1.7 0.5 
Ar岡町llidaeeae （九itfl 0 .1 ＋ 

Cyperaceae （ ~~i1'' ) 20 1.6 0.3 5 0.3 0.1 7 0.4 0.1 6 I. 2 0.2 2 0.1 ＋ 
Graπiineae (i:イAネt'"l450μ) 412 32 .8 6. 2 701 36.1 8.2 709 36.4 10.1 241 47. 6 7 .1 527 38 7 12. 2 

Gramineae （以イ下ネ1"1450μ) 357 28. 4 5. 4 292 15 .1 3.4 393 20. 2 5.6 62 12 3 1.8 404 29. 7 9.3 

NAP Total 1.255 100.1 18. 7 1, 940 100. 6 22.6 1. 946 100.4 28. 5 506 100. I 14. 7 1. 361 100 .o 309 
AP TNAP Tital 6,661 99.8 8, 520 99. 7 7 .048 100. 7 3.376 99. 5 4 .436 99. 4 
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京都府遺跡調査報告書第6冊

AP（樹木花粉） OT02 東壁 SD0207 

ー；よ了一一一一一
第 l 層 第 2 層 第 3 層 第 4 層

検出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%

Podocarpus （？キ属） 7 0 3 0.2 13 0.8 o. 5 25 0. 7 0.5 12 o. 6 0.4 
Abies （モミ属） 312 14 .1 8.6 290 17 .5 10.5 718 20. 2 15 .4 331 15.8 10.3 

Tsuga （ソガ属） 88 4.0 2 .4 50 3 .o 1.8 95 2. 7 2 .0 33 1.6 1.0 
P1cea （トウヒ属） 2 0.1 0 .1 3 0. 2 0.1 8 o. 2 0. 2 8 o. 4 0.2 
Pinus D1ploxylon （三葉マソ亜属） 86 3.9 2 .4 88 5 .3 3. 2 102 2. 9 2. 2 170 8.1 5. 3 

Pinus Haploxylon （五葉7 ツ吏属） 1 0. I ＋ 1 十 ＋ 7 o. 3 0 .2 
Sciadopitys （コウヤマキ属） 176 7. 9 4 .8 164 9. 9 5.9 144 4 .1 3. I 56 2. 7 I. 7 

Cryptomena （スギ属） 463 20. 9 12. 7 497 29.9 18. 0 875 24. 6 18.8 185 8.9 5. 7 

Chamaecyparis （ヒノキ属） 7 0.3 0 .2 6 0 .4 0.2 7 o. 2 0. 2 2 0.1 0. I 
Thuja （ネズコ属）

Sahx （ヤナギ属） 80 3. 6 2 2 15 0. 9 0 .5 2 0.1 ＋ 1 + ＋ 

乱1yrica （ヤ7 モモ属） 9 0.4 o. 2 3 0. 2 0. I 10 0.3 0. 2 7 o. 3 0 2 
Juglans （オニクルミ属） 11 0 .5 0. 3 6 o. 4 0. 2 18 0.5 0. 4 10 0 .5 0.3 
Carp in us ( :7＂ンテ属） 13 0 .6 0. 4 6 0 4 0 .2 10 o. 3 0. 2 8 0 .4 0. 2 
Corgi us （ノ、ンノ〈ミ属） 2 0.1 0.1 2 0.1 0. I 10 o. 3 0. 2 25 1.2 0 .8 
Betula （ンラカンパ属） 2 0.1 0.1 2 0.1 ＋ I + ＋ 

Al mus （ノ、ンノキ属） 3 0.1 。l 6 0. 3 0 .2 

Fagus （ブナ属） 91 4. I 2. 5 42 2. 5 1.5 35 I. 0 0 .8 51 2 .4 1.6 

Lepidobalanus （コナラ亜属） 220 9.9 6. 0 128 7. 7 4 .6 301 8.5 6.5 436 20 .8 13 .5 

Cyclobalanopsis （アカガン亜属） 467 21 I 12 .8 197 11.9 7 .1 667 18.8 14 3 597 28 .4 18.5 

Castanea （クリ属） 52 2.3 I. 4 5 0.3 0. 2 63 1.8 I. 4 4 0.2 0. I 

Castanopsis （ンイノキ属） I + ＋ 8 0. 2 0.2 4 0.2 0. I 

Ulm us （ニレ属） 2 0. I 。l 2 0.1 0. I 3 0.1 0. I 5 o. 2 0. 2 
Zelkova （ケヤキ属） 27 I. 2 o. 7 26 1.6 0 9 74 2 .1 1.6 45 2. I 1.4 
Celtis （エノキ属） 20 0. 9 0 5 15 0.9 0 .5 79 2. 2 I. 7 14 0. 7 0 .4 

Aphananthe （ムクノキ属） 9 0 .4 o. 2 6 o. 4 0. 2 11 0.3 0. 2 20 I. 0 0 .6 
Akebia （アケビ属） I + ＋ I + ＋ I + ＋ 

Magnolia （モクレン属） 3 0. I 。I 3 。l 0. I 
Prunus （サクラ属） 6 0 .3 o. 2 7 o. 4 0 3 19 0 .5 0. 4 16 0.8 0 .5 
Phellendendron （キハダ属） I + ＋ 5 0. I 0.1 

Skimmia （ミヤマンキミ属） 2 0.1 。l 2 0. I ＋ 4 0.2 0.1 

Rh us （ウルシ属） 4 0 I 0.1 2 0.1 0.1 

llex （モチノキ属） 11 0.5 0 .3 4 0.1 0.1 

Acer （カエデ属） 4 o. 2 0. I 5 0.3 o. 2 58 1.6 I. 2 6 0.3 o. 2 
Aesculus （トチノキ属） 11 o. 5 0.3 25 1.5 0.9 65 1.8 1.4 3 0 I 0.1 
Zizyphus （ナソメ属） 9 0. 5 o. 3 3 0 .1 0.1 I + ＋ 
Tilia （ンナノキ属）

Elaeagnus （グミ属） 2 0.1 0 .1 

Diospyros （カキ属） 1 + 十 1 0 l ＋ 3 0.1 0. I 

Symplocas （ハイノキ属）

Styrax （エゴノキ属） 20 0 9 o. 5 29 1.7 1.0 29 0 .8 0.6 7 o. 3 0. 2 
Ligastrum （イボタ ノキ属） l 0.1 ＋ 1 + ＋ 1 + ＋ 
Fraxinus （ト不リコ属） 6 0.4 o. 2 31 0.9 o. 7 
Abe Ii a （ツクパネウソギ属） ＋ ＋ 11 0.3 0. 2 12 0.6 0. 4 

Lonicera （スイカズフ属） 2 0. I 0.1 

Moraceae （クワ科） 6 0.3 0 .2 8 0 .5 o. 3 48 I. 4 I. 0 4 0. 2 0.1 
Encaceae （ヅツジヰ十） 2 0. I 0.1 

AP Total 2 .214 99. 7 60. 7 l守660100. 2 59.8 3守555100. 2 76.3 2.100 100. 0 64.9 
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太 田遺 跡

第 5 層 第 6 層 第 7 層

検出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%

12 0.4 0 2 2 0.1 ＋ I 0. I ＋ 

772 25. I 12 .6 321 13.6 7.0 9 1.0 0.3 

133 4 3 2. 2 244 10.3 5. 3 10 1.2 0.3 

10 0. 3 0. 2 5 0.2 0.1 

346 11.3 5. 7 992 42.1 21.6 712 82 .o 19.9 
10 0 3 o. 2 2 0.2 ＋ 

114 3. 7 1.9 96 4. I 2 .1 12 1.4 0.3 

454 14 .8 7 .4 219 9.3 4 .8 14 1.6 0.4 

2 0 .1 ＋ 2 0.1 ＋ 

2 0.1 ＋ 

1 十 ＋ 1 0 .1 十

7 0.2 0 1 7 0 .3 0. 2 0 .1 ＋ 

10 0 3 o. 2 6 0 3 0.1 10 I. 2 0.3 
8 0.3 0.1 5 0. 2 0 1 1 0.1 ＋ 

24 0.8 0 4 15 0. 6 0.3 3 0 3 0.1 

3 0.1 ＋ 2 0.1 ＋ 6 。7 0.2 
46 1.5 0.8 32 I. 4 。7 11 I. 3 0.3 
257 8 .4 4. 2 91 3.9 2. 0 29 3.3 0.8 

729 23 7 11.9 187 7.9 4 .1 11 1.3 0.3 

4 0. I 0.1 3 0.1 0.1 3 0.3 0.1 

2 0 .1 ＋ 

1 + ＋ 

56 1.8 0. 9 54 2 .3 I. 2 7 0 .8 o. 2 
1 十 ＋ ＋ ＋ 

31 1.0 0 5 34 1.4 。7 I 0. 8 o. 2 

1 + ＋ 3 0.3 0.1 

6 0.2 0.1 7 0 3 0. 2 1 0.1 十

1 + ＋ 

6 0 2 0.1 3 0.1 0.1 4 0.5 0 .1 

4 0 1 0.1 7 o. 3 0.2 1 0.1 ＋ 
2 0 .1 ＋ 2 0.1 ＋ 

I + ＋ 

9 0.4 0.2 2 0.2 0.1 

1 + ＋ 

3 0.1 ＋ 

5 0.2 0. I 3 0.1 ＋ 3 0. 3 0 .1 

7 0.2 0 .1 1 + ＋ 

1 + ＋ 7 o. 3 0.2 4 0 .5 0 .1 
3,072 99.8 50. I 2. 358 99.9 51. 3 868 99.8 24. 2 
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京都府遺跡調査報告書第6冊

NAPI草本花粉） OT02 持［C，~ SD0207 

第 l 層 第 2 1(1 第 3 I習 第 4 府

TAX ON 阜、ーー～ーー～～～～ーーー～』 被出数 NAP% 全体%検出数 NAP% 全体%険出数 NAP% 全体%検出数 NAP% 全体%

Fagopyrum （ソノ、） 11 0.8 0.3 6 0.5 0. 2 4 o. 4 。l 5 o. 4 o. 2 
Pert ya （コウヤボウキ属） I 0.1 ＋ 2 0 2 。l 2 0. 2 ＋ I 。l ＋ 
Artemisia （ヨモギ属） 329 23.1 9. 0 20 1.8 0. 7 34 3.1 0. 7 56 5. 0 ]. 7 

Petasites (7キ属） 5 0.1 0.1 3 0 .3 0. I 5 o. 5 。l 5 0.4 0.2 

Xanthium （オナモミ属） 250 17.6 6.9 24 2. 2 o. 9 6 o. 5 0. I 2 0. 2 0.1 
Patrinia （オミナエン属） 2 0. I 0.1 2 0. 2 0.1 5 o. 5 0. I 0. I ＋ 

Perilla ｛ンソ鼠｝ 0.1 ＋ 0.1 十

Hal or agis （アリノトウグサ属） 3 o. 3 0. I 
Enphorbia （トウグイゲサ属） 6 0.4 0. 2 42 3.8 1.5 15 1.4 0.3 9 0.8 0. 3 

Geraniwn （フウ口、ノウ属） I 0. I ＋ 0.1 ＋ 

Pueraria ( 7ズ属） I I 0 .8 0.3 27 2. 4 I. 0 43 3.9 0 9 

Thalictrum （カラマツソウ属） I 0 .1 ＋ 152 13. 8 5 5 0 4 0. I 

Nelumbo （ハス属） l 0.1 ＋ 2 0. 2 0.1 2 0.2 ＋ 0.1 」ー

Nymphaea （スイ レ／属）

Nuphar （コオホネ属） 90 8. 2 3. 3 11 1. 0 0. 2 

Rumex （ギンギン属） I 0.1 ＋ 1 。l ＋ 。l ＋ 
Persicaria （）＇デ属） 12 0.8 0.3 15 1.4 o. 5 19 I 7 0 .4 25 2.2 0.8 
Humulus （カラハナソウ属） 5 o. 4 。l つ 0. 2 0.1 6 0 5 。l 2 0.2 0. l 

Iris （アヤメ属｝ 。l ？ 

Eriocaulon （ホンクサ属） 20 I. 4 0.5 3 0. 3 0.1 。l ＋ 
Sagittaria （オモダカ属） 2 0 .1 0.1 2 0. 2 。l 0.1 ＋ 15 13 0.5 

Sparganium （ミ 7リ属j 3 o. 2 ＋ 3 0.3 。l 日 o. 7 0.2 
Typha （ガ7 属） 2 0.1 ＋ 0. I ＋ 3 0.3 。I 2 0 2 0. I 

Cichorioideae （タンポポ亜科） 4 o. 3 。l 6 0. 5 o. 2 10 0.9 0. 2 3 0 3 0.1 
Carduoideae （キ7亜干｝） 6 0 4 0.2 7 0. 6 o. 3 9 0.8 0.2 0 0.4 o. 2 
Cucurbitaceae （ウリ科） 9 0.6 0.2 3 0 3 0 I 0 I ＋ 

Labiatae （ンソ科） 8 0.6 0.2 0. I ＋ 5 o. 5 。l 3 0.3 0.1 

Umbelliferae （セリ千｝） 6 0 .5 o. 2 9 0.8 0.3 

Malvaceae （アオイ4千） 3 o. 2 。l 2 0. 2 0.1 3 0.3 。l
Cruciferae （アブラナ科） 2 0. l 0.1 7 0 .6 o. 3 0.1 ＋ 0. I ＋ 

Renunculaceae （キンポウゲ科｝ 20 I. 4 0.5 3 0 3 0.1 4 o. 4 。l 0.1 ＋ 

Caryophyllaceae （一十テ’ンコHJ 37 2. 6 1.0 22 2 .o 0.8 11 I. 0 0. 2 19 I. 7 0.6 
Chenopodiaceae （アカザ料） 16 I. I 0 .4 8 0. 7 0. 3 5 o. 5 0. I 
Amaryllidaceae （ヒガンバナ科） 2 o. 2 ＋ 
Cyperaceae （；ウヤソリクサ科） 5 o. 4 0. I 4 0. 4 0.1 12 I I 0. 3 5 0.4 0.2 
Gramineae （イ不科45μ以上） 479 33.6 13 2 471 42. 7 I 7 .0 725 65.3 15. 5 802 71. 2 24. 9 

Gramineae （イネ科45μ以下） 172 12. I 4 7 168 15 2 6.1 164 14 .8 3 5 135 12 0 4 .2 

NAP Total I. 424 JOO. I 38. 7 I 104 JOO. 2 39 9 l, 111 100.6 23. 5 1 126 lOQ.l 35.0 

AP + NAP Total 3.638 99 4 2. 764 99. 7 4. 666 99. 8 3. 226 99 9 
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太 田遺 跡

第 5 層 第 6 層 第 7 層

険出数 NAPoA) 全体%検出数 NAP% 全l*%検出数 NAPoA) 全体%

6 0 2 0.1 163 7 3 3.6 156 5. 7 4. 4 

5 0 .2 0.1 I + ＋ I ＋ ＋ 

60 2.0 1. 0 40 1.8 0.9 3 0. I 0.1 

2 0.1 ＋ 

＋ ＋ 

I + ＋ 

2 0.1 ＋ 8 0.4 0.2 

6 0. 2 0.1 

2 0.1 ＋ ＋ ＋ 

1 + ＋ 

＋ ＋ 34 13 o. 9 
2 0.1 ＋ 7 0.3 o. 2 

3 0.1 ＋ 

53 l. 7 0.9 150 6. 7 3.3 19 o. 7 0.5 
5 0. 2 0.1 I + ＋ 

61 2.0 1.0 4 o. 2 0.1 
3 0.1 0.1 

I + ＋ 2 0.1 ＋ 7 0.3 o. 2 
30 ]. 0 0 5 39 1.8 0.9 12 o. 4 0.3 
8 0.3 0 .1 12 0.5 0. 3 

1 + ＋ ＋ ＋ 2 0.1 0.1 

2 0.1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

3 0.1 0.1 ＋ ＋ 

5 o. 2 0.1 
9 0.3 0.1 2 0.1 0.1 

16 0.5 0.3 5 0.2 0.1 5 0.2 0. I 

2 0.1 ＋ 5 0.2 0.1 

l + ＋ 

13 0 4 0. 2 29 1. 3 0.6 

2 .636 86.6 43. l 1. 732 77. 7 37.8 2 440 89.9 68. I 

112 3. 7 1.8 29 ]. 3 0.6 20 o. 7 0.6 
3.043 100. I 49.5 2. 228 99. 7 48. 7 2. 715 99.9 75. 6 

6.115 99.6 4.586 100.0 3, 583 99. 7 
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京都府遺跡調査報告書第6冊

NAP（草本花粉） OT02 

よょ；一一一一一一
型墨一仁 盟＊ t 第 2 層 第 3 層

被出数 NAP% 全体% 検出数 NAP% 全体%険出数 l¥AP°/o 全体%検出数 l¥AP°lo 全体%

Fagopyrum （ソノ、） 21 3.7 1.4 18 6. 5 1.6 87 6. 7 2 3 3 0. 4 。l
Pertya （コウヤボウキ属） I o. 2 。l 0 .1 ＋ 

Artemisia （ヨモギ属） 23 4. I 1.5 40 14.4 3. 6 349 27. I 9 3 22 3. 0 0. 7 

Petasites (7キ属） 2 。7 0. 2 7 0 .5 o. 2 5 0. 7 0. 2 
Xanthium （オナモミ属） 11 0 9 0 3 3 0.4 0 .1 

Patrinia （オミナエン属） o. 2 。l 3 0 .2 。l I 0.1 ＋ 

Perilla （ンソ属） 3 0.4 0. I 

Haloragis （アリノトウクサ属） 32 5. 7 2 .1 2 0. 7 0. 2 

Viola （スミレ属）

Cayratia （ヤブガラン属） 0 .1 ＋ 

Impatiens （＂；／＇）フネソ ウ属）

Euphorbia （トウグイ グサ属） 12 0. 9 o. 3 
Geranium （フウロソウ属）

Pueraria ( 7ズ属） 7 0. 5 o. 2 2 0. 3 0.1 
Thalictrum （力ラマソソウ属） 17 6. I 1.5 4 0. 3 。I
Ranunculus （キ／ポウゲ属） 1 0 .4 。l
Nelumbo （ノ、ス属）

Nymphaea （スイレノ属）

Nuphar （コオホネ属） 1 。l ＋ 
Rumex （ギンギシ属） 9 3.2 0 .8 15 I. 2 0. 4 4 0. 6 0 .1 

Persicaria （タデ属） 6 I. I 0. 4 4 1.4 0 .4 9 0. 7 0. 2 5 o. 7 0. 2 
Humulus （力ラノ、ナソウ属） 0. 2 。l 2 0 .2 。l 1 0.1 ＋ 

Eriocaulon （ホンクサ属）

Sagittaria （オモダカ属） 0.4 0.1 44 3.4 I. 2 I 0. l 十

Sparganium （ミクリ属） o. 2 0. I 4 0.3 0 .1 1 0 .1 ＋ 

Typha （ガマ属） 0. 2 。l 3 o. 4 。l
Cichorioideae （タン 10 1.8 。7 5 1.8 0. 4 29 2. 2 0. 8 3 0. 4 0.1 

Carduoideae （キク亜科） 4 o. 7 0 .3 3 l. I 0.3 7 0.5 0. 2 6 o. 7 0.2 
Cucurbitaceae （ウリ科） 2 0. 2 0.1 15 2.1 0 .5 

Labiatae （／、ノ干十） I 0.4 0.1 14 I.I 0. 4 3 o. 4 0 .1 
Convolvulaceae （ヒルガオ千斗）

Umbelliferae （セリキ十） 2 0.4 。l 3 1 1 0. 3 8 0 .6 0. 2 I 0. l ＋ 

Malvaceae （アオイ千十） 1 0 .1 ＋ 

Rosaceae （パフ干｝） 4 0 3 0. l 4 0.6 0 .1 

Cruciferae （アブラ十科） 0 .2 0.1 3 1 1 0 .3 l 0. I ＋ 

Ranunculaceae （キ／ポウゲ干｝） 9 0. 7 o. 2 2 o. 3 0.1 
Caryophyllaceae （ナテaンコ干十） 8 I. 4 o. 5 4 I. 4 0. 4 36 2. 8 I. 0 12 I. 7 0. 4 
Chenopodiaceae （アカザ科） 14 1 l 0 .4 3 0 .4 0.1 

Amaryllidaceae （ヒガンバナ科） I 。l 十
Liliaceae （ユリ科） l 0 .1 ＋ 

Araceae （サト イモ干ヰ） 0.1 ＋ 

Cyperaceae （カヤソリグサ科） 6 I. 1 0.4 2 o. 7 o. 2 13 I. 0 0.3 17 2 .4 0.5 
Gramineae （イ ネ科45μ以上） 387 68.6 25.2 93 33. 5 8.4 414 32. I II. 0 424 58. 6 13.6 

Gramineae （イ不科45μ以卜） 58 10. 3 3 8 70 25. 2 6. 3 179 13. 9 4 .8 178 24 .6 5. 7 

NAP Total 563 100. I 37. 0 278 JOO. I 25. 2 1. 290 JOO 2 34. 3 723 99.8 23. I 

AP + NAP Total 1.358 100. 7 I 113 100. 2 3. 748 99.9 3.122 99. 7 
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太田遺跡

第 4 層 第 5 層 第 6 層 第 7 層 第 8 層 第 9 層

検出数 NAP% 全体%検出数 NAP% 全体%検出数 NAP% 全体%険t!J数 NAP% 全体%検出数 NAP% 全体% 被出数 NAP% 全体%

100 6.0 2 .5 337 14. 3 6.6 21 2. 0 0.5 2 0.1 0 .1 5 o. 3 0.1 108 4. 9 3.5 
1 0.1 ＋ 5 0 2 0.1 4 o. 4 0.1 1 0.1 ＋ 

516 31. 0 12. 7 692 29.3 13 5 137 13.1 3.1 38 2.0 1.1 11 o. 7 o_. 3 
10 0.6 0.2 12 0 .5 0. 2 4 0. 4 。l 0.1 ＋ 

34 2.0 0.8 70 3.0 1.4 3 0 3 。l
1 。l ＋ 4 0 .2 0 .1 3 0 3 。l 1 0 1 ＋ I 0 1 ＋ 

1 + ＋ 

2 0.1 十 1 + ＋ 4 0. 4 。l 5 0 3 0.1 

I 0.1 ＋ 

1 0.1 十

19 1.1 o. 5 44 1. 9 0. 9 39 3. 7 0 9 15 0 .8 o. 4 2 0 .1 0.1 

1 + ＋ 2 0 .1 。l
5 0.3 0.1 30 1.3 0 6 50 4. 8 1.1 

2 0.1 十 10 0 .4 0. 2 3 0. 3 0.1 

0.1 ＋ 4 0. 2 0.1 I 0.1 ＋ 

65 3. 0 2.1 

0.1 ＋ 2 0 .1 ＋ 1 0.1 十 2 0 1 ＋ 8 0.4 o. 3 
14 0.8 0 .3 5 0 .2 0 .1 I 0 1 ＋ 2 0 .1 0.1 

9 0.5 0. 2 32 1. 4 0.6 63 6.0 I. 4 30 1.6 0.9 71 4. 6 1.9 44 2 .o 1.4 
6 o. 3 0 .1 1 。l ＋ 1 0 1 ＋ 0.1 ＋ 

2 0 .1 ＋ 1 。l ＋ I 0.1 ＋ 

28 1. 7 0 7 26 1.1 0.5 6 0.6 0.1 9 0.5 0. 3 10 0.6 0.3 l + ＋ 
2 0 .1 ＋ 4 o. 2 0.1 3 0.3 0.1 9 o. 5 o. 3 2 0.1 0.1 5 0. 2 0.2 
46 2 8 11 13 0.6 0.3 5 0.5 0.1 3 o. 2 0.1 o. 5 o. 2 3 0. I 0.1 
15 0. 8 0 3 9 0 4 o. 2 15 I. 4 0.3 8 o. 4 0.2 19 I. 2 0.5 3 0 .1 0.1 
3 0. 2 。l 3 0.1 0.1 6 0.6 0.1 1 0.1 ＋ 

6 0. 4 0.1 21 0.9 o. 4 8 0.8 o. 2 2 0.1 0.1 1 + ＋ 
0 .1 ＋ 

14 0 8 0.3 13 0.6 0.3 17 1.6 o. 4 2 0.1 0.1 
1 0.1 ＋ 2 0.1 ＋ 1 + ＋ 

0 I ＋ 

0 .1 ＋ 1 + ＋ 1 。l ＋ 2 。l 。l 0.1 十

7 0. 4 0 2 10 0 4 0 2 4 0 4 。l 1 0.1 ＋ 

40 2. 4 I. 0 122 5. 2 2. 4 29 2. 8 。7 4 o. 2 0.1 12 0.8 0.3 十 ＋ 

13 0. 8 0.3 14 0.6 0 3 2 0.2 ＋ 

1 + ＋ I 0.1 ＋ 

17 1.0 0. 4 12 0.5 o. 2 3 0.3 。l 4 0. 2 0.1 6 o. 4 o. 2 
597 35 .8 14. 7 682 28.9 13 .3 456 43. 7 JO. 4 1守683 88. 7 48. 7 I. 301 84 4 35.5 1. 953 88. 7 63. 0 

154 9.2 3.8 168 7.1 3.3 150 14 .4 3. 4 68 3.6 2. 0 85 5. 5 2. 3 5 o. 2 0. 2 
l句667100.2 40 .4 2. 359 100. I 46 .1 1.044 100. 2 23. 7 1,897 JOO. 4 54 9 1. 542 100. 2 41. 9 2 ,201 99. 7 71. 0 

4. 074 99.1 5 .123 99 .4 4 397 99.5 3. 456 100.0 3.669 3, 102 100 1 

5 0 3 0 I 4 0 .2 0.1 5 0.5 0. l l 0 .1 ＋ I 。I ＋ 
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京都府遺跡調査報告書第6冊

AP（樹木花粉） OT02 

二；；了一一一一一
車盤 1-. 県盛 t・. 第 2 I百 第 3 層

検出数 AP% ~！｛＞：% 検出数 AP% 全体% 険11：数 AP% 全体%検：11数 AP% 全！｛＞：%

Podocarpus (7 キ属） 3 0 3 0 2 4 0. 5 0 .4 20 0.8 0.5 13 0. 5 0. 4 

Abies （モミ属） 122 12. 5 7. 9 82 9 8 7 .4 244 9. 9 6.5 359 15 0 11.5 

’I suga （ツガ属） 30 3 1 2 .0 11 13 1. 0 49 2 0 1.3 50 2 .1 1.6 

Picea （トウヒ属） 。l 。l 3 0. 4 0. 3 3 0.1 ＋ 7 o. 3 0. 2 
Pinus Diploxylon （二葉7 ソ民属） 213 21. 9 13.8 56 6 7 5 0 76 3.1 2 2 96 4 0 3 1 

Pinus Haploxylo1】 lii :!i€ <> " /'IE~Jl ) 0 I 0 1 2 0.1 0.1 1 + マー

Sciadopitys （コウヤマキ属） 181 18.6 11. 9 31 3' 7 2 .8 124 5 0 3 3 170 7' 1 5' 4 

Cryptomeria （スギ属） 114 11 7 7 .4 64 ／ ／ 5 .8 300 12 2 8 0 396 16 5 12. 7 

Chamaecyparis （ヒノキ属） 。I 。l 。l 。l 4 0. 2 。l 4 0.2 0' 1 

Thuja （不ズコ属） 3 0 1 。l 3 0.1 。l
Salix （ヤナギ属） 3 0' 4 0 3 4 0. 2 。l 2 o. 1 。l
Myrica （ヤ7 モモ属） 0 1 。l 5 0 6 o. 4 8 0 3 0 2 6 0 3 0.2 
Juglans （オニグルミ属） 4 0 4 0 3 " 0 6 0 4 2 o. 1 o. 1 8 0.3 0 3 
Carpimus （クマンテ属） 2 0' 2 0. 2 9 0' 4 0' 2 3 0. 1 0' 1 

Cory I us （ノ、ンノ〈ミ属） 12 1.2 0.8 10 I. 2 0 9 10 0 .4 0 3 16 0. 7 0. 5 

Betula （ンラカンパ属） ＋ ＋ ＋ ＋ 

Alm us （ノ、／ ノキ属） 0. I 。l 。l 。i 7 0' 3 0' 2 ＋ 

Fagus （ブナ属） 9 0 '9 0 6 4 0 .5 (). 4 21 0 9 0' 6 21 0.9 0. 7 

Lepidobalanus （コナラ斑属） 67 6 9 4 .4 108 12. 9 9 7 250 10 2 6 7 293 12. 2 9. 4 

Cyctot予alanopsis （アカガノ弔• M再） 162 16.6 10.5 384 46.0 34 5 1 007 』1.0 26. 9 816 34 0 26. 1 

Castanea （クリ属） 0 1 0.1 0 0 6 o. 4 61 2 5 I. 6 12 0. 5 o. 4 
Costanopsis （シイノキ属） 2 0 '2 。l 0 0 .6 0. 4 13 0. 5 0. 3 2 0.1 。1
Ulm us （ニレ属） I 。l 0.1 2 0' 2 0. 2 ：〉 o. 2 。l 2 0.1 。l
Zelkova （ケヤキ属） 26 2' 7 1. 7 6 。7 0.5 39 1.6 1.0 36 I. 5 ]. 2 
Celt is （エノキ属） 0.1 0 1 30 1.2 0 .8 29 I. 2 0 9 

Aphananthe （ムクノキ属） 5 o. 5 0 3 7 0.3 0 2 4 o. 2 o. 1 
Akebia （アケヒ’属） 0 1 0' 1 3 0. I 。l ＋ 

Magnolia （モクレ ／属） ＋ ＋ 4 0 2 0. 1 

Prunus （サクラ属） 7 o. 8 0. 6 27 1 1 0. 7 26 1 1 0 8 
Phellendendron （キハダ属） 3 0.3 0. 2 ＋ ＋ 1 - 十

Skimmia （：ヤ7 ンキミ属） 5 0 6 0. 4 ＋ 十

Bux us （ソゲ属） 3 0 1 0.1 

Rh us （ウノレン属） 3 0 4 0' 3 

llex （モチノキ属） 2 0' 2 o. 1 0.1 0 1 

Acer （カエデ属） 5 0.6 0. 4 6 o. 2 0' 2 ＋ 

Aesculus （トチノキ属） 1 0' 3 。I 5 o. 6 0' 4 87 3. 5 2. 3 4 0. 2 o. 1 
Zizyphus （ナソメ属） 0.1 0.1 4 0.2 。l
Tilia （ンナノキ属） 1 ＋ 

Diospyros (7ワキ属）

Symplocas （ノ、イノキ以）

Styrax （エゴノキ属） 10 1. 0 0. 7 I 0.8 0.6 9 0.4 0 '2 2 0.1 0.1 

Ligastrum （イ ボタノキ属） 0. I 0. 1 3 0.4 0.3 8 0.3 0 '2 ＋ 

Fraxinus （トリ ネコ属） ~ 十

Abelia （ソスパネウソキ属） 3 0 .4 0. 3 2 o. 1 。l I ＋ ＋ 

Lonicera （スイカズフ属） 2 o. 1 0.1 2 o. 1 。l
Moraceae （クワ干｝） 5 0' 2 0 1 2 o. 1 。l
Celastraceae （ニンキギ干ト）

Er』caceae （ソソジ干｝） 0 .1 。l ＋ ＋ 

AP Total 976 100 2 63. 7 835 99 9 750 2 .458 99.9 65.6 2' 399 99.8 76. 6 
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太田遺跡

第 4 層 第 5 f日 第 6 層 第 7 層 第 8 層 第 9 層

検出数 AP% 全体% 候出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体%験出数 AP% 全体%検出数 AP% 全体% 検出数 AP% 全f;j,:%

14 0 6 0.3 16 0 6 0.3 41 1. 2 0. 9 7 0 4 0 1 11 0.5 0 .3 l 0. l ＋ 

246 10. 2 6.0 277 10.0 5. 4 496 14 .8 l l. 3 154 9.9 4. 5 626 29.4 17 .1 18 2. 0 0 6 

47 2. 0 1. 2 43 1.6 0.8 57 l. 7 1.3 36 2. 3 1.0 139 6.5 3,-8 23 2.6 0. 7 

1 + ＋ 9 0.3 0.2 2 0.1 0 .1 12 0.6 o. 3 2 o. 2 0 .1 
90 3. 7 2. 2 117 4. 2 2 .3 200 6.0 4. 5 154 9.9 4 .5 583 27. 4 15 9 748 83. 0 24. I 

2 0. I ＋ 2 0.1 0 .1 15 0. 7 0.4 I 0. I ＋ 

101 4. 2 2 5 85 3.1 l. 7 54 1.6 1.2 35 2. 2 l. 0 72 3. 4 2. 0 11 l. 2 0.4 

305 12. 7 7. 5 329 11. 9 6.4 216 6. 4 4 9 70 4. 5 2. 0 240 11.3 6.5 13 l. 4 0.4 

5 0. 2 0 1 2 0.1 ＋ 3 o. 2 0.1 ＋ 十 l 0.1 ＋ 

6 0.2 0.1 2 0.1 ＋ 2 0.1 。l
7 0 3 0.2 19 0. 7 0.4 4 0 l 0 l 0.1 ＋ 

9 0. 4 0.2 5 o. 2 0.1 24 0. 7 0 5 6 0 4 o. 2 5 0.2 0. I 
2 0 I ＋ 10 o. 4 0. 2 19 0. 6 0. 4 6 0. 4 0 2 10 0.5 0. 3 2 0. 2 0.1 
9 0. 4 0 .2 6 o. 2 0.1 6 0 2 0 I 4 0.3 0.1 2 0.1 0 I 
12 0. 5 0 .3 28 l. 0 0.5 37 1.1 0. 8 18 l. 2 0. 5 9 0.4 o. 2 2 0. 2 0.1 

1 + ＋ 

0. 3 0.2 5 o. 2 。l 9 0 3 0. 2 2 0 1 。1 3 0.1 0 .1 

23 10 0 6 43 1.6 0.8 42 l.3 1. 0 53 3.4 1. 5 41 1. 9 1.1 12 1. 3 o. 4 
422 17 5 10.4 468 16 9 9 1 447 13.3 10. 2 391 25.1 11. 3 102 4 .8 2 8 14 1.6 0 5 

906 37. 6 22. 2 I. 000 36. 2 19.5 1.406 41. 9 32 0 456 29 2 13. 2 179 8.4 4. 9 11 1. 2 0 4 

28 1. 2 0 7 39 I. 4 0.8 35 l. 0 0. 8 0.1 ＋ 9 L.0 0.3 

10 0. 4 0.2 16 0.6 0.3 9 0. 3 0. 2 0 1 ＋ 4 0.2 0 .1 

I 十 ＋ 2 0.1 十 2 0. I ＋ 2 0.1 0.1 

41 I 7 1.0 53 1.9 1.0 77 2 3 1.8 57 3. 7 1.6 24 1.1 0. 7 9 I. 0 0.3 

27 1.1 0. 7 10 0. 4 o. 2 30 0. 9 0. 7 2 0 1 。l 4 0.2 0.1 I 0. I ＋ 

13 0 5 0 3 16 0 6 0.3 19 0. 7 0. 4 40 2 .6 I. 2 6 o. 3 0 2 8 0. 9 0.3 
l + ＋ 4 0.1 0.1 十 ＋ ？ 0.1 O. l 

。0 2 0 I 1 + ＋ 2 0 I 十 0.1 ＋ 4 0 .4 0.1 

4 0. 2 0.1 28 1.0 0.5 23 0. 7 0. 5 ／ 0. 4 0. 2 4 0.2 0.1 

2 0.1 ＋ 6 0.2 。l 。＋ 
4 0. 2 0.1 2 0.1 ＋ 

2 0. I ＋ 5 0 .1 0 I 6 0. 4 0. 2 0.3 o. 2 1 0. l ＋ 
34 1. 4 0.8 21 0 .8 0.4 24 0. 7 0. 5 7 o. 4 0. 2 ＋ ＋ 

18 0. 7 0. 4 69 2 .5 1.3 6 0 2 0 I 

2 0.1 ＋ 

I 0.1 ＋ 

2 0.1 0.1 

4 0 2 0.1 6 0. 2 。l 17 0.5 0. 4 5 0.3 0.1 3 0.1 0.1 
2 0.1 ＋ 11 0 .4 0.2 4 0.1 。l 6 0. 4 o. 2 4 0.2 0.1 l 0.1 ＋ 
2 0 .1 ＋ I + ＋ 13 0.6 0.4 

2 0.1 ＋ 26 0 8 0.6 9 0.6 o. 3 3 0.1 0.1 
2 0.1 ＋ I + 十 l 。l 十 2 0.1 0.1 

4 0. 2 0.1 8 o. 3 o. 2 ＋ ＋ 0.1 ＋ 

1 + ＋ 0 I ＋ 

2 0. I ＋ 1 + ＋ 5 0 3 0.1 8 0.9 0 3 

2 ,407 100 l 58 7 2. 764 100. 2 53. 3 3. 353 100 1 75. 8 1.559 100. l 45. I 2 .127 99. 7 58. 2 901 99.8 29 9 
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(1)土鉱 SK 01～ 100溝 SD 0109全景 (南西から)
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(1)土城 SK 01～ 10近景 (西から )

(2)土城 SK 90 0 100近 景 (南から)
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(1)土城 SK 100遺 物出 t状況 (南から)

図
版
第

四

(2)土鉱 SK 203 0 204(南 から)
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(1)土城 SK 203遺 物出土状況 (南から)

(2)土城 SK 204(北 から)
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(1)溝 SD 0207 0 0208全 景 (南から)
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(1)溝 SD 0211 0 0212 0 0213全景 (北西から)
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(1)溝 SD 0207断面 (KP地区,西から)

(2)溝 SD 0208内石庖丁出土状況 1北かまギ
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木器 (椀 0直柄・用途不明木製品 )
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木器 (杵・棒状木製品 )

1:第 109図 15
5:第 108図 12

2:第 109図 14 3:第 108図 11 4:第 106図 2
6:第 108図 13
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木器 (板状木製品 )

1 :第 113図 49 2:第 113図 50 3:第 112図 43 4:第 113図 48 5:第 111図 38
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7.Typha(力

｀
マ属 ), 2の イネ花粉には,花粉孔が 2か所ある。
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花粉の顕微鏡写真(2)(× 1000,2・ 3・ 5のみ×500)

1.Eriocaulon(ホ シ
4.Petasites(フ キ属
7.Cichorioideae(タ
10。 Carduoideae(キ
14.Haloragis(ア リ

クサ属 ),2.Persicaria(タ テ属 ),3.Cyperaceae(カ ヤツリクサ科 ),
),5。 Malvaceae(ア オイ科 ),6.CaryophyHaceae(ナ デシヨ科 ),
ンポポ亜科 ),8.Xanthium(オ ナモミ属 ),9・ 13.Chenopodiaceae(ア カザ科 )
ク亜科 ),11.Pertya(コ ウヤボウキ属 ),12.Artemisia(ヨ モギ属 ),
ノトウグサ属 )
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花粉 の顕微鏡写真(3)(× 1000,10204の み×500)

1.Abies(モ ミ属), 2.Picea(ト ウヒ属), 3.Pinus Diploxylon(二 葉マツ亜属), 4.Tsuga
5。 Sciadopitys(コ ウヤマキ属 ),6・ 7.Cryptomeria(ス キ属),8.Aphananthe(ム クノキ属
9.Zelkova(ケ ヤキ属 ), 10。 Carpinus(ク マシテ属), 11.COrylus(ハ シバ ミ属 )

(ツ ガ雁粉
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花粉の顕微鏡写 真(4){× 1000)

1.Fagus(ブ ナ属 ),2.Lepidobalanus(ヨ ナラ亜属 ),3・ 6。 Cyclobalanopsis(ア カカ
｀`
シ亜属 ),

4.Phenendendron(キ ハタ属 ),5.Acer(カ エデ属 ),7.AInus(ハ ンノキ属 ),8。 Myrica(ヤマモモ属 ),
9.cyc10balanOpsis(ア カガシ亜属 ), 10。 Castanea(ク リ属), 11.Betula(シ ラカンバ属 ),
12.Aesculus(ト チ ノキ属 ),13.Ericaceae(ツ ツジ科 )
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